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１　―ナイアロトプ―




　白い空間の中……黒い礼服を身に包む、緑色の髪をした男が立っていた。彼はカナタを異世界ロークロアに招いた張本人、上位存在の一人であるナイアロトプである。

「……ええ、抜かりありませんとも。ついに《神の見えざる手》の上位三人が本格的に動き始めます。カナタが《第六天魔王ノブナガ》に勝てるとは思えませんし、最悪の場合は《沈黙の虚無》という保険もあります。こうなった以上、カナタ・カンバラに対抗手段はありません。ここまで長引いたカナタ・カンバラの問題にも、ついに終止符が打たれるということです」

　ナイアロトプは自身の主である上位神と交信し、異世界ロークロアの現状について報告を行っていた。

「頭目である《世界王ヴェランタ》もカナタの処分は難しくないと判断しています。彼は既にカナタを処分した後を見据えて行動している。不死者の小娘の精神を追い詰め、再び《地獄の穴コキユートス》へと幽閉する策を練っているようです」

「うむ、御苦労……我が眷けん属ぞくよ。此こ度たびの失態ではお前に大きく失望していたが、ついにはこの馬鹿げた騒動も終わるというわけだ」

「此度の失態……失望……ですか、どの口が」

　ナイアロトプは思わず表情を歪ゆがめ、吐き捨てるようにそう漏らした。

　ナイアロトプとしては今回の主の対応には不満があった。

　確かに発端であるミスを起こしたのはナイアロトプである。異世界ロークロアの運営が順調に進んでいたが故の驕おごりから出た管理不足が全ての元凶である。

　制御のできないバランスブレイカーを閉じ込めておくはずの《地獄の穴コキユートス》でさえ捕らえておけないルナエールの存在を看過してきたことも、よりによって彼女が神々の注目を集める異世界転移者であるカナタと接触したことも、全てナイアロトプの管理不足に起因するものである。

　それは無論ナイアロトプも認めている。しかし、上位神は『異世界ロークロアがエンターテイメントとして成立するために運営の干渉は最低限に抑えて解決しろ』との無理難題をナイアロトプへと押し付けてきたのだ。

　中途半端な下策を打ったために異世界ロークロアの運営の醜態が表に晒さらされ続け、また事が長引いたことによって余計に汚名が広がり続けていた。

　純粋にエンターテイメントとして楽しむために異世界ロークロアを見ていた神々はこの醜態に呆あきれて減少し、運営が苦心して築き上げてきた世界をカナタが打ち壊していく様を楽しむ神々ばかりが集まってきていた。

　それによって結果的に異世界ロークロアの神々からの注目度こそ大幅に高まりはしたものの、異世界ロークロアの神々のエンターテイメントとしての価値と寿命を大きく磨すり減らすことになっていた。

　そこまで事態が悪化してようやく異世界ロークロアの理ことわりを守護する《神の見えざる手》を用いたカナタの直接的な排除が認められたのだが、そこにも裏があった。

　ナイアロトプの主は、ナイアロトプの干渉権限を引き上げると共に、その対立構造を公にしてエンターテイメントとして着色し、『カナタＶＳ下位神ナイアロトプ』として神々に対して売り出し始めたのだ。

　今回の失態で『管理不足で炎上した異世界ロークロアの無能監督』として他の神々より好奇の目を向けられたナイアロトプの主がそれを嫌い、現場のナイアロトプにそうした矛先が向くように仕掛けたのである。少なくともナイアロトプはそう認識していた。

　そして実際、ナイアロトプの主の思惑通り、神々の好奇の目は今、ナイアロトプへと向けられている。ナイアロトプが避雷針となったことで、他のロークロア運営が大きな嘲笑や批難を負うことは避けられていた。

「何か言いたげだな、我が眷属よ」

　主の声に、ナイアロトプは目を細めて歯を喰くいしばり、怒りを露あらわにする。

「ええ……言いたいことなら、いくらでもありますとも！　一連の騒動について、あなたにも責任がなかったとは言わせませんよ！　あんな下等生物、強引に干渉して早期に潰しておけばよかったんだ！　僕は最初からそう言っていたのに！　そうしていたらこんなことにはならなかったはずなのに！」

　ナイアロトプが口にしたように、強引にカナタを処分する機会はこれまで何度もあった。仮に目め敏ざとい神々からルール違反の干渉だと詰られたとしても、放っておけばすぐに批判の声は止やんだだろう。

　神々は全能で娯楽好きで、そしてそれ故に酷ひどく飽き性なものなのである。多少ロークロア運営が不信感を買うことは避けられなかっただろうが、それでも今ほど悪い事態にはなっていなかったはずだ。

「はぁ……いいか、お前が矢面に立つことになったのは、お前がアリス騒動の際に焦ってカナタ・カンバラを魔法で直接攻撃したことが最大の要因だ。あれは最悪の愚行であったぞ。強引な干渉を行うにしてももっと手はあったというのに、あんな直接的な真ま似ねをしでかしてくれるとはな。目敏くて暇を持て余した神々が多いというのに、あんな露骨な行動が見過ごされるわけがあるまいに。異世界ロークロアは我々の干渉を最小限に抑えるのが売りであったのに、お前の軽率な行動がそれを無為にした。そのため運営の意向として干渉を許容しているわけではなく、あくまで責任を取らされた下っ端の暴走であったと示す必要があったのだ」

「言い訳です！　確かにその側面もあったのでしょうが……僕を笑いものにすることで、他の神々の関心を自分から逸そらす目もく論ろみだってあったはずだ！」

「総合的に見て、そうすることが一番都合がよかったというだけだ。無事に全てが片付けば、今回の件で傷が付いたお前の名誉の回復にも便宜を図ってやる」

「……本当ですか？　適当に甘い言葉で釣って発破を掛けて、適当に切り捨てようとは思っていませんよね？」

「神は信用が全てなのだ。我がつまらぬ約束でも違えたことがあるか？　確かにお前が指摘した通り、運営自体を守るためにお前を道化にしたという側面がないわけではない。お前の杜ず撰さんな管理を見逃していた我にも責はある。お前がきっちりと役割を熟こなして今回の問題を鎮めれば、我も相応の埋め合わせくらいは行うつもりでいる」

「わ、わかりました。では、カナタ・カンバラを葬った暁には、よろしくお願いいたしますよ！　見捨てないでくださいね？」

「だが、我がその埋め合わせを行うのは……あくまで、お前がカナタ・カンバラの問題を解決できた場合のみだ」

　ナイアロトプの主は、低い声で、脅しを掛けるようにそう口にした。

「え、ええ、そんなことは理解しておりますとも。しかし、問題ないでしょう、だって《神の見えざる手》が……！」

「《神の見えざる手》はロークロアの最後の砦とりでだ。もしものことが起きた際には……ロークロアも、お前も、終わりだと覚悟しておけ」

「わわ、わかっていますよ……はい、それは……」

　ナイアロトプがしどろもどろにそう口にしたとき、ナイアロトプの主の気配がぷつりと途絶えた。どうやら主はナイアロトプから意識を逸らしたようであった。

　ナイアロトプは簡単に深呼吸して息を整えた後、宙へと指先を向ける。空間が歪んで渦が生じる。そこには《神の見えざる手》の頭目である、仮面の男が映っていた。

「万が一つにも仕損じてくれるなよ、《世界王ヴェランタ》……！　僕は異世界ロークロアの運営で、神界の間で注目を集め……華々しく出世していくはずだったんだ。あんなクズのために、僕の地位が、未来が脅かされるなんてこと、あっていいわけがないんだ……！」
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　商業都市ポロロック……魔導雑貨屋《妖精の羽音》の店先にて。

　俺とポメラ、フィリア、ロズモンドは、赤いミニハットの女商人メルと向かい合う形で、一列に並んでいた。

「もう行っちゃうんですかぁ、カナタさん達たち……。寂しくなりますねぇ」

　メルが名残惜しげに俺達へと声を掛ける。

「ええ、向かいたい場所がありまして」

「商品の権利だとかの利益分配もまともに行えていませんのに。もう少しゆっくりしていかれても……」

「すみません、急ぐ理由ができてしまいました。どれくらい猶予があることなのかさえわからないんです」

　俺はメルへと小さく頭を下げた。

　元々、俺がメルへ協力していたのは金銭目的ではない。正直お金の方は錬金術で適当にアイテムを売り捌さばいていけば必要な額はいつでも手に入るのだ。

　メルへ協力したのは、彼女が見ていられない状態であったこともあるが……一番の目的は、それがロズモンドに桃とう竜りゆう郷きようへ同行してもらうための条件であったためだ。

「でしたら仕方ありませんねぇ……。カナタさん、何やら色々と事情のあるお方のようですし。まともにお礼もできていないままで申し訳ないです」

　欲望の都市ポロロックを支配していた黒幕、大商公グリード……。彼の正体は錬金生命体ホムンクルスのアダムであり、ポロロックの膨大な資金を用いて兵器開発を進め、王国転覆を目論んでいた。

　そしてその背後にいたのは上位存在ナイアロトプの尖せん兵ぺい……《神の見えざる手》のリーダー、ヴェランタであった。

　彼らはこの異世界ロークロアを神々に向けたエンターテイメントとして盛り上げるため、好きなタイミングで大きな事件を引き起こせるように各地に火種を撒まいていた。アダムの人生は、全てそのためだけに仕組まれたものだったのだ。

　ヴェランタはナイアロトプと対立関係にある俺の力量を測るため、アダムを追い詰めて行動を急せかし、俺へとぶつけてきた。

　恐らく近い内にまた何かしらの行動に出てくるはずだ。少しでも《神の見えざる手》の情報を引き出すため、その一員であったラムエルから話を聞かなければならない。一度桃とう竜りゆう郷きようへと戻る必要があった。

　そしてロズモンドを伴って面会に向かうことが、ラムエルから連中の情報を引き出すための交渉材料であったのだ。

　元々ラムエルから情報を引き出すことは以前よりの目的ではあったのだが、ヴェランタが直接俺に接触してきたことで、悠長に構えてはいられなくなってしまった。

「諸もろ々もろの権利の分配は正式な書類やらを出すのには時間が掛かるので急ぎのカナタさんには難しいかもしれませんが……せめてお金、あるだけ持っていってください！　店にいっぱいありますんで！　適当に欲しいだけ摑つかんで持っていってくださいよぅ！　だってこのままじゃ、ウチの気が済みませんもの！」

「……経営面はポロロックの新領主であるイザベラさんに任せているんですよね？　勝手なことをしたら怒られますよ」

「とにかく書類の準備はしておきますので、またいつでも戻ってきてくださいね！」

　メルは両手でぐっと握り拳を作り、俺へとそう熱弁する。

「え、ええ、わかりました。また抱えている問題が片付いたら、いつかきっとポロロックに遊びに来ますね」

「きっとじゃ駄目です、絶対ですよぅ！」

　とにかく《神の見えざる手》と……そして、その先にいるナイアロトプの問題を片付けなければならない。

　正直、上位存在であるナイアロトプが俺の力でどうにかできる相手なのかはわからない。何せこの世界を丸ごと創ったような相手である。だが、向こうが熱心に俺の命を狙っている以上、されるがままになるわけにはいかないのだ。

「ロズモンドさんはいつ頃ポロロックに戻ってきてくれるんですかぁ？　話を伺うに、今回たまたまちょっと呼ばれているだけで、カナタさんとずっと一緒にいるわけじゃないんですよね？　ね？　また来てくれますよね？」

「元々我の拠点はマナラークである。桃とう竜りゆう郷きように向かった後もまたあの地に戻るつもりだ。まだマナラークでやり残したことも多いのでな」

「そんなぁ！　いいところですよぅ、ポロロック、永住しちゃいましょうよぉ！　ね、ね、ロズモンドさんでしたら、ウチが商会の護衛として雇いますから！　お金出しますよぅ、お金！　いくらでも！」

　メルが必死にロズモンドの懐柔に動く。

　……メルはあまり大金を持ってはいけない人間なのではなかろうか？

　元々この地に来たのはウォンツに誑たぶらかされて持ち金を全てグリード商会に預けたのが始まりであるのだし、トップが挿すげ替わったとはいえここポロロックが欲深い商人達の戦場であることには変わりない。次に戻ってきたときに、よくわからない相手に貢いで店の運用資金を巻き上げられていなければよいのだが。

「ロズモンドさぁん、ね、ね、ポロロックに住みましょうよう！　ウチ、もっとお金稼いで大きくなってますんで！」

「は、放せ、ベタベタするでない！　また冷やかしにくらいは来てやるわい！」

　メルが鼻水と涙を流しながらロズモンドの脚へとしがみつく。ロズモンドが必死にメルを宥なだめていた。

「……ラムエルといい、ちょっと変わった人によく好かれますよね、ロズモンドさんって」

　ポメラがぽつりと呟つぶやいた。

　ロズモンドは強こわ面もてだが、面倒見がいいので人を惹ひき付けるのだろう。元々、俺達がメルに協力したのはロズモンドとの交換条件のためであったが、ロズモンドがメルに協力したのは純粋な善意からであったのだ。
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　俺達は桃とう竜りゆう郷きようへと向かうべく、メルと別れて街を出た。

「……おい、またあの化け犬を召喚するつもりか？」

　ポロロックの街門を抜けて少し歩いたところで、ロズモンドが不安げに声を掛けてきた。

　俺は立ち止まり、後方へ目を向ける。街からは充分に距離を取った。この辺りであれば街の方に混乱を招く心配もないだろう。

「化け犬って……ウルはいい子ですよ」

「……いい子なのはわかるが、やはり今から都市に戻って馬車を雇わんか？」

「ウルの方がずっと速いですし、可愛かわいいですよ」

「可愛い……？　アレが……？」

　ロズモンドが不思議そうに首を捻ひねる。

「段々と慣れてきますよ。ポメラも何回か会っている内に、なんだか可愛く見えてきちゃいました。えへへ、手から直接お肉をあげたりすると、凄すごく喜んでくれるんですよ」

「それは慣れるというか、感覚が麻ま痺ひしたといった方がよいのではないのか？」

　ロズモンドが不安げにポメラへとそう尋ねた。

「ロズモンドも、お犬さん苦手なの？　フィリアと同じ！」

　フィリアが嬉うれしそうにロズモンドへと声を掛ける。

「犬が苦手だとかいう次元ではないわい！　前にあの化け犬と顔を合わせたときは、腕を嚙かみ千切られかけたのだぞ、腕を！　貴様らは、揃そろいも揃って感覚がおかしい。ああ、一緒におれば、命がいくつあっても足りんわい……」

　ロズモンドが額を押さえて、がっくりと項うな垂だれた。

「大丈夫ですよ。《九命猫の霊薬》という、強力な回復ポーションのストックがまだいくらか《魔法袋》に残っていますから。仮にロズモンドさんの腕の一本や二本がなくなったとしても、すぐに生やすことができます」

　ポメラも時間を見つけては《歪わい界かいの呪鏡》でのレベリングと、霊薬ドーピングを用いての白魔法の修練を行っている。近い内に《九命猫の霊薬》のような稀き少しようアイテムを消耗しなくても、彼女の魔法一つで人体の欠損程度すぐに再生できるようになるはずだ。

「そういうところを感覚がおかしいと言っておるのだぞ我は」

「長くポロロックに滞在していて都市外に出る機会もなかったので、しばらくウルに構ってあげられていないんです。寂しがり屋なのでそろそろ召喚してあげないと……」

「……長らく会っておらんかったペットに再会するかのようなそんな気軽さで、あの化け物を……はぁ……いや、貴様にとっては、正にそれ以上でも以下でもないのだろうな」

　ロズモンドが疲れたように、諦めたように深く息を吐いた。俺は《英雄剣ギルガメッシュ》を抜き、その刃を掲げる。

「召喚魔法第十八階位《霊獣死召狗ウルゾツトル》」

　魔法陣が広がり、全長三メートルの、青い美しい毛を持つ巨大な獣が現れた。

「アオオオオオン！」

　ウルゾットルは天に向かって咆ほう哮こうを上げた後、大きく口を開けて、俺へと一直線に飛び掛かってきた。

「お、おい、貴様のことを忘れているのではないのか!?」

　俺のすぐ横にいたロズモンドが、大慌てで武器の柄へと手を掛ける。

　このままでは彼女も巻き込まれかねない。俺は一歩前に出ると同時にロズモンドを横へと突き飛ばし、《英雄剣ギルガメッシュ》を突き出すように構えた。

「アオオオオオオオオッ！」

　喰らいついてくるウルゾットルの口へと剣の刃を嚙ませ、そのまま後方に引いてウルゾットルの姿勢を崩した。

　転倒したウルゾットルがその場に仰あお向むけにひっくり返る。俺は剣を手放して屈かがみ込むと、ウルゾットルの腹部を撫なで回した。

「クゥン、クゥン……クゥン！」

　ウルゾットルが高い声を上げる。心地よさそうに目を細めてぐぐっと首を伸ばし、二叉の尾を激しく振り回していた。

「よし、よし、よし……落ち着いてきましたね、ウル」

「クゥン……」

「最近少し忙しかったもので……。召喚できなくてすみません」

「……自然となかったことかのようになっているが、今、我と貴様、危うく喰い殺されるところではなかったか？」

　ロズモンドがよろめきながら立ち上がり、俺へとそう言った。

「ただのじゃれつき……甘嚙みですよ。しばらく呼び出されていなかったので、感極まってちょっと興奮してしまったんでしょう」

「いつか死人が出るぞ。明らかにじゃれつき、甘嚙みの範はん疇ちゆうでは……。いや、もう、いいわい。その化け犬が満足したら、とっとと桃とう竜りゆう郷きようへと連れて行ってもらおうではないか」

　ロズモンドが疲れたように息を吐いた。

「ロズモンドさん、段々カナタさんのノリにも慣れつつありますね。なんだか不思議な親近感が湧いてきちゃいます。昔はポメラも、ロズモンドさんみたいにカナタさんの一挙一動に驚いていました」

　ポメラがそう嬉しそうに口する。

「我は別にこんなことに慣れたくはないのだが」
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「アオオオオッ！」

　ウルゾットルに乗って移動し、あっという間にポロロックから桃とう竜りゆう郷きようの入り口が隠されている、渓谷へと辿たどり着いた。地面の上に爪を立て、ウルゾットルがその場に留とどまる。土煙が巻き起こった。

「ありがとうございました、ウル」

　俺がウルゾットルから降りながら声を掛けると、ウルゾットルはそっと首を下げて、頭を俺へと向けてきた。

　俺が頭を撫でると、二叉の尾を激しく振って喜んでいた。頰毛を軽く触った後に、顎下をくすぐる。ウルゾットルは心地よさげに目を細め、ぐいぐいと俺の手に顎を押し付けてくる。

「アオ、アオオ……！」

「……確かに、貴様が可愛いというのもわからんでもないかもしれんな、まあ」

　ロズモンドが恐こわ々ごわとウルゾットルを観察しながら、そう口にした。

「ロズモンドさんもウルに触りたいんですか？」

「それは遠慮しておこう。貴様と違って、我のような人間は高位精霊に甘嚙みされると命に関わるからな」

「俺も人間なんですが……」

　ウルゾットルが顔を上げ、渓谷奥の滝へと目を向ける。

「あそこから桃とう竜りゆう郷きようへと行けるのであったな。竜人共の隠れ里……以前は直前で引き返したが、気にはなっておったのだ。あのラムエルの親族連中であれば、ロクでもない奴やつらであることには間違いないが……」

　ロズモンドは懐かしげにそう口にした後、表情を曇らせ、息を吐いた。

「……いや、我が言葉を交わした奴は、あくまでも取り繕った仮面なのであったな。本当の奴は、非力で生意気なあのクソガキではなく、冷酷で計算高い長命の怪人であり、世界の裏の支配者の一人なのであったか」

　彼女の顔は寂しげな様子であった。

「ロズモンドさん……」

　俺はぽつりとそう口にした後、ふと尋問中のポメラとラムエルのやり取りを思い出した。

『まさかあの世間知らずな子供っぽい振る舞いが、ポメラ達を油断させるための演技だったとは思いもしていなかったもので……』

『は……？　世間知らず？　演技？　なんだ、このボクを馬鹿にしているのか？』

　冷酷で計算高い、世界の支配者……？

　い、いや、冷酷で計算高く、世界の支配者であることには違いはない。ラムエルは彼女の思惑通り、俺達を騙だまして自身に最も有利な場で戦いを挑むことに成功していた。

　実際、俺のレベルがあと一回りほど低ければ、竜穴の魔力を用いたラムエルに殺されることになっていただろう。ラムエルは使命のためには犠牲を躊躇ためらわない、冷酷な怪人である。その点は間違いない。

　……ただ、そうであったとしても、ラムエルが生意気で世間知らずなクソガキであるという部分には変わりがないのだが。

「冷酷で計算高く、長命で世界の支配者な、生意気なクソガキ……？」

　俺は顎に手を当てて思案しながら、そう口にした。

「何か言ったか、カナタ？」

「い、いえ、何も……」

「しかし、奴が今更何な故ぜ我を呼び付けたのか……不気味であるな。まさか暇だから面会に来いというわけでもあるまいに」

　ロズモンドは軽口として言ったのだろうが、ラムエルの様子を思い返すに、恐らく彼女はそのくらいにしか捉えていない可能性が高い。

「……多分、今更何も考えてはいないと思いますが……まぁ、行きましょう」

　俺達は滝の裏側に隠された桃とう竜りゆう郷きようへの入り口である洞窟へと入った。

「薄暗く、ジメジメしたところであるな……。桃とう竜りゆう郷きようは華やかな景色が広がる美しい地だと聞いたが、本当にこんな岩塊の連なる奥地にそのような場所があるのか？」

「ええ、彼らの守護する竜穴という魔力の溜たまり場ばの影響で、多種多様な美しい植物が育っているんです。ただ、それが外に見えて人間が集まってくるようになっては、人間と不用意な諍いさかいが起こり、竜穴を守ることが難しくなりますから。基本的に竜人は、恩義のある信頼できる相手にしかこの地のことを教えないんです」

　俺達が話しながら歩いていると、洞窟の反対側より足音が聞こえてきた。

「ハッ、ぺらぺらと知ったような口を利いてくれるではないか。桃とう竜りゆう郷きようはニンゲン共にとっての観光地か？　ふざけた奴らだ。一度ここに来たニンゲンらしいが、顔見知りのニンゲンを引き連れてくるとは、桃とう竜りゆう郷きようも随分と舐なめられたものよ。我らの高尚なる使命を、蔑ないがしろにしているとしか思えぬな」

　低い、不機嫌そうな声が洞窟の奥より響いてきた。

「我らの桃とう竜りゆう郷きようはそのような軽いものではない。お引き取り願おうか。聞けぬというなら、力ずくでな」

　殺気の込められた笑い声が響く。ロズモンドが警戒したように足を止め、十字架の大おお杖つえの柄へと手を触れた。

「どうやら厄介な番人がおるようだな」

「いえ、俺に任せてください」

　俺はロズモンドを止めた。洞窟の壁に反響しているためやや判別し辛づらいが、前方に立つ竜人の声には聞き覚えがあった。

「ほう、やるつもりか？　容赦はせんぞ」

　洞窟奥の闇より、二メートル近い巨きよ軀くが現れる。黄色い尖とがった威圧的な髪をしており、顎にはごわごわとした鬚ひげがあった。竜人の特徴である、角や翼、尾を有している。

「怪け我がをせん内に逃げ帰ることを勧め……」

「お久し振りです、ライガンさん」

「ゲェッ、カナタ！」

　竜人の巨漢、ライガンはそう口にして身体からだをびくりと震わせた。

「……我を殴り飛ばした童に、酒聖ポメラもまた一緒か」

「酒聖ポメラってなんですか!?　ポメラ、そんな呼ばれ方してるんですか!?」

　ポメラは自身を指で示し、愕がく然ぜんとした表情でそう口にした。

　どうやらライガンを酔い潰した一件が桃とう竜りゆう郷きよう内で相当広まっているようだ。

　竜人は力ある者に敬意を払うという考えが人間よりも強い。そして酒の強さを、身体の強さの指標の一つであると捉えているようだった。

　恐らく酒聖ポメラも、竜人内の間では誉ほめ言葉なのだろう。本人は酷く嫌がっている様子ではあるのだが。

「また誰にも頼まれていない番人ごっこをやってたんですね」

「桃とう竜りゆう郷きようを守るための番だ！　ニンゲンの間で桃とう竜りゆう郷きようの存在が知られれば、我らの使命に支障を来たすに決まっておる！　暇潰しでやっているわけではないのだ！　い、如い何かに桃とう竜りゆう郷きようを救った貴様らとはいえ、他の人間を軽々しく連れ込まれるわけにはいかん！」

「ライガンさんが納得してくださるかはわかりませんが、軽々しく人間に触れ回っているつもりはありませんよ。こちらの方……ロズモンドさんを桃とう竜りゆう郷きように招くのは、一応リドラさんの意向でもあります」

「りゅ、竜王様の……!?　そこのニンゲンは、竜王様がわざわざ招くような傑物であるというのか？」

　ライガンが目を見張る。別にリドラがロズモンド本人の力量を見込んで、彼女を桃とう竜りゆう郷きように招いたわけではないのだが……。

「知人であるロズモンドさんを桃とう竜りゆう郷きように招くこと……それがラムエルから《神の見えざる手》の情報を引き出すための条件なんです」

「我ら竜人の祖先にして、禁忌を犯した大罪人……《空界の支配者》が、友として招いた相手であると!?　かような危険な人物をこの桃とう竜りゆう郷きようへ招くとは……いや、竜王様にも話が通っているというのであれば、我が口を挟むことではないのだろうが……。またとんでもない化け物を連れてきてくれたものだ」

　ライガンは頭を抱えてぶつぶつとそう口にした後、諦めたように深く息を吐いた。

　ラムエルが呼んだ相手というだけで、ライガンの中でロズモンドの評価が大きく上がってしまったようだ。

「よかろう……ついて来るがいい。だが、ロズモンドとやら、桃とう竜りゆう郷きようは神聖な地……くれぐれも問題を起こしてくれるなよ」

　ライガンはロズモンドを警戒するように睨にらみ、恐々とそう言った。その後、身を翻し、洞窟の奥へと向かって歩み始めた。

「案内してくれるそうです、付いていきましょう」

「……それはいいのだが、あの男、何やら誤解しておらんか？　貴様らと同列の化け物として見られても困るのだが」

　ロズモンドが不安げに俺へとそう耳打ちをした。
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　洞窟を越えて桃とう竜りゆう郷きようを訪れた俺達は、早速桃とう竜りゆう郷きようの長である竜王リドラのいる竜王城へと向かうことにした。

「よくぞ再び訪れてくれた、カナタよ。貴殿らはこの桃とう竜りゆう郷きようにとっての大恩人。手厚く歓迎させていただこう」

　最上階の《竜王の間》にて、リドラと再会した。

「して、貴殿は……」

　リドラが切れ長の目をロズモンドへと向ける。

「ロズモンドである。ここから離れた地……魔法都市マナラークを中心に、冒険者として活動しておる。我がこの桃とう竜りゆう郷きようへと来たのは、桃とう竜りゆう郷きようの囚人が我との面会を希望していたと聞いたためである」

「ほう、貴殿が……あの《空界の支配者》の口にした……」

　リドラはやや警戒したように身体を硬く構えて、それからちらりと、俺へと確認するかのように目を向けてきた。

　ロズモンドが信用のおける人物であるのかどうかを気にしている様子であった。わざわざあのラムエルが知人として指名して招き入れたのだから、何か裏があるのではないかと勘繰っているようであった。

　俺からしてみればラムエルなんかを警戒し過ぎなのではないかと思ってしまうのだが、世界有数の高レベルの持ち主であり、竜人が長らく畏怖してきた相手であることを考えればこの対応も仕方のないことなのか。

「ロズモンドさんは《神の見えざる手》とは関係ありませんよ。ごく普通の善良な冒険者の方です。信頼のおける人物であることは俺が保証しますよ」

「わかった、カナタがそう言うのであれば信じることにしよう。《神の見えざる手》については、我々竜人も世界の法としての立場は同じであれ、その在り方には疑問を覚えている。どうにか《空界の支配者》から情報を得ねばならん」

　リドラはそう言うと、竜王の座よりさっと立ち上がった。早速ラムエルの許もとへと案内してくれるらしい。

「ニンゲンの冒険者……ロズモンドよ、《空界の支配者》は今、この竜王城の地下にいる。厳重に拘束しているが、それでも危険な相手であることには変わりない。くれぐれも気を付けてくれ。奴から信用されているようだが……妙な気は起こさんでくれよ」

　リドラは重々しく、真剣な面持ちでそう口にした。

「わ、わかっておるぞ、竜人の王よ」

　ロズモンドはやや気後れした様子でそう応えた。

　それからリドラの背に続き、竜王城の地下……ラムエルを拘束している許へと向かうことになった。

　暗い通路を通り、下へ下へと向かっていく。

「……多少の警戒はしていたものの、貴様らがあまりに軽い調子であるから、つい空気感を読み違えておったのかもしれん。せいぜい犯罪者になったかつての知人の許へ面会に向かうくらいの心構えであった。世界を裏側から支配している奴らの一味だとは聞いておったというのに」

　ロズモンドはやや自信なげな様子であった。俯うつむいて額を押さえながら歩き、時折小さく溜め息を零こぼしていた。

「ロズモンドよ。《空界の支配者》とはどこで知り合った……どういう仲であったのだ？　何故奴は、貴殿を面会に招いた？」

　リドラが振り返り、ロズモンドに尋ねる。

「い、いや、心当たりがないのだが……」

「ふむ、答えられん……か。いや、結構。あの暴虐の魔人が、普通の出来事で心を開いたとは余には思えん。奴との間に、並々ならぬ深い事情があるのだろう。無粋なことを訊きいた。だが、面会の場には立ち会わせてもらうぞ」

「本当に心当たりがないのだが……」

　ロズモンドは一層不安な様子で言葉を返し、俺の方へと目をやった。

「えっと……ロズモンドさんがラムエルの護衛としてポロロックに滞在していた間、ずっと一緒にいたんでしょう？　そのときに何かあったんじゃないんですか？」

　当初、正体を隠していたラムエルは『桃とう竜りゆう郷きようで命を狙われているため逃げてきた』と口にしていた。そのためロズモンドがラムエルの護衛を買って出て、桃とう竜りゆう郷きようより近い都市であるポロロックにて、しばらく護衛についていたはずなのだ。

　もっともラムエルの狙いが竜穴の魔力を用いた俺の殺害であったため、彼女は適当なところでロズモンドを振り切って逃げていたようであるが。

「貴様らがおったときと変わらんぞ。むしろ我わが儘ままばかり口にするから、辛辣に扱っていたくらいだと思うのだが……」

「う～ん……カナタさんも、ロズモンドさんも、ちょっと考えすぎだと思いますよ。単に地ち下か牢ろうが暇だったから知っている人を呼びたかったんじゃないですか？　ポメラ達が面会に向かったときにも、去る素振りを見せたら急に引き留めてきましたし。あの子、特に友達とかいなそうでしたし……」

　ポメラがロズモンドに言葉を返す。

「なかなか辛辣なことを言うな、貴様……。しかし、この薄暗い、寂しい通路の先にラムエルがおるのだな。我が直接会って話したラムエルはただの演技であったのだろうが……そうであったとしても、見知った相手がこんな薄暗いところで一人ずっと囚とらわれておるというのは、どうにも複雑な気分である」

　ロズモンドは哀れむように、そう口にした。

　ラムエルがロズモンドを面会として呼びたがったのはこういうところなのだろうな、とふと思った。

　通路を進んでいると、大きな分厚い石の扉の前に出た。

「ついたぞ……この扉の先に《空界の支配者》を拘束している」

　リドラがそう言いながら扉に手を触れる。リドラの指輪が輝きを帯び、扉がゆっくりと左右に開いた。

「貴殿らの方が知っているだろうが、狡こう猾かつで邪悪な竜人だ。くれぐれも口車に乗せられんように留意しつつ……何としてでも奴から情報を引き出してくれ」

「ラムエルについてなど何も知らんのだが……。ラムエルが大層な罪人であったらしいと我が知ったのは、奴と別れたずっと後であるぞ。本当に我、ここに同行して大丈夫なのか？　場違いではないか？」

　リドラの真剣な言葉に対し、ロズモンドは相変わらず不安げな様子であった。

「呼び付けたのは向こうなんですから、場違いってことはありませんよ」

　開いていく石の扉の狭はざ間まにラムエルの姿が見えた。以前と変わらず、鎖に拘束されて両腕を広げた状態で固定され、術式の書かれた包帯を身体中に巻き付けられていた。

「おや、また来たのかい、リドラ。キヒヒヒ……キミも必死だね。そろそろ奴らが本格的に動き始める頃だ。もしかして、何か表で事件でも起きたのかな？　だとしてもボクには改めて話すことなんて何もないよ」

　ラムエルは扉が開いていくのを見て、口端を吊つり上げて笑っていた。

「リドラ、たかだかただの竜人に過ぎないキミが、《神の見えざる手》の動向に干渉しようなんて、烏お滸こがましいとは思わないかな？　元よりキミ達竜人なんて、ある意味では《神の見えざる手》の下位組織のようなものさ。《神の見えざる手》は世界の理そのもの、ドラゴンの役割は世界の調和を保つこと、そして竜人の役割は人の国に近い竜穴の管理……。キミ達竜人の使命は、世界の調整役という大役の中の閑職なんだからね。何が起きても、それが上位存在の意向にさえ沿っているのならば見過ごしておけばいい。子供染みた正義感でその枠から外れようだなんて、酷く後悔することに……」

　ラムエルはそこで俺達がリドラに同行していることに気づいたらしく、言葉を区切り、ぽかんと大きく口を開けた。それから悪戯いたずらっぽく目を細め、先程までとは種類の違う、へらっとした笑みを浮かべる。

「あれぇ～、そこの仏頂面……どこかで見た顔だと思えば、ロズモンドじゃないかい。キヒヒ、どんな気持ちだい？　格下だと散々侮って、偉そうに庇ひ護ごしていた相手が己より遥はるかに偉大な存在であったことを知ったのは？　うぅん？」

「…………」

　ロズモンドはこめかみに青筋を浮かべ、無言でラムエルを睨んでいた。

「すっかりボクの演技に騙されちゃっていたみたいだねぇ。キヒヒヒヒ、いやぁ、面白かったよ。なかなかの見世物だった、喜劇としてね。まさか下等で低レベルなニンゲンの分際で、『子守りくらいは熟してやる』だの、『我が付いておるから不安に思うなよ』だの、上から目線で口走っちゃうなんてね。いやぁ、格好よかったよぉ、後で思い出して笑っちゃうくらいには。もしかしてボクがいなくなった後、必死にポロロックを捜し回っていたのかな？　うん？」

　ラムエルは意気揚々とロズモンドを煽あおり続ける。ロズモンドもこれはさすがに予想外だったらしく、怒りを通り越してもはや真顔になっていた。

「あれれ、その反応、もしかして本当の本当に図星だったかな？　キハハハハハ、こりゃ傑作だねぇ！　いやぁ、見たかったなあ、必死にボクの身を案じて捜し回っていたときの顔と、真実を知ったときの無様な間抜け面を！　呼び付けておいてなんだけど、まさか素直にノコノコやって来るとは思っていなかったよ。なに、ボクのこと好きなの？　どんな気持ちで来たんだい？　もしかして、この期に及んでまだ、ボクのことをちょっとは心配していたり……」

　ロズモンドはくるりとその場で身を翻した。

「不安を覚えておったのと、微み塵じんでも奴の身を案じていた我が馬鹿馬鹿しくなってきたわい。カナタ、悪いが我は地上に戻るぞ」

「ロ、ロズモンドさん、怒る気持ちは凄くわかりますけど、一旦抑えてください！　ラムエルから聞き出さないといけないことがたくさんあるんです！　それにほらっ、俺、メルさんの店を立て直すのを手伝ったじゃないですか！」

　俺はロズモンドの肩を摑んで引き留めた。

「知らん。交換条件はラムエルと会うことであったはずだ。それは既に達成しておる」

「ちょ、ちょっと……本当にお願いします、ロズモンドさん！　あんなのでも唯一の手掛かりなんです！　あんなのでも！」

「お、おやおや、ロズモンド、ちょっと小馬鹿にされたくらいで、目くじらを立てて立ち去るのかい？　わざわざボクから《神の見えざる手》の情報を得るために、別の地から遠出してこの桃とう竜りゆう郷きようまで来たんじゃなかったのかな？　それなのにカッとなって一時の衝動で全てを台無しにしてしまうなんて、やれ、本当にキミ達ニンゲンの浅はかさは度し難い。すぐ死ぬ短命種に相応ふさわしい、無思慮で刹那的な行動だ」

「それが引き留めてるつもりだったら、本当にヘタクソだから黙っててくれ！　俺がロズモンドさんを説得するから！」
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　俺はラムエルを振り返って怒鳴った。ラムエルは素直に口を閉ざした。

　本当になんなんだこいつは。

　しかし、なんとなく、ラムエルがロズモンドを気に入っている理由はわかった。

　かつて桃とう竜りゆう郷きようは、今よりも遥かに苛烈で残酷な実力主義であったという。そしてラムエルはそこで生まれたひ弱な竜人であり、弱いことが理由で竜穴への生いけ贄にえとして殺されかけたことがある……と。

　偶然竜穴の魔力を得て生きながらえ強大な力を得たラムエルであったが、竜人としての禁忌を犯したために同胞からは忌避される存在となった。しかし、当時の竜人の排他的な思想をラムエル自身が継いでいたため、他種族に対しては下等生物として見下して掛かっていたため、真っ当な友人ができたことなどなかったのだろう。

　ラムエルの言動を許容してくれ、かつ身を案じてくれていたロズモンドは、彼女からしてみれば特別な存在として映っていたのかもしれない。

「……面倒見がいいせいか、本当に変わった人によく好かれますよね、ロズモンドさんって」

　ポメラがぽつりと呟いた。




６




「《神の見えざる手》が送り込んでくるのは、間違いなく《第六天魔王ノブナガ》だろうね。胸むな糞くそ悪い下品な男だが、純粋な戦闘能力面では奴が頭一つ抜けている。ヴェランタは手札の多さと対応力……そして、ソピアは保有財産と政治力が武器だからね。ゼロに関しては、ボクもよくは知らないけれど」

　どうにかロズモンドを説得してこの場に残ってもらうことに成功し、ラムエルより約束であった《神の見えざる手》の話について聞き出すことに成功していた。

「ノブナガの戦闘スタイルは自身の剛力とヤマト王国の剣術頼みだから、魔法はほとんど使っては来ない。そして……レベルはカナタ、キミよりも一回りは高いだろうよ」

　ラムエルは俺を嘲弄するように笑みを浮かべた。

「俺よりもレベルが上……」

　これまで出てきた相手は俺よりもレベルが下であった。

　俺の現在のレベルは四千七百ちょっとである。《歪界の呪鏡》の悪魔や《地獄の穴コキユートス》の魔物達を除けば、せいぜいレベル三千ちょっとであったレッドキングが最高クラスであった。

「ノブナガは戦闘狂いで、仲間と手を組んで戦うことを嫌う。彼が動くのなら、恐らく他の面子メンツは見物に徹することだろう。ただ、レベル自体は高いけれど戦い方はさっきも言ったように単純で、暴力的で頭もよくない。お仲間と協力してノブナガを囲んで叩たたけば、キミにも勝機がないわけじゃないだろう」

「なら、集まって準備をして、待ち構えておけばいいわけか」

　話を聞いている限り、俺とフィリア、ポメラが揃って待ち構えておけば、戦力としては充分こちらが勝っているように思う。ウルゾットルを召喚しておいてもいいかもしれない。

　レベルこそノブナガの方が圧倒的ではあるが、下手に攻撃すれば竜穴の魔力を吸って世界の安定を崩すラムエルの方が厄介な相手だったかもしれない。

　手の内がわかっているというのも安心できる。

「――というのは、ノブナガの切り札を考慮しなければの話だけれどね。キヒヒヒ、キミ達が束になっても、ノブナガが妖刀を振るえば揃って叩き斬られることになるだろう」

「切り札……」

　以前もラムエルが口にしていたことだ。ノブナガは、知らなければ対処のしようがない切り札を有している、と。それがその妖刀とやらなのだろうか？

「妖刀《時とき流ながれ》……元々は大昔の異世界転移者が有していたアイテムさ。鞘さやから抜いた刹那……時間を止めることができる。そうして不可避の必殺の居合斬りのできあがりというわけさ」

「じ、時間を、止める……？」

　恐ろしく物騒なアイテムが出てきた。

「そ、そんなものが有り得るのか……？　仮に実在しておれば、知っていてもまともに太刀打ちのできるものだとは思えんのだが」

　ロズモンドが動揺した素振りを見せながら、そう口にした。

「できなくはないさ。時間を止めると言っても、それはほんの刹那のことだ。予備動作として抜刀が必要になるし、魔力の消耗も激しい。《時とき流ながれ》の居合の間合いには入らず、抜刀が見えれば距離を取って逃げればいい」

　ラムエルは他ひ人と事ごとだと思ってか、軽々しい調子であった。

　確かに知らなければいつの間にか斬り捨てられていてお終しまいだ。警戒する前に殺されてしまう。

　だが、知っていたからといって、まともに対策のできるものでもない。レベル上のノブナガ相手に、刀の間合いに入らずに戦うことなんてまず不可能だ。

「もっともノブナガは強すぎる妖刀の力をあまり好ましくは思っていない。殺さつ戮りく好きの戦闘狂いだからね。油断している間は妖刀を抜かないはずさ。キヒヒ……とはいっても、それも、ノブナガの気き紛まぐれ次第だけどね。まあ、出会い頭に《時とき流ながれ》を抜くことだけは有り得ないはずさ。あの手の野蛮な奴らは、戦いが一番の行動原理だから、そこだけは後回しにして穢けがすことをしないのさ。良くも悪くもね」

「ど、どうします、カナタさん？　そんなとんでもない武器……わかったところで、対策の立てようがないんじゃ……」

　ポメラが不安げに俺へとそう言った。

「確かに知っていれば多少戦いやすくはなりますが……」

　俺は口くち許もとを押さえて考える。

　取れる手段は距離を取った状態で倒しきるか、油断を誘ったまま倒しきるかだ。しかし、自身よりレベル上の敵を相手に、そう容易たやすく実行できることではない。

「何か……その妖刀《時とき流ながれ》に、もしくはノブナガ自体に、弱点のようなものはないのか？」

　現時点でラムエルからの情報でわかったことは、ただでさえこちらよりもレベルの高い敵が、時間を止めることもできる、というだけである。

　状況が思っていた以上に最悪であるらしいということは自覚ができたが、肝心な打開策が全く見えてこない。

「充分過ぎるくらいに話しただろう？　後は勝手に、頭を捻って考えればいい。それに何か勘違いしていないかい？　キヒヒヒ、別にボクは、キミ達と仲良しごっこをしたいわけじゃないんだ。ノブナガが世界の管理者に相応しくない戦闘狂の人格破綻者だから、この機にキミと潰し合ってくれるのならば幸いだというだけさ。ずっとボクは、奴は《神の見えざる手》に相応しくないと考えていた。共倒れしてくれるのがベストってところだね」

「減らず口を……」

「キミだって理解していないわけじゃないんだろう？　カナタ、ボクらが法で、キミが異物なんだよ」

　ラムエルにそう言われ、ヴェランタの言葉を思い出していた。

『上位存在がこの世界に関心を失えば、この世界……ロークロアは、消去される』

　上位存在ナイアロトプは、この世界にとって異物となった俺の排除に執着している。

　異世界ロークロアは、上位存在の連中が異世界転移者の旅路をエンターテイメントとして楽しむためのコンテンツなのだという。異世界転移者である俺が強大過ぎる力を有しているという事実が、連中にとってはどうにも不都合であるらしい。

　ただ降りかかる火の粉を払っていればいいと考えていたが……どうにも俺が抗あらがえば抗うほどに、上位存在達にとって俺がどんどんと後回しにできない問題となってきているようだ。俺の存在がコンテンツのコンセプトに反しているため、俺の排除ができないという事実が、上位存在にとっての異世界ロークロアの価値を貶おとしめているらしい。

　ヴェランタの話によれば、上位存在達は俺をこのまま排除できないのであれば、そのままロークロア丸ごとを廃棄してしまおうという考えでもあるようだ。

　大きすぎてピンと来ない問題だ。そもそもの話、上位存在達がどれだけの力を有しているのかも、その規模が大きすぎてまるで見えてこない。しかし、きっと、ここまで来た以上、そこの問題を考えないでいるわけにもいかないのだろう。

「キヒヒ……せいぜい必死に対策を練って、ノブナガと潰し合うがいい。ま……仮にノブナガを打ち倒したとしても、キミが《神の見えざる手》に勝利することなんて、絶対に有り得ないんだけどね。純粋な戦闘能力で優れているのはノブナガだけれど……それでも、一番危険なのはヴェランタだよ。あの男は、自分が異世界ロークロアを背負って戦っていることを知っている。だからこそ恐ろしく慎重で……そして、どこまでも残酷になれるんだ」

　ラムエルが口端を吊り上げ、邪悪な笑みを浮かべた。

《神の見えざる手の》メンバー、ノブナガにヴェランタ……どちらも間違いなく、過去最大クラスの強敵である。

　とにかく今はノブナガの襲撃に備えるしかない。後のことを考えながら勝てる相手だとは思えない。それに、ノブナガと戦うことで、何かまた状況が変わるかもしれない。

「近い内に、この世界の運命を決める戦いがやってくるようだな。ニンゲンの試練は見物に徹するのが我ら竜人の使命なのだが……カナタは余の恩人である。それに、我ら竜人もただ宿命に従うだけではなく、自身の意思で為なすべきことを見定める時代が来たのだと余は考えている。できることがあれば何でも口にしてくれ」

「ありがとうございます、リドラさん」

　俺はリドラへと頭を下げる。

「キヒヒヒ！　随分と笑わせてくれるじゃないかい！　リドラ程度で、ノブナガやヴェランタがどうにかなるとでも？　滑稽だね。せいぜいキミにできるのは、桃とう竜りゆう郷きようが巻き込まれないように祈っているくらいさ」

　ラムエルが笑い声を上げた。

　リドラは彼女を睨み付けたが、しかし反論の言葉を口にすることはなかった。

　正直、俺もこの戦いに竜人達を巻き込むべきではないだろうと考えている。リドラや桃とう竜りゆう郷きようの竜人達のレベルでは、とても《神の見えざる手》には対抗できない。それはリドラ自身も理解しているはずだ。




７　―神の見えざる手―




　――カナタ達のいる大陸の北部、人類の踏み込まぬ魔物の世界。その奥地には巨大建造物、《神の腕》が存在する。

　中には三つの人影があった。

　王座に座る仮面の男《世界王ヴェランタ》。魔術式の刻まれた布に身体を隠す《沈黙の虚無》ことゼロ。そして三メートル近い背丈を持つ、甲かつ冑ちゆうを纏まとった悪鬼のような男《第六天魔王ノブナガ》である。

　彼ら三人は、上位存在が世界ロークロアを制御するために作った組織である《神の見えざる手》の《五本指》のメンバーであった。

「この世界を揺るがす珍事が起きているらしいということは理解しておるが、こうも頻繁に呼び出されるとな。何か進展があったのか、ヴェランタよ。そろそろ動けということか？　また意味のない報告を聞かされるのはごめんだぞ」

　ノブナガがやや苛いら立だったようにそう口にする。

　上位存在と交信を行っているのはヴェランタのみである。大抵の場合は大きな問題が起こったとしても、ヴェランタか、世界全体に大きな影響力を持つハイエルフの女商人ソピアのみが動くことが多かった。

　また、《神の見えざる手》に選ばれる者は寿命の概念から逸脱したような超越者ばかりであることもあり、そう短期間に軽々しく何度も集まるようなことはこれまでになかったのだ。

　それが最近は数日おきに会議、会議と、会議続きであった。

　ノブナガはあまり気が長い方ではない。世界の命運や秩序にもさして関心があるわけではない。事細かにヴェランタから現状を共有されても正直どうでもいいことであった。

「根暗で話の長いヌシと一対一で話していると気が滅め入いるのだ。あの不愉快なラムエルとソピアが恋しくなるとは思っておらんかった。そこのチビは何も話さんしな」

　ノブナガはそう言うと、ゼロの方へと目を向けた。

　ゼロはノブナガの視線や言葉にも何も反応を示さない。相変わらず魔術式の刻まれた布地の奥で沈黙を守っている。

　ゼロに思考能力があるのかどうかは怪しいとノブナガは考えていた。故にヴェランタが話している内容は、ほぼ自身にのみ向けられているものであると、ノブナガはそう認識している。これまでのようにソピアやラムエルがいればまだ気が楽だったのだが、二人がいなくなった今、ヴェランタの長話が重い。

「我の撒いていた布石の一つである錬金生命体ホムンクルスのアダムをカナタへと嗾けしかけ、それによって奴のレベルや力量を測ることができた。そなたであれば、充分単独で討ち取れるであろうと判断している。どうせ単独でしか動く気はないのだろう？　そなたがカナタ・カンバラを討ち取れ」

　ヴェランタの言葉に、ノブナガは口端を吊り上げて笑みを浮かべた。

「ようやくこの儂わしの出番というわけか。ハッ、最初から儂が出張っておれば、こんな騒動、とうに終わっておったではないか。つまらぬ偵察など早々に切り上げて、とっととこうしておけばよかったのだ」

「事はそう簡単ではないのだがな。ノブナガ……そなたはなんでも物事を単純化して捉えすぎている。かつてはそなたがヤマト王国の王であったことは知っているが、とても為政者に向いていたとは思えんな」

「なんだと？」

　ノブナガが険しい顔でヴェランタを睨み付ける。

「我々《神の見えざる手》は万が一の敗北も許されてはならないのだ。必要以上に警戒して動くのは当然のことだろう。それに、警戒すべき相手はカナタだけではない。神託では『不死者ルナエールに気を付けろ』と散々せっつかれている。カナタに与くみしている人物らしく……そして、恐らくはカナタ以上に危険な相手である。カナタに襲撃を掛ける前に、この女の動きを制限しておく必要があるというわけだ」

「また前準備だのと退屈なことを言いだすのではなかろうな？」

「このルナエールだが、あまりに神出鬼没であるため、追跡や情報収集には苦労していた。しかし、我は奴の居場所を感知する方法を見つけた。奴は濃密な死者の魔力……つまりは《冥府の穢れ》を纏っている。ローブの結界で外に漏れぬように封じ込めているが、それも万全ではないようだ。我の《万能錬金》で造ったアイテムを用いれば、《冥府の穢れ》を辿って奴がどこにいるのかを感知することができる」

　ヴェランタは手のひらを宙へと向ける。

　魔法陣が展開され、手て許もとに大きな水晶玉が浮かび上がった。水晶玉の周囲には目盛りの入った二つの円環がついている。

「なんだそれは？」

「《冥府の秤はかり》……《冥府の穢れ》を感知してくれるアイテムというわけだ。件くだんのルナエールは、比較する者のいないほどに濃密な《冥府の穢れ》を纏っている。この円環が、常にあの不死者のいる方角と概おおむねの距離を教えてくれるというわけだ。如何に神出鬼没な奴とて、これで我が手のひらの上も同然だ」

　ヴェランタは水晶玉の周囲に浮かぶ、二つの円環を指で示した。

「我はこれを用いてルナエールを罠わなに掛ける。それで殺し切れるのかはわからんが、充分な時間稼ぎにはなるだろうと見込んでいる。その間にそなたがカナタを殺すというわけだ」

「罠に、時間稼ぎ……か。相変わらずつまらん手を取るものだな、ヴェランタ。まあ、ヌシのやり口が陰湿なのはいつものことよ」

「カナタには複数の仲間がおり……また、カナタ自身も何か隠している切り札を持っているかもしれん。ノブナガ、この場ばかりはそなたの悪癖は抑え、最初からその妖刀……《時とき流ながれ》を使っておけ」

　ノブナガはヴェランタの言葉を鼻で笑った。

「有り得んな、久々に骨のありそうな奴が現れたのだ。この刀の一振りで終わらせてしまえば退屈ではないか。《時とき流ながれ》を手にしたときから、儂は自身に制約を課しておった。儂が真に死の淵ふちまで追い込まれたときにしか、この刃は抜かん、とな。《時とき流ながれ》は儂がもし必要だと思えば抜く。そうでなければ抜かん。ヌシ如ごときに指図されることではないわい」

　ノブナガはそう口にすると、ヴェランタへと背を向けた。

「計画が定まったのであれば、これ以上時間を掛ける必要はなかろう。すぐにでも始めようではないか」

「気の早い男だ。しかし、まぁよかろう。上位存在から散々急かされているということもまた事実だ」

　ヴェランタが王座より腰を上げた。




「――さぁ、始めようではないか。愛いとしきこのロークロアの世界を守るための、我々の正義の戦いをな」




　ヴェランタが宣言した、正にそのときであった。彼が手に浮かべる《冥府の秤》の二つの円環が、ぐるぐると忙せわしなく回転を始めた。

「……む、おかしいな。こちらが距離で、こちらが方角を示しているはずなのだが、動きが止まらなくなった」

「なんだその輪っかの挙動は？　まさか故障したのではあるまいな。一気に信頼できんようになってきたぞ」

　出鼻を挫くじかれたノブナガが、不愉快そうに表情を歪める。

「いや、そのようなはずはないのだが……。妙だな、ルナエールが大規模な転移を繰り返しているのか？　通常、円環がこうした動きを示すのは、至近距離にルナエールを捉えた場合のみであるはずなのだが……」

　ヴェランタは困惑した様子で、《冥府の秤》の不審な挙動を見つめる。そのとき、ヴェランタの傍そばで控えているゼロが、ぶるりと身体を震わせた。

「何カ……来ル」

　ゼロがか細い片言で、子供のような声を上げた。

「……おい、そやつ、今、何か、口にしなかったか？」

　ノブナガがヴェランタへと問う。

　ゼロは《沈黙の虚無》の二つ名を持つ。少なくともノブナガが把握している限り、これまでゼロが何か言葉を発したことは一度もなかったはずであった。

　それが今、確かに彼の方から、何か意味を伴った言葉が発されたように聞こえたのだ。

「ゼロが言葉だと？　聞き間違い……」

　ヴェランタが返答するより早く、彼らの拠点である《神の腕》の大きな扉が蹴破られた。ヴェランタとノブナガは呆あつ気けに取られた様子で、その扉の奥に立つ人物へと釘くぎ付づけになっていた。

「し、神聖なこの場に殴り込みとは！　そなた、我々が何者であるかを知っての狼ろう藉ぜき……」

　ヴェランタは襲撃者の姿を見て、息を吞のんだ。

　生気を感じさせない白い肌。純白の髪は、その毛先だけ血に濡ぬれたように赤い。その幻想的な美貌を持つ少女の姿に、ヴェランタは心当たりがあった。

「そ、そなたは、不死者ルナエール!?」

　左右色の異なる瞳が、冷淡にヴェランタを睨んでいた。

「知っているからわざわざこんな辺へん鄙ぴなところまでやって来たのですよ。どうやらここがカナタを嗅ぎ回っている害虫共の巣で合っているようですね」




８　―神の見えざる手―




「どうやらここがカナタを嗅ぎ回っている害虫共の巣で合っているようですね」

　ルナエールの冷たい瞳が、ヴェランタ達を睨み付けた。

「あ、有り得ん……いったい、どこから我々の情報が漏れたというのだ！」

　ヴェランタは混乱していた。ヴェランタはこれまでルナエールに気取られないよう、自身の《神の祝福ギフトスキル》である《万能錬金》のアイテムを駆使し、細心の注意を払って彼女を観察していた。

　ヴェランタが見ている限り、ルナエールが自身の観察に気が付いた様子はなかったし、カナタと何かしらの情報共有を行うような機会もなかった。

　いったいルナエールがどうやってヴェランタの存在を知り、あろうことか拠点まで暴き、《神の見えざる手》の三人が集まったタイミングを狙って襲撃を掛けることができたのか。

「何かしらの魔法かアイテムによる力か？　いや、しかし、それだけでは説明が付かん。我にミスはなかったはずだ。それなのにいつの間にかこうも全てが筒抜けになっているなど、そんな世界の全てを見通すかのような魔法やアイテムなど、聞いたことがない。せいぜいソピアの有していた、《ティアマトの瞳》くらい……！」

　ヴェランタはそこまで口にして、ソピアが行方不明になっていたことを思い出した。

「まさか、奴の手に渡っていたのか……!?」

　ヴェランタが頭を押さえる。

《ティアマトの瞳》があれば、世界中のあらゆる場所を好き放題に見通すことができる。時間さえ掛ければ、世界のどこで何が起こっているのかを、魔力を込めるだけでいくらでも確認することができるのだ。

　情報収集としては最強のアイテムである。そんなものを持っている相手に隠し事などできるわけがない。

「何故だ……我がルナエールを偵察している範囲では、《ティアマトの瞳》を持っているような素振りなど一度も見せなかったというのに……！」

　……余談ではあるが、ルナエールはソピアより《ティアマトの瞳》を偶然譲ってもらった後、それを用いて四六時中カナタの様子ばかり確認していたため、ノーブルミミックによって没収されていた。

　その後はノーブルミミックが《ティアマトの瞳》を用いての情報収集を行っていたのだが、それによってヴェランタの監視の目からたまたま外れていたのだ。

　ルナエールが《ティアマトの瞳》を持っている間はその膨大な魔力を用いて何故かカナタしか観察せず、ノーブルミミックが持っている間は彼の魔力では十全に《ティアマトの瞳》の効力を発揮しきれてはいなかった。

　そのため最強の偵察アイテムを保有している割には手て温ぬるい行動ばかりになっていたため、ヴェランタはまさかルナエールが《ティアマトの瞳》を持っているとは考えもしなかったのである。ヴェランタにとってはあまりに不幸な偶然であった。

「ほう、奴が上位存在が警戒しておる不死者ルナエールか。うだうだと回り諄くどい策を練るのは止めにして、この場で決着を付けてやろうではないか。あの女に脅おびえておるのであれば下がっておるがいい、ヴェランタ。この上玉は儂の獲物じゃ」

　ノブナガがニヤリと笑い、ルナエールへと一歩踏み出す。

　しかし、そのとき、ゼロがノブナガの横を一直線に駆け抜けていった。

「ぬ？　奴が、自発的に動くとは……」

　ノブナガは訝いぶかしげな視線をゼロの背へと送る。

　ゼロはルナエールに接近していくかに見えたが、途中で大きく曲がる。そのままルナエールから離れて、塔の壁の方へと向かっていった。

「お、おい、まさか、ゼロめ、儂らを置いて逃げるつもりか!?　そもそも奴に感情などあったのか？」

　ノブナガがゼロの背を睨み、そう叫んだ。

　ノブナガが知る限り、これまでゼロが自発的に行動をしたことも、言葉を口にしたことも一度もなかったのだ。ただ、ヴェランタが連れ歩いているだけであった。ヴェランタもゼロについては『生き物というよりは現象に近い存在』としてノブナガに説明していた。

　それがルナエールを目にした途端、即座にヴェランタの傍を離れて、単身での逃走を図るなど、これまでのゼロの様子からはとても信じられないことであった。

　ルナエールは地面を蹴り、壁際へ向かったゼロの後を追う。ゼロは警戒するように後方のルナエールへと目をやったが、すぐに前へと向き直る。

「時空魔法第二十二階位《女神の空中庭園ミユーズ・ガーデン》」

　ゼロの纏う布地の奥より、甲高い不気味な声が響く。彼を中心に魔法陣が展開された。

　ルナエールがゼロへと鋭い蹴りを放つ。蹴りは確かにゼロの頭部を捕らえたかに見えたが、そのまま彼の身体を通過するかのように空振った。ルナエールは蹴りの勢いで一回転して、その場に着地する。

「……あらゆる物理的な接触を透過する時空魔法……面倒ですね」

　ゼロは一瞬ルナエールと睨み合った後、ふわりとその場から浮遊し、壁の方へと飛んでいった。そのまま壁を透過して逃げるつもりであることは明白であった。

「時空魔法第二十階位《重力の魔女グラビウイツチ》」

　ルナエールがゼロへと腕を伸ばす。

　彼女の腕と重なるように、黒い靄もやの塊のような大きな腕が伸びる。黒い巨大な腕は、そのままゼロの腹部を鷲わし摑づかみにした。

「ギッ!?」

　ゼロが悲鳴を上げる。

「重力は余剰次元軸にまで干渉するんですよ。ただの透過魔法では逃れることができません。ごくごく簡単な対策ですが……まさか、把握していなかったのですか？」

　黒い大きな腕は、ゼロを摑んだまま勢いよく彼を二周、三周と振り回し始めた。

「ギィイイイイイイイイイイ!!」

　ゼロが金切り声を上げる。

「選ばせてあげます。地面に叩きつけられてバラバラになるのか……それとも透過して、永遠にこの世界を落ち続けるのか」

　黒い腕が高く掲げられ、ゼロを地面へと投げつけた。ゼロは時空魔法を解除していたらしく、勢いよくその身体を地面へと打ち付けることになった。

　轟ごう音おんと共に巨大な土煙の柱が上がった。衝撃で周囲の地面が揺れ、大きな亀裂が走る。

「ギ……ギ、ギィ……」

　ゼロが掠かすれるような弱々しい声を上げる。ぐぐっと身体が微かすかに持ち上がったが、すぐに力尽きたかのようにその場に崩れた。

「確実に叩き潰すつもりでやったのですが、想定より遥かに頑丈ですね。少々侮っていたかもしれません」

　ルナエールが淡々とそう口にする。

「ば、馬鹿な……ゼロは、我の最後の切り札であるぞ。こんな容易く、一方的な……！」

　ヴェランタがぱくぱくと口を開閉する。

　あまりに突然の出来事に、ヴェランタもノブナガも何もできず、ただただゼロが蹂じゆう躙りんされる様を呆ぼう然ぜんと見届けることしかできずにいた。

　ルナエールが足あし許もとのゼロへと目線を落とす。

　ゼロの衣の端より、彼の生白い、細い腕が微かに露出していた。生身にも魔術式が彫られている。焼き印のような痕は、今なお赤々と輝きを帯びていた。

「これは……生物というより、強力な呪物そのものですね。あなたが造ったんですか？　悪趣味なことを」

　ルナエールが冷たい目線をヴェランタへと向ける。

「……まぁ、自分を冥府より戻して、母が喜ぶと思っていた私よりは幾らかマシですか」

　ルナエールが一歩、ヴェランタとノブナガに対して足を踏み出す。

「う、うぐ……！」

　その威圧感だけで、ヴェランタは気け圧おされ、無意識の内に後退していた。

「行儀よく順番待ちされなくても結構ですよ。お二人同時に相手をして差し上げます」

《神の見えざる手》の一員であったゼロを圧倒したルナエールは、続けてヴェランタとノブナガへとそう挑発した。




９　―神の見えざる手―




「あ、有り得ぬ……そんな、ここまでだとは……！」

　ヴェランタは恐怖に声を震わせ、呆然とその場に立っていることしかできなかった。

　ふとヴェランタは、自身の膝が笑っていることに気が付いた。

　千の貌かおと、万の手段を持つ《世界王ヴェランタ》。彼の強みは《万能錬金》の《神の祝福ギフトスキル》だけではなく、その力を十全に活いかしきる頭脳にもあった。

　ヴェランタはこれまであらゆる苦境を撥ね除のけてきた。力に溺れず慎重に動き、幾重にも保険を巡らせ、自身より高レベルのノブナガさえあっさりと手玉に取った。

　そんな彼だからこそ、ここ数百年、恐怖というものをほとんど感じてこなかった。

　加えてルナエールは普段《穢れ封じのローブ》で《冥府の穢れ》を抑えているのだが、《冥府の穢れ》を漏らさないようにするということは、自身の魔力の大部分を封じることにも等しい。ルナエールはこの場に乗り込むに当たって《穢れ封じのローブ》を脱いでおり、普段とは比にならない《冥府の穢れ》を放っていた。

《冥府の穢れ》は対たい峙じする者の本能的な恐怖心をくすぐる。聡そう明めいなヴェランタであったからこそ、この場の絶望的な状況を正確に理解してしまい、そのことが彼の恐怖を更に加速させていた。

　ヴェランタは自分の膝が笑っていることを自覚してから、どんどんと崩れていった。足の震えを止めてまともに動かそうとすればするほど、その焦燥からか震えが激しくなる。すぐにヴェランタは、立っていることさえままならなくなり、その場に膝を突くことになった。

「こ、ここまでの化け物ならば……何故上位存在はこれまで、もっと直接的に教えてくださらなかったのだ……？」

　それはナイアロトプの上司の意向によるものだったのだが、当然そんな細かい事情までナイアロトプがヴェランタへと伝えることはない。

「ヴェランタめ……ちょっと計画が崩れたからと、みっともなく騒ぎよって！　小娘、儂が相手じゃ！　図に乗るなよ！」

　ノブナガが吠ほえながら、背負った刀の一本へと手を触れる。

　妖刀《時とき流ながれ》。鞘を抜いたその刹那、世界の時間を停止させる。世の理を侵す、回避不能の必殺の居合斬りである。

　戦いそのものに生いき甲が斐いを見み出いだすノブナガは、この妖刀に頼ることをあまりよくは捉えていなかった。《時とき流ながれ》を抜くのは、自身が真に死の淵へと追い込まれたときだけであると、そう誓いを立てていた。

　だが、目前でゼロを瞬殺され、心の折れたヴェランタを見て、戦うまでもなく、今がそのときであるとノブナガは察していた。
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（儂の魔力で時の流れを断てるのは三度まで……仕損じて魔力を失えば、抗う術すべもなく命を落とす！）

　ノブナガは前に出ながら、背より《時とき流ながれ》を下ろし、自身の腰へと差し直した。必殺の居合斬りを万全の形で発揮するためである。

　余計な思考を捨て、戦いのみに精神を注ぐ。

（まだだ……まだだ、まだ肉薄する！　急くな！　儂が人生至上の一撃を放てば、《時とき流ながれ》であの不死者を捕らえられる範疇まで引き付ける！）

　そのとき、ルナエールを中心に魔法陣の光が浮かび上がった。その光を目にした瞬間、武人であるノブナガは、本能的に自身の死を察知した。

　まだ《時とき流ながれ》の間合いには程遠かったが、咄とつ嗟さに《時とき流ながれ》を抜いた。静止した刹那の時間の中で、ノブナガは地面を蹴って背後へと跳んだ。

　何が起こるのかを理解したわけではなかった。ただ幾千の戦いを生き抜いてきた彼の本能が、その場にいては危険であると警鐘を鳴らしたのだ。

「時空魔法第十九階位《超重力爆弾グラビバーン》」

　ノブナガが先に立っていた場所に黒い光が広がる。広がった黒の光が一気に圧縮され、それと同時に石や瓦が礫れきが一点に集約されていき、爆音が響いた。判断が一瞬遅れていれば、黒い光の引力に身体を縛られ、そのまま肉体を破壊されていたところであった。

「おや……避けられるとは。その刀の力ですか」

　ルナエールが目を細める。

　ノブナガは退いたところで、再び《時とき流ながれ》の刀を鞘へと戻していた。

　一つ誤れば命を落とす場面であった。しかし、ノブナガは恐怖を感じてはいなかった。元々戦闘狂であったノブナガは今、不思議な高揚感を覚えていた。

　戦いを戦いではなくす妖刀《時とき流ながれ》。まさか自分が今更一対一の戦いでこんな反則アイテムに依存することになるなど、ノブナガは考えてみたこともなかった。これまでは、こんなものに頼らねば勝てないという事実自体が恥であるとさえも考えていた。

（試したい……たとえ妖刀で下げ駄たを履いた無様な戦いであったとしても、儂が目前の不死者に敵かない得るのかどうか！）

　絶対の窮地の中で、ノブナガの悪鬼の如き顔が笑った。

（儂が時の流れを断てるのは、後二度まで……！　一度目で不死者の攻撃を往いなして死角を取り、続けて二度目で奴を斬る！）

　ノブナガは《時とき流ながれ》の柄つかへと手を触れ、その場で静止した。

　ノブナガは強引に近づく必要はないと判断した。

　どれほどの熟練者であっても魔法の大技の発動には隙ができる。そして目前の不死者の魔法の発動よりも、ノブナガの抜刀の方が僅かに速い。それは先に相手の重力魔法を回避できたことで証明できていた。

　不死者が魔法攻撃に出るその瞬間を《時とき流ながれ》によって押さえさえできれば、勝機を摑むことができるのだ。

「時間を止めるアイテムは初めて見ました」

　ルナエールは淡々とそう口にする。その後、再び彼女を中心に、魔法陣の光が展開された。

（今じゃ……！）

　ノブナガはその瞬間に《時とき流ながれ》を抜刀した。

　その刹那、世界が色と共に、時間の流れを失う。灰色の世界の中で、ノブナガはルナエールの死角に当たる背後へと飛び込んだ。ついにノブナガは、《時とき流ながれ》の不可避の居合斬りの間合いに入ったのだ。

　これでルナエールの魔法は再び外れ、彼女は一瞬、突然死角へ移動したノブナガを見失う。その隙に再び《時とき流ながれ》の力で時間の流れを断ち切り、ルナエールに不可避の居合斬りを浴びせられるはずであった。

「時空魔法第二十五階位《世界の支配者ワールド・ルーラー》」

　ルナエールを包む魔法陣の光が強くなり、周囲へ広がっていく。

（先とは別の魔法……！　それも第二十五階位だと？）

　ノブナガにはこれがどういった魔法であるのか、全く見極めることができなかった。ただ、見たこともないほどに複雑な魔術式の羅列によって成立している魔法陣であり、相当な魔力が練り込まれていることはひと目で理解させられた。

　何を仕掛けてくるのかはわからなかったが、魔法現象が起きるのを待つわけにはいかない。そんな悠長な時間はノブナガには許されていなかった。

　ノブナガはただ、目前の不死者へと至上の不可避の居合斬りを放つため、《時とき流ながれ》の刃を引き抜こうとした。

「不死者よ！　我が全力の一撃を受けてみよ！」

　だが――刃は抜けなかった。

　正確には、彼の手許から、《時とき流ながれ》の刀はいつの間にか失われていた。その事実にノブナガが気が付くよりも先に、ノブナガの身体目掛けて、ルナエールが刃を振るっていた。

　ルナエールの刃に殴り飛ばされたノブナガは、一直線に遠い壁へと、その巨軀を打ち付けることになった。

「峰打ちです。あなた方からは幾らでも聞かねばならないことがありますからね」

　ルナエールは手にした刀――《時とき流ながれ》を地面へと放り投げる。

「それは、儂の妖刀……何故……？　何が、起きた……？」

　ノブナガが弱々しく言葉を発する。

「時間を止めて、あなたの片刃剣を奪っただけですよ」

「な……！」

「私は魔法で時間を止められます。あなたの動きを見るに、どうやら私の魔法の方が、止められる時間は倍近く長いようですね」

　ルナエールは事もなげにそう口にする。

「ク、ククク……カハハハハハ！」

　それを聞いたノブナガは、大口を開いて笑い始めた。

「見事だ不死者よ！　純粋な力量で儂に敵う者などおるまいと思っておったが、まさかこれほどまでの武士もののふが隠れておったとは！　ああ、とうに飽いたつもりであったが、世界のなんと、面白きことか……！」

　ノブナガはそう叫んだ後に、がくりと首を倒して意識を手放した。




10　―神の見えざる手―




　ゼロに続き、ノブナガまでもが呆気なくルナエールの前に散っていく。《神の見えざる手》の頭目であるヴェランタは、その様を呆然と眺めていた。

「なんだこの悪夢は……」

　幾千年に亘って世界を支配してきたはずであった《神の見えざる手》は、一人の不死者によって壊滅の危機へと瀕ひんしていた。

「さて……残るはあなた一人なわけですが、降伏いたしますか？」

　ルナエールがヴェランタを振り返る。

　ヴェランタは膝を押さえる。どうにかノブナガが戦っている間に、ヴェランタは幾らか冷静さを取り戻すことができていた。

「……まさかこれほどまでとは思わなかった。上位存在が手を焼くわけだ。不死者の小娘、今回は我らの敗北を認めよう。だが、我は生半可な覚悟でこのロークロアを背負っているわけではない……必ずやそなたを滅ぼし、この世界の平穏を取り戻してみせるぞ！」

　ヴェランタはそう叫ぶと、手を前へと突き出した。

「《万能錬金》……《展開》！」

　黄金の門がヴェランタの周囲に展開され、同時に魔法陣が広がる。門と共にヴェランタの姿がその場から消失した。

「アイテムによる転移……逃げられましたか」

　ルナエールが退屈そうに呟く。





◆






　遠く離れた砂漠の地に、ヴェランタと共に黄金の門が現れる。ヴェランタは息を荒らげながら黄金の門から出て、自身の生還に安あん堵どの息を漏らした。

　ここは人が足を踏み入れぬ禁域の一つ、無限砂漠と呼ばれる地であった。延々と代わり映えしない砂の世界が広がっており、また凶悪な魔物達が蔓延はびこっている。世界の法と称される、ドラゴン達でさえも管理を投げた場所である。

　もっともこの地の魔物であっても、ヴェランタほどのレベルを有していれば対処は容易くはあるが。

　ここならばルナエールの持つ《ティアマトの瞳》への対策にもなるはずであった。仮にヴェランタの姿を捉えたとして、砂漠のどこにいるのかを特定することが困難であるためだ。

（とはいえ、その場凌しのぎの対策でしかない……。《万能錬金》で《ティアマトの瞳》を確実に妨害できるアイテムを造る必要があるが、素材も充分に集められん状況に追いやられるとは）

　ヴェランタは仮面の奥で唇を嚙んだ。

　ヴェランタは手許に魔法陣を浮かべ、あるアイテムを出現させた。

　大きな水晶玉の周囲を二つの円環が覆っている。ルナエールの《冥府の穢れ》を感知するアイテムである。

（ひとまず、奴の居場所はこの《冥府の秤》で探ることができる。これを造っておいてよかった。一方的に追い詰められるような事態は避けられるはずだ）

　当面のヴェランタの目的は、どうにか態勢を立て直して一方的にルナエールやカナタの動向を監視できる状況へと持っていき、それから彼らを罠に掛けることであった。

　他の《神の見えざる手》のメンバーを全て失ったことで取れる手段を一気にすり減らす形にはなったが、完全に手詰まりになったわけではないとヴェランタは認識していた。

　先にカナタの処分を考えていたのだが、ルナエールはヴェランタが想定していたよりも遥かに危険な相手であった。彼女の目を搔かい潜くぐりながらカナタを討伐するというのは不可能に近い。なんとしてでもルナエールを先に処分する、というのがヴェランタの現在の方針であった。

　あんな人物がいれば、隙を見てカナタの処分なんてできるわけがない。どうやら《ティアマトの瞳》も有している。カナタを決定的に追い詰める前に、ルナエールが割り込んでくることはどう足あ搔がいても避けられないだろう。

（不死者ルナエール……高位の時空魔法を操り、時間さえも止めることができる。確かに凶悪な相手だが、ノブナガは奴の魔法発動に《時とき流ながれ》の抜刀で割り込むことができていた。先は気圧されてしまったが、絶対に勝てない相手というわけではない！）

　惜しかった、ともとてもいえない惨状ではあった。しかし、全く勝算がなかったわけではないはずだ。奇襲を掛けられず、こちらが万全の状態で連携を組んで戦えていれば、少なからずルナエールへダメージを与えることくらいは成功していたはずであった。

（我の《万能錬金》で万全に準備を整えてから罠に掛ければ、あの不死者を葬ることも不可能ではない！）

　ヴェランタは決して諦めてはいなかった。既にカナタとルナエールを葬るための策はいくつか考えていた。

　ラムエルの竜穴の制御能力と機動力があれば、ソピアの情報収集能力と影響力があれば、ノブナガの高いレベルと《時とき流ながれ》があれば、ゼロの高位の時空魔法があれば、今よりも遥かに勝算の高いルナエールを葬るための策がいくらでも思い付いただろうが、既に失ってしまったものは仕方ない。

　それに、手駒である彼らを失った代わりに、充分な情報を得ることができた。《万能錬金》の対応力であれば、時間さえ許すのであれば、今からルナエールを追い詰めることも不可能ではないはずであった。

　上位存在が何故交信でルナエールについての情報をもっと明瞭に明かさなかったのかはヴェランタにとって大きな不満ではあったが、上位存在の考えを自身が十全に理解できるとも元より考えてはいなかった。何かきっと、高尚な、自分には理解の届かない、どうしようもない事情があったはずなのだ。

　何にせよ、それら全ては過ぎ去った過去のものであるためどうにもできない。今ある最善を尽くして戦うしかなかった。

「保険の策は全て失った。まさか世界の命運を懸ける戦いで、こんな危ない橋を渡らねばならんとはな。こういった戦い方は好きではないのだが、我も腹が決まった」

　ヴェランタは大きく息を吸いこんだ。

「不死者ルナエール……そなたは、必ず我が葬ってやるぞ！　もう決して我は、そなたに脅えはせん！　どのような卑劣漢に堕おちたとしても、我は我の為すべきことを全うする！」

　ヴェランタは己へと言い聞かせるように、無限砂漠の中でそう叫んだ。




　――そのとき、カラカラと奇妙な音が、ヴェランタの手許より響いた。




　ヴェランタがふと目をやれば、《冥府の秤》の二つの円環が激しく回っている。

　ヴェランタは数秒ほどぼうっとその動きを目で追っていたが、すぐにその意味を思い出し、仮面の奥の顔を真っ青に染めた。

　二つの円環は感知対象の方角と座標を表している。そしてこの二つが激しく動くのは、その対象の接近を感知したときである。

「空間移動の痕跡がくっきりと残っていました。まさか追跡対策を怠っていたとは思いませんでしたよ」

　背後からルナエールの声が響く。ヴェランタがゆっくりと振り返ると、ルナエールが宙に浮かび、ヴェランタを見下ろしていた。

「魔法陣の暗号化は当然、ダミーの空間の歪みも生じさせていたのだが……」

「それが杜撰で充分ではなかったと言っているのです」

　ヴェランタは自身の仮面の額を手で叩いた。

「……何故、ゼロが空間転移を使わなかったのか、ようやくわかった。それではそなたを振り切れないと判断したわけだ。あの子が物理的な距離での逃走を選んだ時点で、我もそうするべきだったか」

「大人しくしているのなら痛みは感じないようにして差し上げますが」

「それは助かるな。我は元々、物騒な荒事が得意な性分ではない」

　ヴェランタが降参するように両手を上げる。ルナエールの身体から微かに力が抜けたその瞬間、ヴェランタは大声を上げて叫んだ。

「《展開》！」

　ヴェランタを中心に砂煙が舞った。

　突如彼を内部に取り込むようにして、巨大な城が現れた。その城には大きな、不気味な鳥の脚のようなものが二本生えている。

「我が切り札、《鶏足の魔宮殿》！　決して破壊されぬ絶対防御の砦だ！　ここまでよく追い詰めたものだが、この砦がある限り我を倒すことなど不可能だ！　敗北さえしなければ、いずれ最後に勝つのは我なのだ！　どれほど時間が掛かったとしても！　不死者よ、生き汚いと思うか？　我は絶対に、負けるわけにはいかんのだよ！　これが我の正義である！」

「破壊されないだけですか。ご大層な棺かん桶おけですね」

　ルナエールが《鶏足の魔宮殿》へと指先を向ける。大きな魔法陣が展開され、その中央を潜って豪炎の竜が現れた。

　豪炎の竜は《鶏足の魔宮殿》へと飛び込んでいき、大爆発を巻き起こした。ヴェランタの砦が猛炎に覆い尽くされる。いうまでもなく、魔宮殿の内部は高熱に支配されていた。

「ぐぅおおおおおおおおおおっ！」

　ヴェランタの悲鳴が無限砂漠に響き渡った。




11




　ラムエルとの面会が終わり、俺達は竜王城の門の前へと移動していた。

　あの後もラムエルへの質問を重ねたのだが、『ノブナガの戦い方と切り札について』と、『俺では《神の見えざる手》には勝てない』ということしか結局聞き出すことはできなかった。

　元々ノブナガについてしか話すつもりはないというのは、以前よりラムエルが口にしていたことであった。これ以上の問答は無意味だろう。

「ラムエルと面会させていただいてありがとうございました。これで少しは連中のことがわかった気がします」

　俺はリドラへと頭を下げた。

「少しでも貴殿の力になれたのであれば幸いだ。貴殿らのため、寝食の場を手配させよう。そこにしばらくは泊っていくがいい」

「いえ、やっぱり俺は桃とう竜りゆう郷きようからは出ようと思います。ここは神聖な地ですし、迷惑は掛けられません。それに……こっちから奴らの居場所を調べてみたいんです。襲撃を待つだけ、というのもあまりいい気分ではありませんから」

「そうか……すまないな」

　リドラは複雑そうな表情でそう口にした。

　内心、安堵する気持ちもあるのだろう。リドラは竜人の長として、ここ桃とう竜りゆう郷きようがノブナガに荒らされることは、絶対に避けたいはずだ。

　ラムエルの話すノブナガは、世界の管理者でありながら、暴虐の化身そのものであるという話であった。戦場となった場所が無事で済むとは思えない。

「……ポメラさんとフィリアちゃんも、どうしますか？　ここからは、今までとは比にならないほどに危険な奴らと戦うことになります。巻き込むわけには……」

　俺の言葉を聞いて、ポメラはきょんとしたように目を丸くした後、くすりと噴き出した。

「ずぅっと前にも言いましたよ。ポメラはカナタさんにもらった恩がありますし……それに、本当に困ったときにこそ力を貸すのが仲間じゃないですか！　カナタさん一人じゃ手に負えない相手かもしれないっていうのなら、猶なお更さら離れるわけにはいきませんよ！」

「ポメラさん……」

「それに、これまで一番死ぬかと思った窮地はマナラークの《人魔竜》騒動でもラムエルでもなく、《歪界の呪鏡》の悪魔ですから、今更ですね……。世界の管理者から命を狙われているって聞いても、なんだかピンと来ないんです」

　ポメラが感情の死んだような目でそう零した。

「あ、あははは……」

　ポメラの言葉に俺は苦笑いした。

「フィリアも、フィリアもカナタ守る！」

　フィリアも快くそう意気込んでくれた。

「ありがとうございます、ポメラさん、フィリアちゃん……」

　ポメラのレベルは１０３２、フィリアのレベルは２９４４だ。

　ノブナガも決して軽視できないだけの力量は有している。二人が援護してくれれば、一人で戦うよりも遥かに勝算は高いはずだ。

「……それで、さっきの今で言い辛いんですが、またしばらく《歪界の呪鏡》でレベル上げを行ってもらってもいいですか？」

　俺の言葉で、ポメラとフィリアの表情が凍り付いた。

「カ、カナタしゃん……もうレベル上げは充分なんじゃ……」

　ポメラが震える声でそう口にする。

「いえ……今のポメラさんのレベルなら、《歪界の呪鏡》でまだまだ上げられるはずです。やっぱりレベル千と二千では大きく違うので、ここは怠らない方がいいと思います」

　現時点のポメラのレベルであれば、せいぜい蜘く蛛もの魔王マザーや、竜王リドラと同程度である。レベル二千まで上げておけば、《神の見えざる手》の一員であったラムエルでさえも単身で討伐できる程度の強さになる。この差はかなり大きい。

「フィ、フィリアは鏡の中、行かなくていい……？」

　珍しくフィリアの表情が怯おびえている。

「できればフィリアちゃんも、ポメラさんの補佐をしてあげてほしいなと……」

　俺の言葉を聞いて、フィリアががっくりと項垂れる。

「我も力は及ばんだろうが、貴様らの旅路を見届けさせてもらって構わんか？　ここまで付き合った仲である。知らぬところで死んでいた……では気分が悪い。なに、我が身くらいはどうにか守ってみせる」

　ロズモンドがそう口にしたとき、ポメラとフィリアの視線が彼女へと集中した。

「な、なんだ貴様ら……？」

　ポメラとフィリアが、がっしりとロズモンドの両肩を押さえる。

「カナタさん、カナタさん、ロズモンドさんも協力してくれるって！　ポメラ、今確かに聞きました！　道連れにしましょう！」

「お、おい、ポメラ、今、何か物騒な言葉を口にせんかったか!?」

　俺とヴェランタの、個人の平穏と、世界の安寧を懸けた戦いは既に始まっている。圧倒的な優位性を誇るヴェランタ相手に、本当に俺に勝機があるのか、そもそも本当に俺が勝ってしまっていいのか、その答えはまるでまだ見えていない。ただ、悪いが俺も、黙って殺されるわけにはいかないのだ。

　振り返ってみれば、これまでの難敵達の大半はナイアロトプの差し金であった。魔王マザー、屍しかばね人形のアリス、空界の支配者ラムエル、錬金生命体ホムンクルスのアダム。きっとこの《神の見えざる手》との戦いが、俺とナイアロトプの最後の戦いとなるのだろう。

「近い内に、またヴェランタと再会することになりそうだな……」

　俺がそう口にした、正にそのときであった。
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　魔法陣の光が辺りに走る。俺はその眩まばゆさに、目を手で覆った。

「これは……！」

　魔法陣の光と共に、金色の輝きを帯びた門が現れた。

　俺はこの門に見覚えがあった。ヴェランタが空間転移に用いているアイテムである。

「《神の見えざる手》です！　早速乗り込んでくるなんて！」

　俺は《英雄剣ギルガメッシュ》の柄へと手を触れた。

　門を潜り、何者かが姿を現す。

「あなたは……」

　そのとき、リドラが俺の横を駆け抜け、黄金の門へと突進していく。

「結界を巡らせたこの地に易やす々やすと転移してくるとは！　しかし、上位存在の遣いとあれど、この桃とう竜りゆう郷きように仇あだなす者には容赦せぬ！」

　リドラは身体を舞うように回しながら、大きく爪を伸ばした。

「竜技、《瞋しん恚い竜りゆう舞ぶ》！」

　リドラの振るう爪そう撃げきの連打。しかし、門を潜って現れた人物は、容易くその爪撃を素手で弾はじいていく。明らかにかなり余裕のある動きであり、攻撃している側のリドラの方が見る見る内に蒼あお褪ざめていった。

「ならば、この一撃はどうか！」

　リドラは爪撃が弾かれた反動を利用し、背の翼を広げて宙を舞い、変則的に回転しながらの一撃を放つ。しかし、相手はあっさりとその手首を摑むと、リドラを地面へと引き倒した。

「おぐっ!?」

　リドラの身体より鈍い音が響く。

「すみません、どうやら竜人の秘境の地であったようですね」

「ル、ルナエールさん!?」

　ヴェランタの黄金の門より現れたのは、なんとルナエールであった。《地獄の穴コキユートス》の頃とは違い、暗色のローブに身を包んでいる。

「侵入した挙げ句、暴力を振るう形になってしまったなんて……。カナタの顔を潰すことになっていなければよいのですが」

　ルナエールが困ったようにそう口にする。

「ル、ルナエールさん、どうしてこちらへ!?　今まで何をされていたんですか？　それに、その門……《神の見えざる手》の頭目の用いていたものなんじゃ……！」

「ヨォ、カナタ。久々ダナ。マ、コッチハ、チョクチョク見テタンダガ……」

　ルナエールの後に続いて、豪ごう奢しやな宝箱の姿をした魔物……ノーブルミミックが現れた。

「ノーブルまで……！」

　ノーブルミミックの身体が少し膨らんだかと思うと、ぺっと口の中から何かを吐き出した。

　吐き出された人物は身動きが取れないように縄で身体を雁がん字じ搦がらめにされており、ぐったりと、力なく床の上に転がった。

　見覚えのある円形の仮面が顔に付いている。見み紛まがうことなく、《神の見えざる手》の頭目であるヴェランタであった。

「ええ……」

　思わず声が漏れた。

　なんだか意気込んで色々決心していたところで、まさかその相手がこうして無惨な姿で俺の前に転がることになるとは思わなかった。

「ルナエールさん、これ、いったい、何が……」

「蜘蛛の魔王騒動の後に《地獄の穴コキユートス》へ戻るつもりだったのですが、どうやらカナタのことを調べて付け回している連中がいるようでしたので、私の方で調べて潰しておきました。他にも幹部の二人を拘束済みです」

　ルナエールが腕を組み、得意げな様子でそう口にした。

　どうやら組織の頭目のヴェランタだけではなく、既に《神の見えざる手》は壊滅している様子であった。

《神の見えざる手》については俺の手に負える相手だとも思えなかったので、ルナエールを見つけて相談に向かわねばならないと考えていたのだが、どうやら連中のことなどルナエールはとっくの昔に気が付いており、問題視していた様子であった。

　とはいえ行動が早すぎる。

「イヤ、カナタヲ調ベテ付ケ回シテタノハ、主ノ方ダロ……」

　ノーブルミミックが深く溜め息を吐つく。ルナエールは素早く宝箱の頭を手で押さえ、力業で口を閉じさせた。

「よ、よくわからないが、《神の見えざる手》の連中ではないのか……？」

　リドラが困惑しながら起き上がる。俺は頷うなずいた。

「……どうやら《神の見えざる手》、既に滅んでいるみたいです」

「うん？」

　リドラが間の抜けた表情を浮かべる。

　理解が追い付いていないのだろう。正直俺も同じ気持ちである。

「つ、つまり、どうなる……？」

　それは俺も聞きたいことであった。
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　ルナエールが訪れてから、俺達は再び竜王城へと引き返していた。通路を歩きながら、俺はリドラへと頭を下げる。

「すみません、何度も何度も竜王城へと邪魔させていただいてしまって……。ありがとうございます」

「この桃とう竜りゆう郷きようは竜人以外が軽々しく出歩く場ではないのでな。カナタの友人とはいえど、こうも初顔の者達がぞろぞろと歩いていれば、他の竜人の目に付けば揉もめ事ごとが起きるかもしれん。気を悪くはしないでくれ」

「いえ、ご配慮くださりありがとうございます」

「……まぁ、揉め事を起こさぬようにするのは、どちらかといえば他の竜人のためでもあるのだがな。竜人には血の気の多い者もいる。ライガン辺りがそちらの御仁に突っかかれば、大変なことになるだろう」

　リドラはルナエールへとちらりと目をやった。ルナエールが顔を上げると、リドラはびくりと身体を震わせて目線を逸らした。

　竜王城の《竜王の間》に集まり、現状についての確認を行うことになった。

「先にも説明させていただきましたが……一応はカナタの元師匠です。邪法の魔法を経て、《冥府の穢れ》を得て死より戻った不死者の身ですから、不快な思いをさせてしまいましたら申し訳ございません」

　ルナエールがぴったりと俺の背後に張り付いて、一同へとそう説明する。

「不死者の……だからそこで、カナタさんは少し言葉を濁していたんですね……なるほど……」

　ポメラはそう言って頷いた後、改めてルナエールへと目を向けた。

「それで、あの……どうして、カナタさんの背後に……？」

「ルナエールさんはあまり人里に出たことがないんです」

「な、なるほど……？」

　俺の言葉にポメラは一応は納得したらしく、小さく頷いた。

「私はあまりニンゲンと馴なれ合うのが好きではないのです。地下迷宮の奥地に籠って暮らしていました。地上の常識としてはお見苦しい無作法もあるでしょうが、お目汚しをお許しいただければ幸いです」

　ルナエールが冷淡な口調でそう述べる。

「カナタの師匠とは言いましたが、彼が地下迷宮で命を落とさないように面倒を見たのも、悠久を生きる不死者のふとした気紛れというものです。あなた方の感覚からしてみれば、たまたま水に落ちた虫を何の気なしに助けたようなもの、というのが近しいでしょうか。彼がどのように私のことを説明していたのかは知りませんがね」

　ルナエールはそう言いながら、不安げに俺の服の裾を強く握り締めていた。

「あの……行動に説得力がありませんよ……？」

　ポメラが恐々とそう口にする。

「で、ですから、カナタから何をどう聞いていたのかは本当に知りませんが、あまり好奇の目を向けるようなことは止めてください。その……恥ずかしいです」

　喋しやべる内にルナエールの顔に赤みが差していき、平へい坦たんだった言葉が段々と小さくなっていく。俺の背に隠れるように、身を縮めていく。

「……大丈夫ですか、ルナエールさん？　あの、もし話し難にくかったら、一旦別の場所で休んでもらって、俺の口から皆に伝えましょうか？」

　俺はルナエールの背を撫で、声を小さくして彼女へと呼び掛ける。

「だ、大丈夫です。……でも、気を使ってくださってありがとうございます、カナタ」

　ルナエールは大勢の前に立って長々と話す場もなかったため、どうにも緊張してしまっているらしい。

「なんであるか、この甘ったるい空気は。我は何を見せられておるのだ？」

　ロズモンドが困惑した表情を浮かべていた。

「も、もしかしたらそういう関係なのかな……とは、ポメラも薄うっすらとは覚悟していましたけれど……。で、でも、なんだか、勝てないなって思わされちゃいました。なんだかその、ごめんなさい」

　ポメラも顔を赤くして、なんとも言えないような気まずげな表情で、ルナエールの方を見つめていた。

「何の話をされているのですか！　べ、別にその、私とカナタは、あなた方の想像しているような関係ではありません！　話の腰を折らないでください！」

「ルナエール、もしかしてカナタのお嫁さんなの？」

　フィリアがキラキラとした目でルナエールへと尋ねる。ルナエールはフィリアへと、泣きそうな目を返した。

「あ……あまりその……からかわないでください……」

「ご、ごめんなさい……」

　フィリアが真顔で謝った。フィリアは案外、空気の読める子なのだ。

　数分ほどルナエールが落ち着くのを待ってから、彼女の話が再開された。

　どうにか場の空気を含めて立て直すことに成功していた。ルナエールも先程の泣きそうな表情がすっかりと消えており、当初のクールな雰囲気を取り戻していた。顔の赤みもどうにか落ち着ている。

「あなた方には理解できないでしょうが、悠久の時を生きる不死者に気紛れは付き物なのです。地下迷宮からカナタが出ていった後は元の生活に戻るつもりでしたが……ただ、カナタが出ていった後に、偶然外から強い魔力を感じたので、調査のために外に出ることにしました。マナラークの蜘蛛の魔王騒動は、ニンゲンのあなた達の間でもちょっとした騒ぎになっていたことでしょう」

「そのキャラを今から通せると思っておるのか……」

　ロズモンドが小声でそう漏らした。

「……ですのでカナタが出ていった後に追い掛けるような形になったことも、私の行き場所がたまたまカナタと被かぶったことも、本当にただの偶然であったのです。いえ、結果としてカナタの存在が上位存在の目を引く形になっていたため、別に何も不自然な偶然でもないのですが」

「ルナエールさん、大丈夫です。皆その点はわかっていますから！」

「し、しっかり説明しないとわからないでしょう！　誤解があってもなんですし……！　だって、端は折しよって聞いていたら、まるで私がカナタの後を追い掛け回していたような形になるではありませんか！」

　立て直していたルナエールの表情が、また崩れ始めてきていた。平らだった声調がまた乱れている。突かなくていいところを突いてしまった。

「主、自分デ全部説明シテルゾ」

　これまで沈黙を保っていたノーブルミミックが、呆れたように口を挟む。

「ノ、ノーブル！　余計なことを言わないでください！　本当にっ、その、今は止めてください……」

「……ノーブル、今は本当に止めてあげてください」

　俺も思わずルナエールに同調した。このままでは一向に話が進まなくなってしまう。

「ナァ、カナタモ嫌ダロ。アンナ熱ク慕ッテタノニ、マルデ恥ダト言ワンバカリニナカッタ事ニサレテ……」

「思うところがないわけじゃないですが……」

　俺がついそう零すと、ルナエールがびくりと肩を揺らした。

「いえ、そ、その、別にカナタとそうした仲だと思われることが嫌だということではないのですが、なんだかその、じ、自分の中でも感情の整理ができてなくて、あの……あの……！　すみません、本当にあの、こういった場所というものには慣れていなくて……。い、嫌な気持ちになりましたか、カナタ？」

　ルナエールがぎゅっと俺の袖を摑み、恐々と俺の顔を見上げる。目に薄っすらと涙が浮かんでいた。

「だ、大丈夫です！　俺は絶対、ルナエールさんのことを嫌いになったりしませんから！」

　ちらりとノーブルミミックを見ると、舌を出してケラケラと笑っていた。完全にノーブルミミックに嵌はめられた。

「すみません……あの、少し、ルナエールさんが落ち着く時間をください！」

　ルナエールの肩に手を置いて彼女を落ち着けながら、俺は皆の方へと振り返ってそう口にした。
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「あなた方には理解できないでしょうが、悠久の時を生きる不死者に気紛れは付き物なのです。地下迷宮からカナタが出ていった後は元の生活に戻るつもりでしたが……ただ、カナタが出ていった後に、偶然外から強い魔力を感じたので、調査のために外に出ることにしました。マナラークの蜘蛛の魔王騒動は、ニンゲンのあなた達の間でもちょっとした騒ぎになっていたことでしょう」

　ルナエールが冷たい口調で、ポメラ達へとそう言った。

「……なるほど」

　ロズモンドが深く頷いた。

　誰も何も言わず、なんとなく沈黙が続いていたので、ルナエールが話しやすいように相あい槌づちを打ってくれたのだろう。

「その際にちょっとした気紛れでカナタの様子を見に行った際に、どうにもカナタを付け回している連中がいるらしいことに偶然気が付きました。それ自体は冷酷な不死者である私は別に気にも留めなかったのですが、どうやらその相手が世界を好き勝手に引っ搔き回しているようでしたからね。気分が悪かったので、私の悠久の時間のほんの暇潰しとして、拠点を暴いて襲撃することにしたのです」

「うむ、ようやく全てを理解した」

　ロズモンドが再び頷いた。

　やはりロズモンドは優しい。ルナエールによる説明はかれこれテイク七回目なのだが、ロズモンドのフォローがなければ倍近い時間が掛かっていたかもしれない。

「随分、気紛レト偶然ノ多イ不死者ダナ」

「ノーブル、今は黙っててください」

　俺は素早くノーブルミミックの蓋を押さえた。

　テイク数の半分はノーブルミミックのせいである。

「あの……カナタさん、これ、どうなるんですか？　さっきの仮面の人が、上位存在の手先である、敵の親玉だったわけですよね？　もう安全ってことですか？」

　ポメラが俺へと尋ねる。

「拍子抜けですが、ヴェランタ達がこの世界の災いの大半を操っていた黒幕のようでしたので……。これ以上は何も仕掛けては来られないはずです」

　元々ルナエールに再会できれば彼女にヴェランタ率いる《神の見えざる手》のことを相談するつもりではあったが、ここまで呆気なく解決するとは思ってもみなかった。やはりルナエールは別格である。

　そのとき、俺が頭を押さえているはずのノーブルミミックから声が響いてきた。

「愚かな……こんな真似をして、ただで済むと思っているのか？　そなたらは火の粉を払ったのではない。この世界の全てを巻き込む地獄の業火……そこに通じる扉を開いたのだ。賽さいは投げられた……もう後戻りはできんぞ」

　一斉に周囲の目がノーブルミミックへと集まる。

　俺が手を放すと、ノーブルミミックの口が大きく開いた。中から縄で全身を雁字搦めにされた状態のヴェランタが、すっと首を伸ばした。

「余の目的は、この愛しきロークロアを存続させること……それだけであった。だというのに、そなたらは深い考えも信念もないまま、全てを荒らして台無しにしようとしている。自らの行いとその責任、その意味さえ理解しないままに。これほどまでに悍おぞましく、そして稚拙な悪徳があろうことか」

「ヴェランタ……！」

「そなたらはこれまで紡がれてきたロークロアの歴史の全てと共に、心中しようとしているだけに過ぎんというのに。いや……ああ、しかし、これが負け惜しみだということは理解しておる。力を持った人間が好きに暴れていれば、いずれこのロークロアが滅ぶことなど自明の理。それを管理するための我々であったが……我はついに、それを果たすことができんかった。ロークロアの命運は、そなたらの未熟な精神とありふれた恋慕に託されたというわけだ。既に手綱は余の手より解け落ちた。せいぜい後悔せぬ選択をするがいい」
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　凄く大事なことを話しているはずなのに、本人が宝箱からひょっこりと身体を出している状態のせいか、まるで話が頭に入ってこない……。

「……ノーブル、その人をそこから出してあげることは可能ですか？」

「目ヲ離スト何ヲスルカ、分カラン奴ダ。コレガ安全ダ」

　ノーブルが首を振る。

「この男……ヴェランタは、変わったアイテムを複数隠し持っていました。ノーブルは魔法に強い耐性を持ち、身体そのものが一つの異次元のようになっています。いわば強力な結界です。危険人物を捕らえておくのに都合がいいんです」

「なるほど……」

　……では仕方がない。安易にそこから出すわけにもいかないだろう。

　本人に何かしらの信念があろうと、世界に災厄を齎もたらしてきた怪人であることには変わりないのだ。それに、まだ何か奥の手を隠していないとも限らない。

「もっとわかりやすく言ってやろう。上位存在の手先に過ぎない我々が、何故このロークロアの黒幕であると考えた？　我とてロークロア創世から居合わせたわけではない。《神の見えざる手》の面子が入れ替わることなど、別段珍しくはない。この世界の真の支配者は《神の見えざる手》を操る上位存在だ」

　ヴェランタは言葉を続ける。

「上位存在はロークロアを見世物として成立させる必要があり、そのため手心を加えていたに過ぎないのだ。我々《神の見えざる手》はそのための道具であった。しかし、こうなった以上……もう、上位存在は一切の手段を選ばんぞ。この世界の全てを用いて、カナタ、ルナエール、そなたらを消し去ろうとするだろう。誰を倒したからと止まるものではないぞ。この世界の全てが壊れるまで、それは続くことであろう。追い詰められた上位存在がそうした手に出る可能性を、そなたらも考えたことがなかったわけではないはずだ」

「…………」

　ヴェランタに以前会ったときに警告されたことでもあった。上位存在がロークロアの世界に飽きてしまえば、この世界は丸ごと消去されることになる……と。

　ただ、俺には徹底して抗うか、大人しく殺されるかの選択肢しかない。消極的に、上位存在が手心を加えてくれるのではないかという方に考えて行動する以外に術がなかった。

「我にはわかるぞ。上位存在はこれより……恥も外聞もなく、この世界の布石の全てを用いて、そなたらを殺しに掛かる。このロークロアは地獄と化すだろう。そなたらに、本当にその覚悟があるのだな？」

「俺は……」

　返答に詰まってしまった。

　本当に、上位存在に抗い続けることは正しいことなのだろうか。許せない、非道な奴らであることは疑いようもない。だが、このロークロアを存続させているのは、そんな連中なのだ。上位存在の思惑を完全に否定して抗い続けても、ロークロアの全てを道連れにすることになる。

「私にはありますよ」

　ルナエールがヴェランタへとそう言った。

「私はヴェランタ……あなた達のことを知った時点で、世界の全てを敵に回してもカナタを守る決心は付いていました。世界に好き勝手に災厄を齎している存在がいるのなら、私にとっても怨敵ですから、むしろ手心を加える道理がありません」

　ルナエールはあっさりと、これまでのどこか頼りない調子とは打って変わって力強く、ヴェランタへと向かってそう断言した。

「カナタは、むしろそんな奴らに折れてしまってよいのですか？　聞いたところ、その連中は、私の身をも狙っているのでしょう？　カナタは、私のことを愛していると言ったのですから。その責任を取って、守ってもらわないと困ります」

「ルナエールさん……」

　弱気になった俺を鼓舞するためだったのだろう。ルナエールの様子に恥じらいはなく、彼女は真まっ直すぐに俺の目を見てそう口にした。

「愚かな答えだ。結局は全てを巻き添えに、そなたらも命を落とすだけだというのに……」

　ヴェランタが呆れたように首を振り、深く息を吐いた。

「何故、あなたはロークロアのことを愛しいと嘯うそぶきながら、それを踏み荒らす上位存在に与しているのですか？」

「連中に敵うと思っているのか、不死者の娘よ？　無限の世界を娯楽として管理する、文字通り次元の違う相手だ。どれだけ強大な力を有しているのかも測り知れん奴らだというのに」

「何故敵わないと思っているのですか？　どんな力を持っているのかも知らない相手だというのに」

「なっ……！」

　ヴェランタはルナエールの答えに意表を突かれたらしく、間抜けな声を上げて、しばらく沈黙していた。

「狂っておる……考えるまでもなく、無謀だというのに。ああ、こんな奴らにロークロアの命運を握られることになるとは！」

　少し間を空けてから、ヴェランタは吐き捨てるように口にした。

「無謀だの、割に合わないだの、おかしな言葉ですね。世界には代わりの利かないものに溢あふれているんですよ。あなたが平穏の犠牲として切り捨ててきたものの中にも。ヴェランタ、そんなことさえわからないのならば、あなたはきっと、人を本当に愛したことがないでしょうね」

「…………」

　ルナエールの返す言葉に、ヴェランタは閉口する。

　ヴェランタのこれまでの言動から考えるに、彼は本当にただ、ロークロアを存続させたいが一心で行動してきていたのだろう。そして彼は、自分が切り捨ててきたものの犠牲の意味に、一切思考を払ってこなかったはずがない。ルナエールの指摘したことは、彼自身も既に考えていたことだったのだろう。

「あはは……本当に、とても敵わないですね……」

　ポメラはルナエールを見ていて、そう寂しげに苦笑した。

「やりましょう……カナタさん。相手がどれだけ強大な存在なのかはわかりませんけれど……わからないからこそ、挑戦する価値があると、ポメラもそう思うんです。上位存在だかなんだか知りませんけど、ぶっ飛ばしてやりましょう！」

「少し弱気になってしまっていました。ありがとうございます……ルナエールさん、ポメラさん」

　そうだ……俺が抗うことを諦めれば、ルナエールも恐らくは命を狙われることになるのだ。

　これが正しい決断なのかどうかはわからない。ただ、俺は世界を天てん秤びんに掛けられていたとしても、最愛の人の命を狙われて、大人しく命を差し出すような真似はしたくない。

「俺も決心がつきました。ここまで来たんです。上位存在が直接目前まで出向いて来るなら、叩き伏せて追い返してやりましょう！」

　俺はそう宣言してから、目を細めた。

　どうせナイアロトプは、俺のこの言葉も上次元から監視しているのだろう。連中がどんな手を取ってくるのかはわからない。だが、俺は俺のできることを全て用いて、俺にとって大事なものを守るだけだ。
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１　―ナイアロトプ―




　白いただっ広い空間の中、ロークロアの管理者の一人であるナイアロトプは、呆ほうけたように宙を眺めていた。

「ああ、完全に終わった……それも、こんな形で……」

　ロークロアにおけるナイアロトプの代行者……《神の見えざる手》は、ルナエールの手によって完全に解体された。

　元々自身の代行者である《神の見えざる手》を、他の神々の注目を集めている異世界転移者に直接ぶつけるなど、禁じ手の中の禁じ手であったのだ。その禁じ手を切ってカナタにぶつけたが、これからという場面で突然ルナエールのぶっ刺した横よこ槍やりによって全て無に帰してしまった。

　直接ナイアロトプらが干渉すればカナタ達たちを葬ること自体は難しくない。だが、それをしてしまえば、クリエイター側がいくらでも干渉して軌道修正を行える、彼ら神々にとっての『旧時代のエンターテイメント』になってしまう。何でもアリであることを運営側が示してしまえば、急速に異世界ロークロアは他の神々からの関心を失ってしまうことだろう。

　しかし、だからといって、カナタ達を放置しておくことなどできるはずもない。桁外れの能力を有した人間が好き勝手に暴れれば、異世界ロークロアの瞬間的な注目度は跳ね上がるだろうが、そんな大味な人気の集め方は長くは続かないとナイアロトプは知っている。

　仮にちょっとカナタやルナエールの人気が継続したとしても、今後の収益を考えれば大幅なマイナスなのである。

　なにせ、異世界ロークロアは今後数万年、数十万年と続ける予定のコンテンツであるのだ。レベル五千の異世界転移者が散々暴れて神に楯たて突ついて無罪放免を勝ち取ったとして、そこまではいい。だが、彼らがいなくなった後の世界で、レベル百少しの異世界転移者の人生を熱心に追おうと思う神々はいないのだ。上位神はほとんど全知全能であり、彼らはそれ故に非常に飽きっぽい。

　ナイアロトプが退屈そうに指を鳴らす。

　彼の目前に映像が広がった。これは《メモリースフィア》といい、既に他の神々へと配信された異世界ロークロアの記録である。

　そこには、竜王城でルナエールから話を聞くカナタ達の姿があった。

「……上位存在を倒す？　ただのニンゲンが？　僕に刃向かうなど馬鹿な話を。虫けらが竜に挑むようなものだというのに。こっちは君達なんか、その気になれば世界丸ごと消去できるんだよ！　忌々しい……！」

　カナタやルナエールの言葉を聞き、ナイアロトプは不快げに眉を顰ひそめる。

「いや、そもそもが、お前達ゴミ虫共のせいでロークロアが消失するかどうかの瀬戸際なんだよ！　こっちは僕が何かをするまでもなく、いや、何かしなければ消える存在なんだよ！　被創造物如ごときが、創造主に偉そうな口を……！」

　ナイアロトプは《メモリースフィア》を広げてぼうっと観察し、たまに画面越しに罵声を浴びせる程度で、それ以外は特に何もせずにいた。いや、できないのだ。

《神の見えざる手》の五人が、ナイアロトプの動かせる最強の手駒であった。彼らでどうにもならなかったのであれば、もう詰んでいるのだ。

　加えて何な故ぜか、主である上位神からの連絡も止まっていた。通常、こんなことは有り得ない。考えられるケースは、既にロークロアというエンターテイメントの打ち切りが確定しかかっている可能性が高い。

　たらればではあるが、もっと上う手まく《神の見えざる手》の五人を使っていれば、充分カナタとルナエールを追い詰められていたはずであった。

　この期に及んであまり露骨な真ま似ねは避けたいと出し惜しみしていたのが悪かった。いや、《神の見えざる手》の五人個人の采配も最悪であった。何よりルナエールへの対処があまりにも後手に回っていた。

　結果的に全てが悪いように動いたとしか言いようがない。逆にそうでなければ、きっとここまで縺もつれ込む前にカナタ達を排除できていたはずであった。

「……久々に《ゴディッター》でも見るか」

　ナイアロトプはぽつりと呟つぶやき、空間を指で摘つまみ、手を掲げる。

　周囲に大量の画面が展開される。そこにはひっきりなしに言葉の羅列が流れている。神々の間で流は行やっているＳＮＳの《ゴディッター》である。

　長らくナイアロトプは《ゴディッター》を目にしていなかった。

　神の世界では名声と娯楽こそが全てである。生物が直面するであろうあらゆる問題を高度な魔法技術によって解消してきた神々にとって、最後に残った生き方が『名声』か『娯楽』の追求であったのだ。ナイアロトプ達のように、娯楽の提供によって神々の間での地位を高めようとする者も珍しくない。

　カナタの問題が悪化し、上司である上位神に矢面に立たされてから、《ゴディッター》はナイアロトプを嘲弄する声で溢あふれていた。名声を重んじる神々の一員であるナイアロトプにとって、これは耐え難い屈辱であった。

　ただ、今は異世界ロークロアが消去されるか否かの瀬戸際である。もし異世界ロークロアが消去されるのであれば、自身の立場もどうなるのかわかったものではない。

　上位神へと成り上がる好機は永遠に剝奪されるであろうし、なんなら下手をすれば自身の存在も異世界ロークロアと共に処分される可能性さえある。

　上位神にとって、ナイアロトプのような下位神はただ使い捨てできる労働力でしかない。今回の事件で汚名が付いたナイアロトプをわざわざ残すメリットは薄いのだ。

　とにかく、現状の異世界ロークロアへの神々の世論を確認しておかねばならなかった。

　ナイアロトプがどれだけ下手を踏もうが、周囲が面白がっている間はロークロアは消去されない可能性が高い。……もっともそれでも、異世界ロークロアのエンターテイメントとしての寿命を急速に削っていることには違いがないため、焼け石に水程度のものではあるのだが。

「《ゴディッター》の人気ワードは……一位が『ルナエール』、二位が『カナタ』、三位が『ナイちゃん無能』……なるほど、話題性自体はむしろ上がっているのか……」

　ナイアロトプは死んだ目で《ゴディッター》の文字列を追う。

　短期の人気ワードランキングだけではなく、長期にも食い込んでいる。《ゴディッター》は神々の中でも暇を持て余して娯楽に飢えた厄介な連中ばかりが集まっている場なのだが、しかし神々の世論から大きく乖かい離りしているわけではない。異世界ロークロアの知名度自体はどうやら急上昇を続けているようであった。

　ナイアロトプは《ゴディッター》の文字列を追っていく。

『ナイちゃん無能』

『ここまで拗こじれさせられるのは天才だと思う』

『次にどんなポカ起こしてくれるのか楽しみ』

　異世界ロークロア関連の話題の内、多くはナイアロトプへの罵倒であった。ナイアロトプの主が『カナタＶＳナイアロトプ』の構図を作って押し出したためナイアロトプを小馬鹿にしたものが増えるのは当然ではあるのだが、それにしても異様な数であった。

「他ひ人と事ごとだと思って好き勝手言いやがって……」

　ぽつりとナイアロトプは呟く。

『もしかしてロークロア運営馬鹿なんじゃないのか？』

『カナタ騒動の前から俺は気づいてたぞ』

『話題性作りのためのヤラセでしょ。こんな無能いるわけがない。俺は賢いから騙だまされない』

　ナイアロトプは思わず、《ゴディッター》の画面を強打した。

「それで長らく続けてきた異世界の寿命が縮んだら意味がないだろうが！　こっちはお前達なんかより百倍は考えて運営してるんだよ！」

　声を荒らげて画面へと怒鳴りつけるが、当然返事は来ない。大抵こうした《ゴディッター》投稿に明け暮れている神々はそれなりの権力を有した上位神が多いため、声が届いたら届いたでそちらの方がナイアロトプにとっては問題ではあるのだが。

　ナイアロトプはしばらく怒りで肩を震わせていたが、手で画面に触れて別のページを開き直す。

　自分に関することばかり調べていたら怒りでどうにかなりそうだった。それにナイアロトプ自身に関することよりも、ロークロア全体に関する評判の方が遥はるかに大事であった。

『カナタがついに上位存在倒そうとしてるってマジ？　盛り上がってきたな』

『ルナエールちゃん健けな気げで可愛かわいい』

『いいぞ、神様気取りの上位存在ぶっ倒せ！』

『俺達のことだぞ』

　ロークロアに対する書き込み自体は、以前見たときよりも遥かに盛況なものになっていた。内容の無責任さはいつもの《ゴディッター》ではあるが、異世界ロークロアに対して好意的なものが多い。

「内容に対して前向きなものが多いのはありがたい……」

　ナイアロトプは長らく神界ネットを断っていたためこのとき初めて知ったが、どうにも異世界ロークロアに対する注目度は、彼の想像していた何倍にも跳ね上がっていた。

　神々の間で異世界ロークロアが『自身らに楯突いて自由を勝ち取ろうとしている異世界転移者の物語』として受けている様子であった。

「これはもしかして、どうにか延命を図れる余地はあるのか……？　どうだ……どう転がろうとしているんだ？　そもそも主様は、どうしてこの大事な時期に僕に対して何の連絡も……」

「随分と大きな失態を犯してくれたな……我が眷けん属ぞくよ。まさか、《神の見えざる手》を完全に抑えられるとはな。あれが最後のチャンスだと、散々伝えたつもりなのだが」

　そのとき、不意にナイアロトプの許もとへと声が響いた。彼の主の上位神であった。

「あ、主様……！　これまで何を！」

　ナイアロトプが批難するように主へとそう口にする。

「此こ度たびの《神の見えざる手》の敗北……我は、異世界ロークロアを終わらせるつもりだった。お前を矢面に立たせても、これ以上の介入は限界であると考えた。露骨な手出しを繰り返して恥を無駄に広げるよりは、綺き麗れいに畳む方法を模索した方がいい……とな」

「なっ……！」

　主からの無慈悲な宣告に、ナイアロトプは言葉を失う。

　元々、《神の見えざる手》が敗れれば後がないというのは、散々脅されてきたことであった。しかしナイアロトプには、まだどうにかなるのではないかという希望があった。異世界ロークロアが消去されるかもしれないということに対して、どこか現実味を持てないでいたのだ。

「ふ、ふざけるなよ……！　どう取り繕ったって、こんな騒動が発端になって逃げるように異世界ロークロアを畳んだら、ロークロアの顔役になっている僕は神として完全にお終しまいだ！　あ、あんな虫けら共のせいで、この僕が終わるというのですか！」

　ナイアロトプは懸命に、主の声がする方向へと叫んで抗議を行った。

「……だが、状況が変わった。実は異世界ロークロアの件で、あの御方に呼び出されていたのだ。お前にとっては……はぁ、幸いなことにな。我にとってはその限りではないが」

「あ、あの御方に!?」

　ナイアロトプは驚きのあまり、大きく表情を歪ゆがめた。

　神界においてあの御方といえば、それが示す存在は一つであった。全ての始まりとされる、最上位に位置する神のことである。

　高度な魔法技術によりあらゆる問題が解決されて名誉と娯楽が全てとなった神々の間では、人間社会よりも娯楽の地位は遥かに高い。故に、権力者が一つの娯楽の展開に口出しすることもある。

「異世界ロークロアを……カナタ・カンバラの行く末を楽しみにしている、とな。運営都合でつまらない決着を付けてくれるなと釘くぎを刺された。我も適当な理由を付けて世界を消去して逃げることはできなくなってしまったというわけだ」

「つ、つまり……まだチャンスをいただけるというわけですか？」

「お前からしてみれば、首が繫つながった形になったな。我からしてみれば……はぁ、リスクばかりを背負う、不要な延長戦を強いられただけなのだが。とはいえ、仮にも神の端くれであるお前が直接乗り込むわけにもいかん。《神の見えざる手》は滅んだが……まだ使える手駒がいるだろう？」

「まだ使える手駒……？」

　ナイアロトプは訝いぶかしげに尋ねる。

　カナタはともかく、ルナエールよりレベルの高い存在は、ナイアロトプの知る限りあのロークロアにはいないのだ。策を弄せば可能性があった《神の見えざる手》は、戦力を分散した挙げ句に奇襲を受けて壊滅することになった。まだ使える手駒など、ナイアロトプの知る限りではもう存在しない。

「あの三人ならば、ルナエールやカナタが相手でも確実に葬ってくれるだろう」

「あの三人……まさか、あの異次元に封じた罪人達を動かせと!?」

　ナイアロトプは顔を青くした。

　ロークロアには過去に三人、世界のパワーバランスを大幅に崩壊させた者達が存在した。彼らは上位存在からの懐柔も完全に拒否し、その圧倒的な力で世界を破滅に追い込むことを望んだのだ。

　ただ、ロークロアの世界は、異世界転移者の動向を追うエンターテイメントである。ナイアロトプ達は世界への干渉を最低限しか行わないとは謳うたってはいるが、異世界転移者と関わりの薄い現地人であれば、隠れて陰で処分できる余地がいくらでもあった。

　ナイアロトプはロークロアの世界をエンターテイメントとして楽しんでいる神々の目を盗み、その三人を異次元へと封じることで強引に世界のパワーバランスを保ったのだ。

「確かに殺さず封じていましたが……彼らを動かすのは、過去にも散々干渉してきていたことを自ら暴露するようなものです！　それに連中を動かせば、異世界ロークロアは無事では済まないでしょう！」

　三人共、とても制御できるような人物ではないのだ。カナタを始末するだけで終わるはずがない。そもそも運営が隠れて厄介な現地人を封じていたことを明かして、かつそれを表立って運営都合で放流するのだ。

　ロークロアの運営不干渉の建前は完全に崩れ去る。そうなればエンターテイメントとしてのロークロアはお終いである。

「ああ、奴やつらを動かせば最後……結局、異世界ロークロアは台無しになるだろう。いうまでもなく過干渉であるし、それで異世界ロークロアを存続できなくなるならばカナタを排除する意味がないのだが……あの御方が派手な決着を望まれている。どうせ今更ロークロアの制御など不可能だ。今はあの御方を楽しませることだけを考えろ」

「し、しかし、異世界ロークロアが潰ついえるのであれば、あなたは結局、僕を処分するおつもりなのでは？　もしそのおつもりであるのならば、これ以上ロークロアなんかのせいで無為に恥を被かぶるような真似はごめんですよ！」

「安心しろ。異世界ロークロアが存続できなくなるにしろ、あの御方さえ満足させられれば、それは大変名誉なことだ。別に汚名返上の機会も設けてやろう」

　ナイアロトプの主は約束は違わない。神々の間では信用が重要だからだ。主が救うといった以上は、ナイアロトプが相応の働きさえすれば、異世界ロークロア共々処分されることは避けられるはずであった。

「わ、わかりました。そういうことでしたら、最後までやり切ってみせますよ。それに……散々僕のキャリアに泥を塗ってくれたカナタの死は、やっぱり僕が直接指揮してやりたいですからね」

「異世界ロークロアごとカナタ・カンバラを叩たたき潰し……あの御方に、最高のバッドエンドをお届けする。神に刃向かい……世界諸もろ共とも散っていく憐あわれな異世界転移者の悲恋を、お前が最高の形で演出しろ」

「ええ、お任せを。あの罪人ならば、ルナエールにも負けはしないでしょう。カナタ・カンバラに、この上ない地獄を叩きつけてやりますよ。散々この僕を虚仮にしてくれたのですからね……！」

　ナイアロトプは顔に、悪意と怒りを滲にじませ、仄ほの暗ぐらい笑みを浮かべた。

「しかし……わかっているな？　もしこれでカナタ・カンバラが勝利すれば、我々はどうすることもできなくなる。ロークロアに介入する手段を完全に失う上に、あの御方が見ている手前、理由を付けてロークロアごとカナタを消去して終わりにしました……などという、つまらない決着を付けるわけにもいかなくなる。しかし、だからといって放置するわけにもいかない。異世界の維持費は馬鹿にならないからな」

「介入も、消去も、続行もできなくなる……？　つまり、そのときはどうするおつもりなのですか？」

「どうにもできない、完全な八方塞がりのできあがりだ。そんな事態には絶対に追い込んでくれるなよ。そこまでくれば、上位神である我自身も、お前だけに責任を被せて逃げることさえできなくなる。他の神々から呆あきれられるだけでなく、あの御方の不興を買うことにもなるだろう」




２




　人類の踏み込まない、魔物の溢れた最果ての地にある、大きな腕を模した塔……《神の腕》。その中に《神の見えざる手》の五人が並んでいた。

　竜人の祖にして、竜人界の咎とが人にんである《空界の支配者ラムエル》。

　鬼のような容貌と巨きよ軀くを誇る、異形の武人《第六天魔王ノブナガ》。

　夥おびただしい年数を生きる、美貌のハイエルフ《世界の記録者ソピア》。

　黒い衣に身を包む、正体不明の人物《沈黙の虚無ゼロ》。

「ふむ、まさか我らが再び、一堂に集うことになるとはな」

　そして彼らの頭目である、丸仮面の男《世界王ヴェランタ》。

　彼は自嘲げに、仮面の奥よりくぐもった笑い声を上げる。……ノーブルミミックの口より、上半身を出した状態で。

「この期に及んで抵抗しようとは思わないでくださいね」

　そして《神の見えざる手》の五人の前には、恐らくはヴェランタのものであったらしい豪ごう奢しやな玉座の上に、ルナエールが座っていた。

「あれだけ完膚なきまでに叩き伏せられて今更抵抗などできるものか。我らの手の内も全て暴かれてしまった。もはや我らに、そなたらへの勝ち目はないだろう。第一、我ら自身が既に上位存在に見限られてしまっている。あれより何の交信もないのだからな。世界を調整する術すべを失なくしたと判断した上位存在は、この世界に対して何かしらの攻撃に出てくると考えられる。馬鹿げた話だが、そなたらに加勢して上位存在に抵抗する他なくなってしまったというわけだ」

　ヴェランタが疲れたように息を吐いた。

　ノブナガとゼロの二人は、ルナエールが《神の腕》にて叩き伏せた後、彼らを特別な縄で縛って、結界を張ってこの建物に閉じ込めていたらしい。

　ラムエルはリドラの許可を得て引っ張ってきて、ソピアについては半ば《神の見えざる手》を脱退して放浪していたのだが、ルナエールが直接捜しに出向いて連れてきたのだ。

　俺はポメラ、フィリア、ロズモンドと共にルナエールの横に立って、《神の見えざる手》の五人の顔を眺めていた。

　彼らについてはヴェランタからも改めて紹介を受けていた。しかし、半数以上知らない顔であった。直接俺が戦ったのはラムエルだけで、後の四人はいつの間にかルナエールが倒していた。何ならヴェランタ以外の三人は面識さえない。いつの間にか対立して、いつの間にか騒動が終わっていた。

　この《神の腕》へと俺達が訪れたのは、上位存在を討伐するための情報集めと人材集めのために、ここへルナエールが封じていたノブナガとゼロの回収に来たのだ。

《神の見えざる手》は上位存在と『交信』と呼ばれる手段で連絡を取っていた。数少ない上位存在の情報源でもある。

「どの道、隙を見てリドラを適当に出し抜いて脱獄するつもりだったけれど、キヒヒヒ、まさかその必要さえなくなるなんてね。このボクにまで頼るなんて、その判断が凶と出なければいいねぇ」

　ラムエルは翼を広げて宙に滞空しながら、口くち許もとを隠して笑った。

「なんなら五人集まってるんだ。ヴェランタ、日ひ和よってないで、この場でそこのアマを叩き潰してやっても……」

「ラムエル、余計なことを口にするな。そなたはあの場にいなかったから軽々しくそんなことが言えるのだ」

　ヴェランタが食い気味にラムエルの言葉を遮った。

「我々がルナエールに勝つには、情報戦で圧倒して有利な状況を作り出し、万全の状況で奇襲を仕掛ける必要があった。だが、そうはできなかったのだ。我々の手の内は暴かれ、こうして命を握られている。そもそも既に上位存在から切られている」

　ヴェランタがお手上げといったふうに、ノーブルミミックの口の中でひらひらと手を上げた。

「止やめておけ、竜の小娘。そこの御仁は、貴様などにどうこうできる次元ではないわい」

　ノブナガがラムエルへとそう言った。

「はぁ？　ヤマトの暴君が、随分と大人しくなったものだね」

「正面から、あれほど綺麗に叩き伏せられてはな。強者の傘下に入り、従うのは当然のことよ。これまで儂わしが散々、そうやって刃向かって来た者を服従させてきたようにな。それに、世界のバランス取りなど、つまらん役割を被せられたと不満であったのだ。興が乗るではないか……神殺し！」

　ノブナガはその凶相を歪めて、不気味な笑みを浮かべた。

《神の見えざる手》を集めて拘束を解けば再び俺達に刃向かって来るのではないかと危惧していたのだが、どうやらその心配はなさそうであった。

　頭目であったヴェランタは、ある程度俺達に協力してくれる姿勢を見せている。彼は自身の手で俺を殺せないと諦め、次善策として俺達に加担することでロークロアを守りたいと考えているようであった。散々『お前達のせいでロークロアが窮地に追い込まれている』と恨み言を口にはしていたが、ルナエールに言い負けてからは心境の変化があったのか、あまりそうした言動も取らなくなった。

　捜して連れてきたソピアはそもそも《神の見えざる手》から離反中であったようであるし、ノブナガもルナエールに正面から手て酷ひどく敗北したらしく、聞いていたよりもずっと大人しい。

　ゼロとやらはどうやら、基本的にヴェランタに対してイエスマンであるらしい。ラムエルは不服そうではあるが、《神の見えざる手》の五人中四人が俺についている段階で、わざわざ喧けん嘩かを売っては来ないだろう。

「ヴェランタ、抵抗する気がないなら教えてください。上位存在は今後、何を仕掛けてくると思いますか？」

　俺はヴェランタへと尋ねた。

「皆目見当もつかないな。その気になればこの世界丸ごと、指一つ鳴らせば消せるかもしれぬような連中だ。せいぜいそうならないよう祈りながら、相手の動き方を窺うかがうしかないが……いや、しかし、アレの回収くらいはしておいた方がいいであろうな。元々上位存在と対立したのならば、残しておく意味もないだろう」

「アレとは、何のことですか？」

「布石だ」

　ヴェランタは短く、そう答えた。

「布石……？」

　前もヴェランタは、その言葉を口にしていたように思う。

「我々《神の見えざる手》は、これまで散々、各地に事件の種をばら撒まいてきた。上位存在の命令に応じて、好きなときに派手な事件を引き起こせるようにな。我とは別の代の上位存在の代行者が用意したものもあるし、古い物は上位存在が直接用意したものもある。大商公グリードなんかが布石の一つだといえば、そなたにはわかりやすいか」

「おじちゃん……」

　フィリアがそう呟いて、ヴェランタを睨にらみ付けた。

「元を辿たどれば、我も、そして《恐怖神ゾロフィリア》……そなた自身も、上位存在の用意した布石の一つ。いや、もっと広い範囲でいえば、上位存在の玩具という面ではこの世界そのものがそうなのだ。だからといって恨むのが筋違いとはいわんが、今は我々で対立していても仕方があるまい」

　ヴェランタがフィリアへとそう口にした。

「……それで、布石を回収するとはどういう意味ですか？」

「布石とは、いうなれば爆弾のようなものだ。上位存在が好きなタイミングで破裂させて、ロークロアという舞台を派手に彩るためのな。上位存在が今後ロークロアに干渉するならば、何らかの形で布石を利用してくる可能性が高い。我が設置したものもあるが、上位存在と対立した以上は残していても仕方がない。小粒のものは追い切れんが、レベル千以上になり得るものは潰して回るべきだろう」

　なるほど、理解はできた。上位存在は布石を武器にロークロアを攻撃してくる可能性が高い。そこさえ断ってしまえば、上位存在がロークロアに干渉する手段が大きく減るというわけだ。

「上位存在からしても、ロークロアへ干渉する数少ない残された手段である。急速に布石の確保に入ってくるはずだ。うかうかしていれば、強引に危険人物を強化して纏まとめ上げて、次の《神の見えざる手》を作る可能性もあるというわけだ。布石の回収は、速さの戦いになる。そなたらだけで動くのは非効率であろうな」

「つまり、自分達を野放しにして、布石の回収をさせた方がいい……と？……ルナエールさん、この方達を完全に信じて大丈夫でしょうか？　また隠れて、上位存在と交信を行う可能性も……」

　俺はルナエールへとそう問いかけた。ルナエールが答えるより先に、ヴェランタが口を開く。

「それはできない。我の強みだった《万能錬金》のアイテムも、ほとんどがそこのルナエールに巻き上げられてしまったからな。その気になれば複製はできるが、素材を集めるのにも骨が折れる。その上に、この《神の祝福ギフトスキル》の限界が大方そこの不死者に知られてしまった」

　ヴェランタはそう言うと、他の《神の見えざる手》の方を振り返る。

「そこのソピアも、ノブナガも、ゼロも、心が折れてしまっている。まだそなたらに勝てるつもりでいるのは、レベルもさして高くなく、特別な能力も持たないラムエルだけだ」

「あん？」

　ラムエルが殺気立った目をヴェランタへ向ける。

「なんにせよ……我々がロークロア最後の守護者であったのだ。これ以上先は、上位存在がどのような手をロークロアに取ってくるのか、この我でさえも見当が付かん。ロークロアを守るために我らに残された道は、そなたらに加担する程度しか残されておらんというわけだ」

　人手や情報が必要なのは確かだ。残念ながら《神の見えざる手》の協力は不可欠である。ひとまずは彼らを信用する他ないだろう。

「迅速に回収せねばならん布石は十二だ。特に内の三つ……世界に恵みを齎もたらす《大竜穴》や、魔物の監獄《地獄の穴コキユートス》、精霊界を守る《世界樹》は、安易に破壊するわけにもいかない。見張りを付けて上位存在の干渉を撥ね除のけられるように管理する他ないだろう」

　ヴェランタが世界地図を広げて、俺達へと説明する。大きな布石があるらしい位置へと、ヴェランタが丸印を書き込んでいく。

「布石の中にはソピアの権力があれば簡単に回収できるものもある。ソピア商会の力でどうにかなるものは、とっとと集めて破壊させるべきだな。我とゼロ、ラムエルは《大竜穴》などの守護に当たる」

　ヴェランタはそこまで言うと、俺達の方へと顔を上げた。

「純粋にレベルの高いノブナガ……そしてそなたらには、残りの布石を破壊してきてもらいたい。それで上位存在がロークロアに干渉できる余地は大きく下がるであろう」

「随分と協力的になったな。お前達は、本当にそれでいいのか？　完全に手立てを失って追い詰められた上位存在は、むしろこの世界の消去に掛かるんじゃ……」

「上位存在はこの世界を創り出した連中だ。容易たやすく消去もその気になればできると考えるのが自然だが、そんなことを言い出していればキリがあるまい。現状打てる手立ては、上位存在の干渉できる余地を潰していくことしかない。最も世界存続のために無難な手段は、そなたらを葬って上位存在と和解することなのだが、もはやその道は断たれてしまったのでな」

　ヴェランタは大きく息を吐き、肩を竦すくめた。

「……それに、そなたらと話して、我も少し、試してみたくなった。もう何千年と人間を玩具にして、上位存在のための滑稽な人形劇を演じてきた。今の立ち位置にも疲れてきてしまった。世界の危機ではあるのだろうが……もし奴らからこのロークロアを切り離せる道があるのならば、我もそれを模索してみたいと願ってしまった。その果てに待っているのが、ロークロアの消失かもしれんとしてもな」

「ヴェランタ……」

　……どうしよう、一大決心をして俺達に肩入れすると決心をしてくれた言葉なのに、ノーブルミミックの中で喋しやべっているせいでどうにも締まらない。

　ここまで情報を明かして裏切るとも思えないし、布石回収に乗り出すのならば彼の協力は不可欠なのだから、そろそろノーブルミミックの監視から出してあげてもいいのではなかろうか。

　ルナエールが首を伸ばして地図を覗のぞき込み、こくりと頷うなずいた。

「私達は私達で手分けして行動しましょう。では、私はカナタと共に、各地の布石回収を……」

「……手分けするのならば、そなたら二人は別れた方がよいのでは？　完全に過剰戦力であろう。それに、そちらの三人では返り討ちに遭う可能性がある。ゾロフィリアは戦力的には申し分ないだろうが、精神面が未熟過ぎる。罠わなに掛けて捕らえられ、《夢の砂》が敵に利用される可能性もある。カナタが傍そばにいた方がいいだろう。ポメラも些いささかレベルに不安がある。ロズモンドは悪いが、別所で待機してもらった方がいい。とてもついては来られまい。レベルを上げて鍛えている余裕もないのでな」

　もっともな指摘であった。これまで通り、俺はポメラ、フィリアと共に行動した方がいいだろう。ルナエールは恐らく一人でも充分な戦果を上げられる。彼女が本気で動くのであれば、俺が付いていっても足あし手で纏まといになるだろう。ルナエールが苦戦するような相手がこのロークロアの世界にいるとは思えない。

「え……で、でも、しかし、私はその、久々にカナタと再会できたわけで、えっと、あの……そ、そうです！　私もカナタも上位存在から直接狙われている身ですから、行動を共にしておいた方が……！」

「……いや、我々も既に敵と見み做なされておるはずなのだが……。そんなことを言い出せば、誰が上位存在に捕らえられても痛手であるぞ。特にソピアには世界を動かす影響力があり、ゼロも厄介な力を有しておるからな。しかし、それを恐れて行動しないのであれば、圧倒的優位性を誇る上位存在を相手に後手に回るしかなくなる。そんなことでは、奴らをロークロアから切り離すことなど、到底できはせんぞ」

　ヴェランタが淡々とルナエールを説得する。

「し、しかし、で、でも……えっと……そ、それでも多分、優先して目を付けられているのは私達ですし……変に分散しない方が……」

　駄目だ、ヴェランタの言葉に対して、死ぬほど具体性と重みがない。ルナエールも苦しいと思っているのか、言葉が途切れ途切れになっている。理由付けを考えながら喋っていることは明らかである。

「……まさかとは思うが、もしかしてそなた、ロークロアの存亡を懸けた神々との戦いをデートの出しにしようとしている？」

「なっ、なんてことを言うのですかっ！　私はただ、カナタの身を案じてこう提案しているだけです！」

「ルナエールさん……気持ちは嬉うれしいんですが、ここはヴェランタの言葉を聞き入れておきましょう！　俺なら大丈夫ですから！」

「大きな目的を持って二人っきりで世界各地を観光できたら楽しいかもしれないなんて、そんなことは全く考えていません！　馬鹿にしないでください！」

「ヴェランタもそこまで具体的には言っていませんでしたから！　後で！　後で全部が終わったらゆっくり世界各地を見て回りましょう！」

　俺はルナエールの手を取って、彼女をそう説得した。

「べ、別にそうしたつもりではありません！　わ、私は今更外の世界になんて関心はありませんし……い、今も《冥府の穢けがれ》が完全に抑えられているわけではありませんから、私なんかが一緒にいたらカナタも人里に馴な染じめなくなりますし、カナタには普通に生きてもらいたいですし……！」

「……本当ニ面倒臭ェナ、ウチノ主」

　ノーブルミミックが溜ため息いきを吐つく。

　……何はともあれ、俺はポメラとフィリアと共に、世界各地に散った布石の回収へと回ることが決まった。

「動くのは早いに越したことはない。役割分担を決めれば、すぐにでも動き始めた方がいいだろう」

　ヴェランタの言葉に、俺はふと思い出したことがあった。

　俺は桃とう竜りゆう郷きようで竜王に勝った褒美として、宝物庫から三つのアイテムを得た。

　ハイエルフの女王が有していた《アルヴレナロッド》、死霊魔法について記された《ネクロノミコン》、そして過去の賢者の記した石板である《ラヴィアモノリス》だ。
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　この《ラヴィアモノリス》には、過去に異世界転移者が《神の祝福ギフトスキル》によって解析した上位存在の魔法が記されている。

　俺にはまるで解析できなかったが、ルナエールにならば何かわかるかもしれないと思っていたのだ。上手く紐ひも解とければ、上位存在への対抗手段になるかもしれない。

「別れる前に、ルナエールさんに渡しておきたいものがあります」

「えっ……カ、カナタから、私に贈り物ですか!?」

　ルナエールが上擦った声を上げる。

「いえ、ちょっと、そういうのじゃないんですが……その、解析してもらいたいものがあって……。すみません」

「あ……はい、そ、そうですよね、こんな状況ですし……」

　ルナエールは明らかに落胆した声で、そう言った。

　……こ、今度、状況が落ち着いたらまた何か考えてみよう。とはいっても、なんでも力業ですぐにでも手に入れられてしまいそうなルナエールの欲しいものなんて、俺にはとてもわからないのだが。

「《異次デイメンシヨ元袋ンポケツト》」

　俺は魔法陣を展開し、その中央から《ラヴィアモノリス》を引っ張り出した。

「これなのですが」

　俺が石板を地面に置くと、ヴェランタが小さく歓声を上げた。

「ほほう……確かにこの石板は、魔法へ深い理解のある者が造ったらしい。いや、ここまでの代物は、少し見ればわかるというものだ。世界にこのようなアイテムが眠っていたとは盲点だった。興味深い……これをどこで入手した？」

　ルナエールが石板へと手を触れる。

「……何かしらの結界のようですね。これほどの規模だと私でも行使できる魔法ではありません。完全に別世界の魔法……となれば、上位存在の用いたものでしょうか？」

「じょ、上位存在の用いた魔法の記録であると!?　だとすれば、解析さえできれば、上位存在に対する大きな牽けん制せいとして機能するかもしれんぞ。希望のない戦いだと半ば諦めていたが……もしかしたら案外、可能性は残っているのかもしれんな」

　ヴェランタが声を弾ませる。

「ここまで複雑なものは、私でさえ目にしたことがありませんでした。ひとまずは預かって解析してみますが、どれだけ時間が掛かるのかはわかりません」

　しかし、ルナエールにそこまで言わせるほどの代物だとは思わなかった。もしかしたら彼女ならば上位存在相手でも通用するのではないかと密ひそかに期待していたのだが、さすがにそういうわけにはいかなそうだ。

　しかし、《ラヴィアモノリス》が有益なものである、ということは間違いなさそうであった。




３




「カナタ……そなたに任せたいのは、神聖都市ルーペルムにある《聖人の杖つえ》の破壊だ。聖堂の地下奥にて管理されている」

　ヴェランタが地図の一点を指で示す。

「危険な布石なんですか？」

「ああ、《聖人の杖》は二千年前に聖人ヨーナスの用いていたもので、彼の魂が宿っている。ヨーナスの教えはこの王国の国教の下地にもなっており、現在ではヨーナス教と形を変え、広くに知られている。そしてその信仰によって、《聖人の杖》はヨーナスの生前よりも膨大な力を得ている。しかし、死に際の悲劇と……その長い年月の中で、高潔であった魂もとうに人格を失っている。悪意ある者の手に渡れば、何が起こるのかわからぬ代物だ。我もこうした事態にでもならなければ、下手に触りたくはなかった布石である。扱いの面倒な神器故に、管理ではなく破壊を推奨する」

「他人事みたいに語っていますけれど……それも、あなたの仕組んだ人物なのですよね？　グリードと同様に」

「我々も必死だったのだ。当時は今ほどロークロアが安定していたわけでもない。気を緩めれば、世界の消失が迫っていた。文句は全てが終わってからゆっくりと聞こう。我もヨーナスの教えがここまで広まるとは考えていなかった。どれだけレベルが膨れ上がっているのか想像も付かぬ故、上位存在の手先に押さえられては非常に厄介だ。急速に向かってもらいたい」

　……今はヴェランタに文句を言っても仕方がない。大人しくヴェランタの言葉通り、俺が《聖人の杖》の破壊に向かう他ないだろう。

「でも、レベルがどれだけ膨れ上がっているのかわからないのならば、ルナエールさんに任せた方がいいのでは？」

「《聖人の杖》自体は既に人格が損なわれている。扱いを誤らぬ限りは大事にはならんはずだ。……それに、そちらの不死者には、他に任せたい布石が複数ある故にな」

　ヴェランタがちらりとルナエールの方へと目をやる。

「ルナエールさんじゃないと対処できそうにない布石が複数あるんですか!?　あの、もしかしてあなた方が好き勝手に撒いた布石、ほとんど管理しきれてないんじゃ……」

「……元々管理しきれなくなったとしても、大量にばら撒くようにと命令されていたのだ。なにせ定期的に事件を引き起こす必要があり、どの布石がどこまで育ってくれるのかはわからんかったのだからな」

「無茶苦茶だ……」

　俺は頭を押さえ、溜め息を吐いた。いや、そんな杜ず撰さんな状態だからこそ、俺達にも上位存在に付け入る隙があるかもしれないが。

「それに、この神聖都市ルーペルムが少々厄介でな。下手に《聖人の杖》の破壊を目もく論ろんでいることが広まれば、世界中を巻き込んだ混乱が起きるだろう。ある程度の慎重さと対人能力が求められる。そうした面で、地上に不慣れなそこの不死者は適さないと判断した」

「なるほど」

　……そういう理由であれば、俺としても正直否定はできない。

「でも、それって、俺達にヨーナス教と交渉しろってことですよね？　そんなことはとてもできる気がしないのですが……」

「安心しなさい。ワーデル枢すう機き卿きようを訪ねるといいわ」

《神の見えざる手》の一員らしいハイエルフの女……ソピアが口を挟んできた。

「ワーデル枢機卿……？」

「遊び歩いていて臆病で欲深い生臭坊主だけど、顔と生まれと物わかりだけはいい奴だから、話を聞いてくれるはずよ。髪の長い派手好きの美丈夫だから、すぐにわかるわ」

「なるほど……」

　散々な言われようである。正直、あまりワーデル枢機卿とやらに会いたくなくなってきた。そんな奴相手に《聖人の杖》を譲ってもらえるように交渉しなければならないのか。

「実はワーデル枢機卿とは、ついこの間も会ったところなの。本当は私が行った方がいいでしょうけれど……私は私で、私のソピア商会を動かして回収しないといけない布石があるから。手紙を書いてあげるから、それを使いなさい。ソピア商会の名前を出せば二つ返事で了承してくれるはずよ、向こうの方で適当に偽物と取り換えてもらいなさい。交渉でお金が必要でしょうから、一千億ゴルド渡しておいてあげるわ。もしそれでゴネられたら、商会から後で払うからとにかく渡せで押し切りなさい」

「い、一千億……」

　金銭感覚が化け物過ぎる。いや、世界全体に根を張る巨大宗教の聖遺物なのだから、金で解決できるものなら安いのかもしれないが。

　真っ先にルナエールとの戦いから降りて長らく《神の見えざる手》より行方を晦くらましていたと聞いていたため正直ただの小物だとしか思っていなかったのだが、この人が一番危険だったのかもしれない。

「で、でも、気が重いですね……そんなものを回収しに向かうなんて。一歩間違えたらポメラ達、大犯罪者ですよね？」

　ポメラが不安げに口にする。

「……他の布石も厄介そうなものばかりなので、こればかりは仕方ないですね」

　俺は溜め息を吐いた。

　ヴェランタが説明してくれた危険な布石一覧の中で役割分担を考えれば、確かに俺が《聖人の杖》を引き受けるのが一番妥当なのだ。

　対象物こそ危険でどの程度の物なのかも想像が付かないが、実際に《聖人の杖》が暴走を起こす可能性は低い。最悪世界中を敵に回す大罪人になるというのも、他の布石も似たようなものだ。

　そもそも《神の見えざる手》の連中自体が、ドラゴンの世界から疎まれているラムエルを筆頭に、支配者なのか犯罪者なのかわからない者達ばかりなのだから。




４　―ナイアロトプ―




　上次元界……ナイアロトプのいる、一面が白に覆われた空間。

　そこに二人の人物が召喚されていた。二人共全身を鎖で縛られており、手て枷かせと足あし枷かせを嵌はめられていた。

　二人の内の片割れは暗い赤色のローブに身を包んだ、痩せ細った長身の男であり、酷ひどく陰鬱な目をしていた。

　もう一人は七メートルの背丈を持つ、人外の男であった。灰色の皮膚に、背から伸びる黒い翼、鋭い牙に長い角を有している。

「来たようだね……ロークロアの生み出した三人の忌み子の二人、《逆さ男ルニマン》に、《堕天使ルシファー》」

　ナイアロトプが二人へと告げる。

「テメェ、ナイアロトプゥ！　この俺様をあんな何もない空間に、自我のあるまま何千年と封じ込めやがって！　頭おかしいんじゃねぇのか！　ぶっ殺してやる！」

　ルシファーと呼ばれた灰色の男が、牙を剝むきだしにしてナイアロトプへと吠ほえ付く。

　ルシファーの身体からだの拘束具が輝きを増すと、彼の身体が急激に重みを増し、その場に倒れ込むことになった。

「この野郎がァ！　俺様に好きにあの世界を管理させるって言ってたクセによぉ、なぁ！　邪魔になったからって、こんな仕打ちをしやがって！　許さねぇぞォ！」

　ルシファーが血走った目で吠える。

「いい加減イカれたんじゃないかと思っていたが、変わりないようで安心したよ」

　ナイアロトプが呆れたように息を吐く。

　かつてロークロアを本気で滅ぼそうとした者が三人いた。彼らはロークロアの運営が罠に掛けて捕らえ、死すら生なま温ぬるい大罪人であるとして、その魂を半永久的に別次元の空間へと封じ込めていたのだ。

　ロークロア運営は彼らのことを《久遠の咎人》と呼んでいる。

　これまでロークロア運営は他の神々に対して《久遠の咎人》の存在をひた隠しにしてきたが、カナタ騒動に綺麗な決着を付けるために、彼らをロークロアへと呼び戻すことにしたのだ。ルニマンとルシファーは、その三人の内の二人である。

　ルシファーは元々ナイアロトプより世界の調整を託された悪魔であったが、その権限を好き勝手に用いて上位存在の目を盗んで権限を悪用して自身のレベルアップに利用し、挙げ句に身勝手な理由で世界の大幅な改変を幾度となく引き起こし、最終的にはこの世界そのものを破滅させようとしたのだ。

　赤ローブの男……ルニマンは、元々はただの人間であったのだ。ただ、心の奥に深い闇を抱えていた。

　内に秘めた狂気を抑えるために聖人ヨーナスの弟子となり、彼と共に修行の旅を続けていた。しかし、上位存在がただ道楽のためにロークロアを運営していると知り、ルニマンの信仰心が裏返ったのだ。

　彼は常人では理解できない修行を重ね、あらゆる手を用いて力を付け、当時の《神の見えざる手》を出し抜いて世界を破滅寸前へと追い込んだ。その果てに、強引に上位存在の干渉によって、ロークロアより隔離されることとなったのだ。

「落ち着かれては……魔の者よ？」

　ルニマンがルシファーへと声を掛ける。

「あぁん？　なんだテメェ？」

「我々の全ては上位存在に握られているのです。わざわざ彼らが招いたということは、わたくしめらにとっても悪くない話があるということ……。まずは話を聞かれては？」

「テメェ、俺様と同じ立場だろ？　なに眠たいこと言ってんだ？」

「いえ……わたくしめのときは、上位存在は邪魔になった者をあらゆる手を駆使して排除し、重い罰を与えるという前例をいくつか知っていました。無間地獄のことも知っていたのです」

　ルニマンが手を合わせる。

「意味がわかんねぇな。テメェ、まるでわざとあの牢ろう獄ごくに入っていたとでも言いたげじゃねぇか」

「瞑めい想そうの修行に、あれほどよい場所は他にないかと」

　ルニマンが大きく裂けた口端を上げ、不気味な笑みを浮かべた。その言葉に、ルシファーだけでなく、ナイアロトプも表情を歪める。

「本当は知っておりますよ、上位存在。自分の手ではどうにもならない、異世界転移者が現れたのでしょう？　そして今……ロークロアは、崩壊の危機にある。違いますか？」

「ルニマン、君のあらゆる力は封じているはずだがね」

「ふふ、いえ、最初からわかっておりました……わたくしめには。そうした事態以外で、我々に声を掛けるはずもない。無間地獄におれば、必ずや世界の最期に招かれることになると。わたくしめは、それを自身の眼めで見たかったのです」

「そ、そうか……ならば話が早いが」

　ナイアロトプは頭を押さえながら口にした。それから表情を戻し、ルニマンとルシファーを睨む。

「君達の呪縛を緩めよう。僕の意思の範囲内での自由を認めよう。刃向かえば身体が重くなり、朽ち果てることになるけれどね。それがお望みなら、勝手にそうするといい」

　ナイアロトプが腕を掲げて魔法陣を浮かべると、ルニマンとルシファーの身体を拘束する光の鎖の一部が砕け落ちた。

「君達に命じることはただ一つ……この僕に、神に刃向かうニンゲンは全て殺せ。そのためのあらゆる犠牲を許容する」

「ほう……またテメェらの手足にされるのはごめんだが、ロークロアをぶっ壊していいっていうのは太っ腹じゃねぇか。ハハハ、いよいよ運営に火が回ったらしいな！　好きに暴れていいってのは願ってもねぇ話だ。その祭りに参加してやろうじゃねぇか。ただ、本当にテメェらの望んだ形になるとは思わねぇことだな」

　ルシファーが舌舐なめずりをする。

「上位存在……あなた方がそうお命じになられる日を、このルニマンは心待ちにしておりました」

「特にルニマン……君は、神聖都市ルーペルムに向かうといい」

「ほほう？　それはどのような地で」

「君の師の墓がある。目障りな異世界転移者が、丁度そこへ墓暴きに向かったところだ」

「それはそれは……話の早いことで。では幾千の時を超え……師へ、会いにゆこうではございませんか」

　ルニマンが裂けた口の両端を大きく吊つり上げて笑みを作る。
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《神の腕》を後にした俺達は、精霊ウルゾットルの背に乗って、《聖人の杖》の眠る神聖都市ルーペルムへと向かっていた。ウルゾットルが宙を駆け、辺りの景色がどんどんと変わっていく。

「あそこのようですね……」

　俺は遠くの地を眺めて、呟いた。

　目線の先には、大きな石の壁に囲われた都市が見える。厳かな雰囲気の、背の高い建物が並んでいた。ここが神聖都市ルーペルムに間違いないだろう。

「……ワーデル枢機卿との交渉が上手くいけばいいのですが」

　ソピアの話では、ワーデル枢機卿は地位に見合わずまだ歳としの若い、欲深く軽率な男であるらしい。

　彼女は金さえ払えばどんな汚れ仕事でも動く相手だと言っていたが、果たしてそう簡単に事が進むのかどうか。ソピア本人は不可能だとしても、ソピアの部下の商人くらいは交渉用に連れてきてもらってもよかったのではないだろうか。

　俺達は街門の付近でウルゾットルと別れ、ポメラ、フィリアと三人で神聖都市ルーペルムへと入った。

　街内を歩いていると、暗色の質素な格好をした人が目立つ。天使を模したらしい像が、ぽつぽつと街の中に並んでいる。人通りが少ないというわけではないが、静かで落ち着く、景観のよいところであった。

「ヨーナス教の聖地というだけあって宗教関係者が多いようですね」

　ヨーナスの魂の宿った《聖人の杖》が保管されていることもそうだが、ここ神聖都市ルーペルムはヨーナスが生まれ、そして命を落とした地でもあるらしい。

「ポメラ達の格好……ちょっと浮いていませんか？」

　ポメラが不安げに俺へと声を掛けてくる。

「気にしすぎだとは思っていましたが……どうにも他の人の目が気になりますね」

　俺は周囲へちらりと目を向ける。

　この都市を歩いていて、どうにも奇異の視線を受けているような気がするのだ。あまりこの都市の文化について下調べしているような猶予はなかった。

「おい、お前達……なんだ、その派手な格好は？」

　街を歩いていると、鎧よろい姿の女の人から声を掛けられた。

　金の長い髪をしており、銀の鎧に、黒のマントを羽織っている。

「今日はヨーナス様の没した日……彼の死を悼み、慎つつましく暮らし、夕刻には教皇様のおられる宮殿前に集まり祈りを捧ささげることがルーペルムの習わしとなっている。だというのに、揃そろって浮かれた格好をしよって」

「す、すみません、旅の道中でして」

　俺は頭を下げる。

「そうだろうな。わざとそんなふざけた真似をしていれば、この私が今叩き斬っていたぞ。適当な店で上着でも買うことだ」

「ご忠告ありがとうございます。あの、あなたは……？」

「教会騎士のリゼルだ。お前達のような、穢れを持ち込む余よ所そ者ものの監視が主な仕事というわけだ」

「た、確かに、格好についてはポメラ達の教養不足でしたけれど……でも、そこまで言わなくてもいいじゃないですか」

　ムッとしたようにポメラが返す。リゼルは鼻で笑った。

「くだらぬ事件を起こすのは、いつも外から来た人間だからな。信仰心からこの地を訪れた者が、今日という日の意味を失念しているはずがない。軽い観光気分か、欲に塗まみれた商人か、はたまた盗賊の類か……どれであっても、嘆かわしい。ふざけた真似をしてくれるなよ」

「ちょ、ちょっと失礼じゃないですか？　ポメラ達は大事な用があって……！」

　ポメラはそこまで口にして、びくっと肩を震わせた。

「え、えへへ、ポメラ達、ちょっとした観光で来たんでした」

　苦笑いを浮かべ、自身の頭を押さえる。《聖人の杖》を壊しに来たことを思い出したようだ。先の三択でいえば、俺達は盗賊の類に当て嵌まるだろう。

「気色の悪い奴らめ。せいぜいこの地では言動に気を付けることだ」

　俺は顎を押さえて思案する。

　どこにソピアの手紙を持っていくのか悩んでいたのだが、教会騎士ならワーデル枢機卿と近しい位置にいてもおかしくはない。

「……教会騎士、ですか。ワーデル枢機卿に取り次げませんか？」

「なに？　ワーデル枢機卿は、ルーペルムの軍権を持つ御お方かただ。騎士である私もある程度の面識はあるが、しかし今日、あの方は忙しいと……」

「申し訳ないですが、もっと急ぎの要件なもので」

　俺は懐より、ソピアの手紙を取り出した。

「赤に金の装飾……長耳の蠟ろう封ふう……これは、ソピア商会のものか？　お前達、よりによって商人か。ワーデル枢機卿が、お前達のような下げ賤せんな人間と面会なさるわけがないだろう」

　リゼルが呆れたように口にする。

「カナタさん……なんだか、聞いていた話とちょっと違う気がしますね」

　ポメラが不安げに俺へと耳打ちする。

　下の人間には上手く本性を隠しているのかもしれない。もう少し近しい人間か、或あるいは多少強引にでも本人に接触するべきか……。しかし、どう動いても面倒ごとの香りがする。

「もう《聖人の杖》の場所はわかっているんですし、直接入り込んで壊しに行きませんか？　あまり時間は掛けられませんし、顔も割れずに上手くやれると思うんですよね」

　俺はリゼルに聞かれないように、声を潜めてそう言った。

「カナタしゃん!?」

　ポメラが声を荒らげる。

「カナタ……怖い……。フィリアね、悪いことしちゃ駄目だと思うの」

　フィリアがぎゅっと俺の裾を握り、涙の潤んだ目で説得に掛かってくる。

「ち、違います！　でも、結局ちょっと悪いことをしに行くことには変わりませんし！……あの、なんだかこれ、下手に顔を見せてあちこち回った方が、厄介なことになる気がするんですよ！　時間を掛けていたら何が起こるかわからないって話でしたし、強引に動いてしまった方が……！」

　俺は必死にポメラとフィリアへ弁解する。

　確かに厄介なアイテムであることはわかっている。盗まれたことが表沙汰になれば、それが大きな争いの発端になるかもしれない。その辺りを上手く誤魔化して被害を抑えるためには、教会関係者の協力が不可欠だ。

「……待てよ、以前ワーデル枢機卿が、ソピア商会について口にしていたことがあったか。しかし、だとしたら……いや、念のため報告しておくべきか」

　リゼルが顎を押さえ、ブツブツと呟きながら思案している。

「リゼルさん？」

「商人の遣いなど招きたくはないが……念のために確認してやる。聖堂まで来い。もしワーデル枢機卿が面会に応じると言えば、そのときはそのまま通してやる」

　リゼルは吐き捨てるようにそう口にした。

　顔からは嫌悪の色が見て取れる。どうにも歓迎されているとは思えないのだが……ひとまず、第一関門は突破できたようだ。繫げてもらえそうな人を探して、あちこちに手紙を見せて回るような真似は避けたかったことだ。
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　リゼルに連れられて聖堂に到着した俺達は、彼女がワーデル枢機卿に確認を取って戻ってくるのを待っていた。

「……どう思います、カナタさん？　ワーデル枢機卿に会えますかね？」

　ポメラが不安げに俺へと尋ねる。

　正直、怪しいところだ。ワーデル枢機卿が後ろ暗い取り引きでも平然と行う愚物だと聞いていたから、ヨーナスの聖遺物の回収も楽に済むかもしれないと考えていたのだ。

　少なくとも教会騎士の一員であるリゼルはワーデル枢機卿が厳格な人物であると捉えているようで、その前提が既に怪しくなってきていた。

「……まぁ、駄目だったらこっそり聖堂地下に忍び込みましょう」

「ここまで来てそれやっちゃったら、もうポメラ達のせいだって白状する感じになりませんか？」

「確証さえ持たれなかったら、最悪いいかなと……」

　俺だってそんなことはしたくないが、状況が状況なのだ。世界の命運が懸かっている。上位存在に《聖人の杖》を押さえられるよりはずっといいはずだ。

　俺達が話をしていると、確認に向かっていたリゼルが戻ってきた。

「おい、お前達。ワーデル枢機卿が通せとのことだ。くれぐれも失礼のないように接するのだな」

　リゼルが俺達へとそう言った。俺はポメラとフィリアと顔を見合わせ、安あん堵どの息を吐いた。どうやら強盗を働かずに済んだようだ。

　リゼルに連れられ、聖堂の奥へと向かう。

　ワーデル枢機卿の部屋は美しい場所であった。壁や扉のあちらこちらに、天使やドラゴンの浮き彫りがなされている。大きなステンドグラスには、大きな杖を持った魔術師の男の周囲に、大勢の人間が集まっているのが描かれている。どうやら聖人ヨーナスとその弟子のようだ。

　部屋の中にはヨーナスのステンドグラスを眺めて俺達へ背を向ける、厳かなローブを纏った男が立っていた。

「ワーデル枢機卿……お連れしました」

　リゼルが声を掛けると、男はゆっくり俺達の方を振り返った。

「ここまでご足労だった、ソピア商会……いや、こういった方が正しいか。《世界の記録者ソピア》の遣いよ。いずれそなたらが来るとは思っておった」

　こちらに顔を向けた男は……がっしりとした体たい軀くの、禿はげ頭の老人であった。どう見ても八十を既に超えている。

「……えっと、ワーデル枢機卿の、お爺じいさんですか？」

「本人であるが」

　素早くそう切り返された。なにを言っているのだと言わんばかりの表情である。

「う、噓うそです！　だ、だって、ポメラ達が聞いたワーデル枢機卿は……長髪で線の細い、いい加減で臆病な遊び人だと……！」

　ポメラが混乱した様子でワーデル枢機卿へとそう訴える。

「ポメラさん、ちょっと言い過ぎです！　驚いた気持ちはわかりますけれど！」

「お前達……わざわざワーデル枢機卿が忙しい中時間を作ってくださったというのに、ふざけたことを！　纏めて叩き斬ってくれる！」

　リゼルが顔を真っ赤にして鞘さやより剣を抜いた。

「す、すみません！　あの、ちょっと混乱してしまって……！」

　俺は必死にリゼルを宥めた。

　ワーデル枢機卿はポメラを見て呆けたように口を開けていたが、深く溜め息を吐いた。

「なるほど……ソピア殿から指示を受けてきたというのは、どうやら本当らしい。悪戯いたずらの類であってほしかったが」

「え……」

「儂がソピア殿と顔を合わせたのは五十年前のことになる。当時……確かに儂は、浮ついた格好をして遊び歩き……今は亡き父の嵩かさを着て暴虐を振る舞う、教会の鼻摘み者であった。私欲に塗れた恥ずべき人間……そう揶や揄ゆされても仕方のない人物であった。償い切ることさえできぬ過去である」

「五十年、前……？」

　俺はソピアの言葉を思い返す。

『遊び歩いていて臆病で欲深い生臭坊主だけど、顔と生まれと物わかりだけはいい奴だから、話を聞いてくれるはずよ。髪の長い派手好きの美丈夫だから、すぐにわかるわ。実はワーデル枢機卿とは、ついこの間も会ったところなの』

　……『ついこの間』も会ったところとは……？

「……なるほど、ソピア換算での『この間』だったのか」

　ソピアは一万歳以上……ハイエルフでも《神の見えざる手》の中でも、ぶっちぎりで一位の長命だと聞いている。確かに彼女からしてみれば、五十年など『この間』で済んでしまう程度の時間だろう。

　その間にワーデル枢機卿は、様々な人生経験を経て、容姿も考えもすっかりと変わってしまっていたようだ。彼がまだ生きていただけ幸いだった。下手したら二代くらい跨またいでいる可能性も全然あったことだろう。

　長命で世界中に根を張る巨大商会を操るソピアこそが真にこの世界を支配している存在なのではなかろうかと考えていたが、少々高く見過ぎていたかもしれない。明らかに長く生きすぎた代償に、時間の流れに対する解像度がぼやけてきている。もっとちゃんと世界を記録してくれ。

「やってくれましたね、あのお婆ばあちゃんエルフ」

　ポメラがなかなかに辛辣な言葉を漏らした。
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「なるほど……アレを売れとは、ソピア殿は、なかなか酷なことを仰おつしやられる。しかし、彼女がそう口になさったということは、世界に必要なことなのであろうな」

　ワーデル枢機卿は手紙を見て、苦しげにそう口にした。

「ワーデル枢機卿……文には何が？」

　教会騎士のリゼルがワーデル枢機卿へと尋ねる。

「お前は知らなくてよいことだ」

　勿もち論ろんワーデル枢機卿の口にしたアレとは、《聖人の杖》のことである。下手に部下に対して口にできることではないだろう。教会が売り飛ばしたと表沙汰になれば、それこそ大問題になる。

　しかし、若い頃のワーデル枢機卿ならば通ったのかもしれないが、今のワーデル枢機卿相手に、聖遺物を金で売ってくれという交渉は悪手に思えた。ワーデル枢機卿は言葉の上こそ丸いものの、この交渉に対して乗り気ではないように窺える。

　ただ、ソピア商会が軽々しく敵に回せるものではないことは、充分に理解しているようだ。この様子だと、過去の接触でソピア商会が上位存在の手先であったことも知っているように思える。

「それほどまでにソピア商会とは危険な相手なのですか？　確かに世界一の豪商の集まりと名高いですが……何故、我らヨーナス教会が、商人如きの機嫌を窺わねばならないのですか！　私は納得できません！　猊げい下かよ！」

　リゼルがワーデル枢機卿へと訴える。ワーデル枢機卿は彼女の言葉を聞き、品定めするように俺達へとちらりと目を向ける。

「……貴殿らは、ソピア殿から腕っぷしを見込まれてきたわけか？」

「一応、そういうことになります」

　俺は頷く。正確にはソピアからは、名前を貸してもらっただけというのが正しいのだが。わざわざそんなことを口にしても、今の状況を完全にワーデル枢機卿に理解してもらうことは難しいだろう。

「なるほど……実はソピア殿の見込んだ腕前、この目で拝見させていただきたい。儂は武芸に目がないものでな。遠くから遥はる々ばる来ていただいてお疲れのところ失礼だとは存じているが、どうか爺じじいの我わが儘ままを聞いてはもらえないかね？」

「と、仰ると……」

「そこのリゼルは教会騎士の中でもなかなか腕が立つ。どなたか彼女と立ち合ってもらいたいのだが、いかがかな？」

　ワーデル枢機卿はリゼルへと目を向ける。

「わ、私が、この者らとですか？　ワーデル枢機卿……御お戯たわむれを！　何故そんなことを！」

　リゼルがワーデル枢機卿へと抗議する。

「自信がないか、リゼルよ」

「私は神聖なこの都を守護する騎士……商人の遣いになど負けませんよ。私が尋ねているのは、その必要性です！」

　俺がワーデル枢機卿の顔を見ると、彼と目が合った。

「いかがか、ソピア殿の遣いよ。勿論、無理強いはせんが……」

　明らかにワーデル枢機卿はこちらを試そうとしていた。武力で追い返せるならば、そうしてしまいたいと考えているのかもしれない。

　ワーデル枢機卿はソピア商会を軽んじているわけではないのだろうが、それだけ《聖人の杖》がヨーナス教としては手放し難いものであるということか。

　しかし、この挑戦的な言葉は、自分に対処できる相手ではないと判断すれば、《聖人の杖》を明け渡すつもりだということの裏返しでもあるだろう。

「俺は構いませんよ、リゼルさん」

「……舐めたことを。信念のない商人の遣い如きが、言ってくれる」

　リゼルが目を細めて俺を睨む。

「猊下！　少しばかり力んで、遣いの者を傷付けるかもしれませんよ」

　リゼルが剣の柄つかへと手を触れた。

「構わん……リゼル、本気でゆけ。悔いを残さんようにな」

　ワーデル枢機卿がそう口にした。

「……どういうおつもりであられるのか測りかねますが、ではお言葉の通り、全力でやらせていただきます。悪く思うなよ、商会の犬が！」

　リゼルが剣を抜く。俺は地面を蹴ってリゼルの横を駆け抜けながら剣を抜き、彼女の背へと刃を向けた。

「なっ！」

　リゼルが顔を歪め、数秒遅れて背後の俺へと目を向ける。彼女の動きや反応からして、高く見積もってもせいぜいレベル70前後といったところか。悪いが戦いにもならない。

「これで構いませんか、ワーデル枢機卿？」

「……これではとても敵かなわんな。リゼル、下がるがよい」

　ワーデル枢機卿は諦観を顔に浮かべ、深く息を吐いた。

「ま、まだだ！」

　リゼルは俺へと振り返りながら刃を振るう。

　俺はリゼルの刃を斬り、同時に彼女の足を払ってその場に倒した。リゼルの顔のすぐ前に、折れた刃が突き刺さる。

「有り得ん……教会のために剣を磨き続けてきたこの私が、こんな……」

　地面に這はいながら、リゼルは放心した様子でそう漏らした。

「見事な剣であった。卑劣な騙し討ちに対する手心、感謝する」

　ワーデル枢機卿は淡々とそう口にした。

「いえ、俺達は例の物をいただければ、それで結構ですので」

　ここまでやる必要はなかったが、ワーデル枢機卿に武力ではどうにもならない相手であると伝えておく必要があった。ワーデル枢機卿が確認したかったことも、恐らくはそこにあるのだから。

「儂が例の場所まで案内する。ヨーナス教徒として、対価を受け取ることはできぬ……ただ、悪あしきことにはどうか使われませぬようにと、ソピア殿にはそう伝えてもらいたい」

　ワーデル枢機卿が俺へと頭を下げた。

「ええ、約束いたします」

「ま、待ってください、猊下！　わ、私が力不足であったから、商会に屈するというのですか？　なりません……こんな！」

　リゼルは折れた剣を手に立ち上がり、ワーデル枢機卿へとそう叫ぶ。

「リゼル、下がれと言ったはずだが？　三度目は言わさんでくれ」

「う、うぐ……」

　リゼルは手から剣を落とし、その場でがっくりと項うな垂だれた。

　想像していたワーデル枢機卿とは百八十度別の人物に変わっていたが、どうやら交渉自体は上手く進んだようであった。後は《聖人の杖》を破壊するだけである。
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　ワーデル枢機卿に続き、聖堂地下の暗い通路を歩む。

「この奥に《聖人の杖》が保管されておる」

「ご協力ありがとうございます、ワーデル枢機卿。ソピアからはあまり聞かされていないのですが、ワーデル枢機卿は商会とはどのような関係で？」

「昔、似たようなことを頼まれたのだ。そのときはソピア殿より直接にな。上位存在の意思であるから、従え……と。フフ、何があったのかは聞かないでもらいたい。今回ほどではないにせよ、ヨーナス教会の意義の根幹に関わるものであった」

　ワーデル枢機卿はそう口にすると、肩を落とした。

「あの頃の儂は、我が身可愛さと、そして身勝手な欲のためにソピア殿との契約を吞のんだ。あのときの儂の愚かしさを嘆かない日はこれまでなかった。……もっとも、結局儂に選択肢などなかったわけであるがな。修行を重ね、様々な経験を経て五十年……儂は、あのときと同じく、ヨーナス教会の誇りを売って平穏を買おうとしている。筋や意思を通すにも力が必要なのだ。高潔さは決してそれを補ってはくれぬ」

　ワーデル枢機卿は悲しそうな様子であった。

　なんだか軽々しい気持ちで来てしまったかもしれない。それが最も無難な手段であるとはいえ、俺達はヨーナス教会の誇りを強引に取り上げようとしているのだ。

　しかし、どれだけ力を持っているのかわからない《聖人の杖》の守護を、教会騎士達に任せているわけにはいかない。

　彼らではこの先、上位存在の干渉から《聖人の杖》は守れない。ワーデル枢機卿の言った通り、高潔さは力不足を補ってくれはしないのだ。

「上位存在のこともご存知だったのですね。そこまで聞いていたとは知りませんでした」

「……ああ、儂は知っておる。ヨーナス教会の信仰する奇跡や神が、上位存在の演出に過ぎないということもな。滑稽だと思うかね、ソピア商会の遣いよ。舞台裏を突きつけられた儂が、今なおその幻想の維持にしがみついていることを！　しかし、こんな歪いびつな世界だからこそ、人々には絶対的な救いが必要であるはずだ！　儂はそう信じておるのだ！」

　ワーデル枢機卿が握り拳を作り、声を震わせて語る。

「いえ、素晴らしい考えだと思います」

　このロークロアがあんな下品な上位存在共のお遊びで創られたものでしかないと知ったところで、誰にとっても何の足しにもならないだろう。わざわざそんな残酷な真実を広める必要はない。

「しかし、ここまでワーデル枢機卿が別人になっているとは思いませんでした」

　臆病で責任感のない遊び人だと聞いていたのに、現在では正反対である。

「頭もつるつるになってる！」

「フィッ、フィリアちゃん、失礼ですよ！　す、すみません、枢機卿様！」

　ポメラがフィリアの口をさっと塞ぎ、ワーデル枢機卿へと頭を下げる。

　……確かに一番正反対なのは外見かもしれない。長髪の美丈夫だと聞いていたが、まさか禿げ頭の老人になっていたとは。

「先の短い老人の儚はかない願いを静かに聞いてくれたこと……感謝する。失礼だが、名をまだ聞いておらんかった。そちらのお嬢さんがフィリア殿……魔術師の方がポメラ殿……して、貴殿は？」

　先を歩くワーデル枢機卿が、足を止める。

「カナタと申します」

「そうか……カナタ、か。貴殿のことは嫌いではなかったが、このような出会いであったこと……儂はとても不幸に思う」

　ワーデル枢機卿がこちらを振り返った。深い皺しわの浮き出たその表情は、悪意に歪んでいた。

「ワーデル枢機卿……？」

　ふと、そのとき、何者かが天井より接近してくるのを感じた。

　咄とつ嗟さに俺は背後へと退いた。俺達とワーデル枢機卿の間に、黒い鎧姿の二人組が降り立った。

「おいおい、こんなチンケなのが《神の見えざる手》の尖せん兵ぺいか？　身構えてて損した気分だぜオレは」

「一定以上の超越者はむしろ見掛けに依らないものよ」

　長身の男と、背の低い女であった。

　男の方は大きく無骨な剣を、女の方は細長いレイピアを手にしていた。二人共冷酷な顔つきをしており、闇の中でもその双そう眸ぼうが赤々と輝いていた。

「……ワーデル枢機卿、どういうおつもりですか？」

　俺は黒鎧の二人組越しに、ワーデル枢機卿へと声を掛ける。

「ガハハハ！　貴様ら上位存在の言いなりにはならんというわけだ！　こやつらは儂が生涯を費やして、手段を問わずに呪術と霊薬を用いて育て上げた、対上位存在用の闇の教会騎士……《神伐騎士》である！　いつかまた、あの上位存在の犬の長耳共が干渉してくると思っておったぞ！」

　ワーデル枢機卿が両腕を広げ、狂ったように笑い始める。

「なっ……！」

　先程までのしおらしい態度は全て演技であったようだ。上位存在に諂へつらう素振りを見せて聖堂地下へと誘導し、《神伐騎士》とやらを用いて俺達を叩くことこそが目的であったらしい。

　今となっては《神の見えざる手》は上位存在の傘下ではないというのに。

　どうせ説明しきれないと、黙っていたのが痛手になった。今から説得しても、とても聞き入れてもらえそうにない。

「儂は言ったであろう？　力がなければ意志を通すことなどできんと！　儂はそれを手に入れたのだよ馬鹿者が！　この儂が大人しく《聖人の杖》を差し出すと思っておったのならば大間違いであるぞ！　ヨーナス様よ、見ていてくだされ！　儂は舞台装置の魔人共を打ち倒し……この世界に真の信仰と救済を齎す！　そのための第一歩として、儂の《神伐騎士》が貴様ら《神の見えざる手》に通用するのか否か、試させてもらうぞ！」

　どうやら教会騎士リゼルを俺達に嗾けしかけたのも、ただの信仰心から来る悪わる足あ搔がきではなく、俺達が本当に《神の見えざる手》の戦力であるのかどうかの確証を得ておきたかったようだ。

「物わかりがいいところまで正反対に変わっていたようで、残念ですよワーデル枢機卿……！」

　俺は剣を抜き、《神伐騎士》の二人へと構えた。

「ゆくがいい……イデオ、ベラリア！　思い上がった上位存在の遣いに、お前達《神伐騎士》の力を見せつけてやれ！　そしてこれが、人類の反逆の狼煙のろしとなるのだ！」

　ワーデル枢機卿の叫びと共に、黒鎧の二人が俺へと刃を向ける。

「俺はただ、上位存在が《聖人の杖》を回収することを警戒して先回りに来ただけです」

「今更下手な言い訳を！　貴様ら《神の見えざる手》が上位存在の犬であることなど、とぅっくに知っておるわい！　第一、《聖人の杖》は我らヨーナス教会の魂……外部の貴様らに守られるいわれはなァい！」

　駄目だ、完全に聞く耳を持たない。というより、話を聞いたとしても《聖人の杖》を引き渡すつもりなど、さらさらなさそうにも思える。

「お前にこれが防げるかよ優男！」

　黒鎧の男の方……イデオが、馬鹿でかい大剣を俺目掛けて振り下ろしてきた。俺はそれを剣で受け止める。

「ほう？　ハハハ！　そうだよな、これくらいは止めてもらわねぇとな！　さぁて、力比べと行こうじゃないか！」

　イデオの腕が膨れ上がり、黒色へと変色していく。

「それは……」

「爺が研究してた悪魔の力だ！　テメェがどこまで耐えてくれるかテストしてやる！」

　俺はイデオの顔へとちらりと目を向けた。




イデオ・イルガス

種族：ニンゲン
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　……微妙なラインだった。

　せいぜい《邪神官ノーツ》と同程度である。彼は《人魔竜》の一人だったが、同じ《人魔竜》でも《屍しかばね人形のアリス》は倍のレベルを誇っていた。

「噓だろ……」

　思わず言葉が漏れた。

「ハハハ、ビビっちまってるな、《神の見えざる手》よ！　なかなかやるが、力で圧されたのは初めてか？　そろそろ更に段階上げてくぜ！」

　イデオの腕が更に膨れ上がる。

「ほう、まだ耐えるか？　だが、これで一気に……！」

「……構えているだけで、こっちは特に押していませんよ」

「なに？」

　イデオが表情を歪める。俺は軽く力を込め、剣を横よこ薙なぎに振るった。

「ぶぐぁっ！」

　力負けしたイデオが、勢いよく後方へと飛んでいく。イデオは宙で回転し、辛うじて体勢を整えて地面の上に膝を突く。

「オ、オレが、圧されたのか？　力で？」

　イデオの額には汗が流れていた。

「まさか……そのレベルで、上位存在がどうにかなると本気で思っていたんですか？　《人魔竜》にザラにいる程度で、大型の魔王相手にもとても対処できるレベルにないのに？　二人掛かりでも、戦闘要員でさえないソピア相手に厳しいですよ」

「小僧が……図に乗るなよ！　ふ、二人で同時に叩け！　奴はどうやら、イデオ以上の力自慢である！　力で競うな！　技と速さで戦うのだ！」

　ワーデル枢機卿は蒼あお褪ざめながら、《神伐騎士》の二人へと命じる。

「速さならば私が適任……」

　黒鎧の女、ベラリアが前へと飛び出してくる。

「想定以上の相手だったのは認めざるを得ないわ。でも私達《神伐騎士》は、レベル以上の化け物を討つために生み出されたの！」

　ベラリアはレイピアを天井へと突き上げ、魔法陣を展開する。

「精霊魔法第九階位《花嫁の水鏡ニンフ・ミラー》」

　ベラリアの姿が三重にブレたかと思えば、各々が独立していく。

　精霊の力を借りて分身を造り出す魔法らしい。一人目は右へ、二人目は左へ、そして三人目は上へと跳んだ。

「対応できるものならして見せなさ……！」

　俺は左右の分身を蹴り飛ばした。身体が弾はじけ、水へと変わる。

　その様を見届けた後、頭上から降りてくるベラリア本体のレイピアを躱かわし、彼女の腹部へと剣を柄を突き立てた。

「うがっ！」

　ベラリアは鈍い悲鳴を上げ、手からレイピアを落とした。

　そうして目前まで迫ってきていたイデオ目掛けて、ベラリアを投げつけた。イデオは身体を反らしてベラリアを回避する。俺はその間にこちらから距離を詰めて、イデオの顔面を殴り飛ばした。

「ぐぼぉ！」

　イデオの顔が凹へこみ、嫌な音が鳴った。

　彼は身体を激しく床に打ち付けながら転がっていく。イデオは壁にぶつかって仰あお向むけの姿勢で止まり、身体を痙けい攣れんさせていた。

「御お二ふた方かたともレベル以上に頑丈みたいだったので、ちょっとだけ力を入れさせてもらいました。悪く思わないでください」

　俺はそう言いながら、ワーデル枢機卿を振り返る。

「残念です。穏便に話が進むと信じていたのに」

「う、動くなよ、上位存在の犬共が！」

　振り返った先では、顔を真っ青にしたワーデル枢機卿が、フィリアの身体を腕で押さえていた。

「す、少しでも動けば、この子供の命はないと思え！　フ、フフ、聖職者がこのような真似をと、軽蔑しておるかね？　儂は教会のためならばなんでもやるぞ……！」

　ワーデル枢機卿の手に魔法陣が展開される。握り拳ほどの大きさの炎球が現れた。

「ワーデル枢機卿……」

「フ、フフフ……フハハハハ！　上位存在の遣いといえど、仲間意識はあるらしい！　起き上がれ、イデオ、ベラリア！　動けぬそこの男を嬲なぶり殺ごろしに……！」

「ふっ！」

　フィリアがワーデル枢機卿の炎球へと息を吹きかける。炎球は瞬く間に彼女の息に搔かき消された。

「む……？」

　ワーデル枢機卿が自身の手へと目を向けた瞬間、フィリアが勢いよく両腕を振り上げた。その衝撃でワーデル枢機卿の身体が天井へと投げ飛ばされる。

「ぶふぉおっ……おぶがぁ！」

　彼は天井と地面へ、二度激しく身体を打ち付けることになった。

「ご、ごめんなさい、お爺ちゃん……。強くやり過ぎちゃった」

　フィリアが倒れているワーデル枢機卿へと駆け寄る。

「化け物め……」

　ワーデル枢機卿が呻うめき声ごえを上げる。

「……どうしますか、カナタさん？」

　ポメラが死んだ目でワーデル枢機卿を見下ろす。

「仕方ありません。スマートじゃないですが、力ずくで言うことを聞いてもらいましょう」

　俺は溜め息を吐いた。
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《神伐騎士》を一蹴した俺は、イデオとベラリア、そしてワーデル枢機卿を一列に並ばせ、その場に正座させていた。

「馬鹿な……儂が人生を懸けて用意した、上位存在を討つための戦力であるぞ？　それが、こんな呆あつ気けなく……」

　ワーデル枢機卿が顔面を蒼そう白はくにし、呆ぼう然ぜんとしたようにそう呟いた。

「……ワーデル枢機卿、悪いですけど、全然レベルが足りません。これで上位存在を相手取るなんて、絶対に不可能です。本気でどうにかなると思っていたんですか？」

「ぜ、全員で《神伐騎士》は五人おる！　別任務と別所の警備に出していて、すぐには戻せんかっただけだ！　ぐっ、同時に掛かっておれば、まだ勝機があったというのに……！」

「ないですよ。あなたが思ってるよりレベル差が大きいので、本当に諦めてください」

　確かにレベル三百台が五人もいれば、戦い方次第ではソピアやラムエルまでなら倒せるかもしれない。

　しかし、不意打ちで多対一の状況を作れてもそこが限界だ。ゼロは知らないが、ノブナガやヴェランタはどうにもならなかっただろう。そもそも《神の見えざる手》は現在、上位存在の傘下の組織ではないのだが。

「さっきも言いましたけど、《神の見えざる手》は今、上位存在と敵対中です。俺も上位存在の敵陣営ですよ。上位存在は今何を仕掛けてくるのかわからない状態です。ルーペルムでは《聖人の杖》を守護できないのは充分にわかったはずです。諦めて引き渡してください」

「フ、フン、貴様らの言葉など、信じられるものか！　薄汚い上位存在の犬めが！　貴様らが仮に奴らと敵対していたとして、何故ヨーナス様の杖を貴様ら如きに引き渡さねばならんのだ！」

　ワーデル枢機卿はそう叫んだ。

「……爺、悪いがオレ達じゃ《聖人の杖》の守護は無理だ。情けない話だが、力押しで来られたら何もできねぇ。はっきり理解させられちまった」

「猊下、本当に《神の見えざる手》と上位存在が対立しているのなら、穏便に交渉してきている相手を信用して渡してしまった方が得策かと。手段を選ばない陣営の手に《聖人の杖》が渡ることは避けなければ」

　どうやらイデオとベラリアは俺達に《聖人の杖》を引き渡してしまってもいいと考えている様子であった。というよりは、粘っても事態が悪化するだけだと考えているのか。

　三人共《神伐騎士》は上位存在に通用し得るとこれまで信じ切っていたらしいが、少なくともイデオとベラリアの二人は今の戦いで全く勝機がないことを痛感し、考えを改めてくれたようであった。

　俺はワーデル枢機卿を見る。イデオとベラリアは俺に続き、自身の上司へと気まずげにアイコンタクトを送る。

　ワーデル枢機卿が床を叩いた。

「儂は、儂は、ヨーナス教会の真の信仰を守りたい……その一心で、生涯を捧げて……！　だというのに、こんな……！」

　声が震え、目には涙が滲んでいた。

「これでは……これでは、五十年前のあの日と何も変わらん……何も……！　だとしたら儂は……これまで何のために……！」

　ワーデル枢機卿はついには身体を丸めて泣き始めてしまった。

「で、でも、レベル３００台の戦力を五人も用意されていたのは、凄すごいことだと思いますよ！　上位存在は、俺がどうにかしますから！」

「うう、うう、ううう……！」

　……結局、ワーデル枢機卿が落ち着くまでに三十分近い時間を有した。

　人生を懸けて世界のためにと動いてきたのに、それが手も足も出なかったのだ。その無念さを思えばあながち心が弱いともいえないのかもしれないが、何となくいい加減な遊び人だった頃のワーデル枢機卿の若い頃に想像がついてしまった。

　ワーデル枢機卿が泣き止んでから、どうにか再び《聖人の杖》の許へと案内してもらえることになった。

「……実は《聖人の杖》は聖堂地下からは既に移しておって、我らヨーナス教会の頭目である教皇殿の住まわれる宮殿の方で今は保管しておるのだ。そちらへ行かねばならぬのだが、《聖人の杖》の保管場所は教皇殿の権限がなければ、儂でさえ入れぬ状態になっておる」

　聖堂地下から引き返す道中、ワーデル枢機卿はぽつぽつとそう話す。

「最初から俺達に《聖人の杖》を渡すつもりは全くなかったんですね……」

　俺は溜め息を吐いた。また説得しなければならない相手が増えてしまった。一刻を争う事態だというのに、何故こんなたらい回しを受けなければならないのか。

「教皇は説得に応じてくれると思いますか？」

「少し時間をもらう必要がある。今すぐに出せとは、とても……」

「悠長に構えている余裕はないんですよ。あなたの権限で、バレないように上手く回収できないんですか？」

「そ、そんな真似はできん！　それに今日はヨーナス様の没した日……祭典の場には教皇様も顔を出すことになっておる。ひとまずは明日まで待ってもらわねば……！」

　こんなところで何日も返事待ちをしているわけにはいかないのだが……。

　さすがに祭典を中断させてまで《聖人の杖》の回収時間を早めろとは言い難にくい。いや、万が一のことを思えば、そうした方がいいのかもしれないが。

「……もう宮殿の地図だけ教えてください。俺がこっそり取ってきますから、事後処理だけ大事にならないようにお願いします」

「何を言っておるのだお前!?」

「俺も当然嫌ですけれど、これがもう一番丸いです」

「し、しかし、しかし……！」

　ワーデル枢機卿が頭を抱える。

　そのとき、外の方から悲鳴が聞こえてきた。一人や二人のものではない。夥しい数の、何百、何千という悲鳴である。

「な、なんであるか？」

　ワーデル枢機卿が狼狽うろたえる。

「……まさか、宮殿の方にもう上位存在の手が？」

　どうやら急いだ方がよさそうであった。
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　聖堂の外に出たとき、ルーペルムの住人達が悲鳴を上げながら走っている姿が見えた。何かから逃げているようであった。ただ事ではない様子である。

「いったい何が……」

「ううむ……どうやら宮殿の方から人が逃げて来ておるようだ」

　ワーデル枢機卿がそう口にした。

　今日はヨーナスが亡くなった日であるらしい。ルーペルムの住人達は彼の死に祈りを捧げるために宮殿前へと集まる習慣があると聞いていたが、この様子を見ると、宮殿に集まり始めていた人達が逃げてきているようだ。

「お、おい、見よ、カナタ！　宮殿の上部が吹き飛ばされておる！　馬鹿な……宮殿には常に《神伐騎士》を置いていたというのに、このような襲撃を許すなど！」

　ワーデル枢機卿が、遠くに見える宮殿を指で示す。

　このルーペルムで最も高い建物のようだが、上部が吹き飛ばされている。何かしらの魔法攻撃によるものらしい。

　不ま味ずいことになった。《聖人の杖》は宮殿に保管されているという話であった。

　その宮殿が襲撃を受けたということは、既に目的であった《聖人の杖》は襲撃者に奪われている可能性が高い。間に合っていたかもしれなかったのだが、ワーデル枢機卿の余計な企てのせいで完全に出遅れる形となった。

　吹き飛ばされた宮殿上部を見ていると、暗い赤色のローブを纏った、痩せた男が目に入った。身体の一部には鎖が巻き付いており、手には枷かせが嵌められている。そして、宝石のあしらわれた、黄金の大きな杖を手にしていた。

　男は大騒ぎになっているルーペルムの街並みを満足げに見渡していた。

「なんだ、あの赤ローブの男……。教会関係者には見えませんが……」

「赤ローブであると!?　よりによって、我らヨーナス教会が忌み嫌う者の格好で、今日という日にこのルーペルムを襲撃するとは！」

　ワーデル枢機卿が激げき昂こうする。

「赤ローブに何か問題があるのですか？」

「大有りである！　なにせ赤ローブは、ヨーナス様の一番の弟子にして裏切り者……《逆さ男ルニマン》が、二千年前の今日にヨーナス様を殺したときの格好であったとされておるのだからな！　我々を侮辱しているとしか思えぬわ！」

　この世界の歴史や宗教には疎いのだが、聖人ヨーナスは自身の弟子によって命を奪われていたらしい。

「ルニマンは酷く身勝手で噓吐きな上に、暴力的な男であったとされておる。村で泥棒を働き捕まり、元々嫌われ者であったことから殴り殺されそうになったところをヨーナス様に助けられたのだ。ヨーナス様と共に人助けと世直しの旅に出て自身の生来の性格を克服したかに見えたが、根っこの部分では変わっておらんかった。ある日、最愛の師であったはずのヨーナス様の命を奪い、行方を晦ましたのだ。何故凶行に及んだのかは、今日に至るまで誰も解明できた者はおらん。ヨーナス教ではルニマンといえば、それは裏切り者を示すのだ」

　ルニマンは随分とヨーナス教の中では嫌われている人物のようだ。確かにわざわざそのような人物の格好をして、ヨーナスの命日にこのルーペルムを訪れるというのは、とても真っ当な人物だとは思えなかった。

「や、奴か……ああっ、見えたぞ！　手に《聖人の杖》を持っているではないか！　あ、あいつがお前達の言っておった、《神の見えざる手》とは別の上位存在の差し金であるのか！」

　俺は赤ローブの男へと意識を向け、ステータスの確認を行う。もし男のレベルが桁外れに高ければ、上位存在の差し金であると考えて間違いないだろう。




ルニマン・ルゲイエ

種族：ニンゲン

Ｌｖ　：２６４３

ＨＰ　：８４５７／８４５７

ＭＰ　：８３８７／８４５７





　やはりレベルが高い。《神の見えざる手》の一員であったラムエルよりもずっと高いので、上位存在からの刺客だと断定して問題なさそうだ。

　ヴェランタが見当を付けていた通り、上位存在は《聖人の杖》の回収を狙って来た。俺よりもレベルが一回り下だったのはありがたいが、問題は既に相手に《聖人の杖》を回収されているということである。

　それに……更に気掛かりなことが一つある。

「一応お尋ねしておきたいのですが……ルニマンのフルネームは、ルニマン・ルゲイエで合っていますか？」

「む……ヨーナス教について何も知らんのかと思っておったが、知っておったのか？」

「知っていたというよりは、今知ったといいますか……」

　どうやらあの赤ローブの男は、二千年前にヨーナスを殺したという、ルニマン本人で間違いないらしい。

　ここまでレベルの高い人間は歴代で見てもさほど多くはないだろうが、それにしてもとんでもない相手を送り込んで来てくれたものである。

「ど、どうしますか、カナタさん？」

　ポメラが杖を握り締めてそう口にする。

「……幸いあの男だけならどうにかなりそうですが、杖の方が厄介ですね。元々俺達が任されたのは、簡単な交渉で済むとソピアが想定していたからです。悪意ある者の手に渡った時点で、《聖人の杖》の危険度が跳ね上がったと考えるべきでしょう」

　一度撤退して応援を呼ぶことも視野に入れるべきだろう。全員他の布石の回収に大忙しのはずではあるが、焦って俺が敗れては意味がない。ヴェランタかノブナガに来てもらえば大きな戦力になるだろうし、ルナエールが呼べるのであればそれに越したことはない。

「おお、おお……逃げ惑いなされ。無力で憐れな、迷い子達よ。我が師ヨーナス様は、人の弱さの全てをお許しになられるでしょう」

　赤ローブの男が大杖を掲げる。

「死霊魔法第十五階位《鼠と死の街ハーメルン》！」

　巨大な魔法陣が展開され、周囲に光が広がる。宮殿付近にいた数百という人の群れが一瞬にして消えたかと思えば、黒い鼠ねずみの群れへと変わっていた。

「な、なな、何だ今のは……何が起きたのだ！」

　ワーデル枢機卿が呆然と呟き、その場に頽れて、地へと膝を突いた。

「おほほほほ！　我が師は、わたくしめの愚かさもお許しになられるでしょう！　そうですよね？　そうでしょう？　ヨーナス様よ！」

　ルニマンが気色の悪い笑い声を上げ、自身の手にしている大杖を愛いとおしげに抱き締める。

　俺は宮殿の上のルニマンを睨む。

　悠長に撤退している猶予はなさそうだ。ここで俺が逃げれば、ルニマンはこの地で更なる厄災を撒き散らし続けるだろう。

　いや、このルーペルムだけで済むとは思えない。こんな人間を送り込んでくるなんて、上位存在は本格的にロークロアに被害が及ぶことを許容し始めたようだ。ナイアロトプの狙いが俺にあるならばこそ、俺がここで安全策を取って逃げるわけにはいかない。

「あんな規模の魔法、有り得ぬ……。ただ一撃で、こんな……お、終わりである、もうこの都市は……いや、世界は！　わ、儂が上位存在に刃を向けようとした、天罰であるというのか？」

　ワーデル枢機卿はその場に座り込んだまま肩を震わせ、頭を抱えた姿勢で動かなくなってしまった。こんな状況であるから仕方がないが、臆病な性格は案外五十年前から変わっていなかったのかもしれない。

「……教皇を説得する手間は省けたみたいですね。あの男を倒して、そのまま《聖人の杖》も回収させていただきます。構いませんね、ワーデル枢機卿」

　俺は宮殿へと一歩大きく踏み出すと、剣を鞘より抜いて構える。

「召喚魔法第十八階位《霊獣死召狗ウルゾツトル》」

　魔法陣が広がる。

　青い美しい毛を持つ巨大な獣、ウルゾットルが現れた。

「手を貸してください、ウル」

「アオオオオォン！」

　ウルが空を見上げて鳴き声を上げた。
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　ウルゾットルが宮殿へと駆ける。こちらへ逃げてくる人達にぶつかりそうになったところで、ウルゾットルは地面を蹴って飛び上がり、背の低い建物から高い建物の屋根へと移る。

　あっという間に宮殿の崩れた上階に立ち、ルニマンの許へと辿り着くことができた。

「おや、おやおや、あなたは……」

　後方から接近した俺へと、ルニマンが振り返った。

　俺は剣を向け、準備していた魔法をルニマンへと叩きつける。

「炎魔法第二十階位《赤き竜アポカリプス》！」

　刃の先から現れた赤い竜が、宮殿上部を破壊する。その瞬間、ルニマンの身体を中心に魔法陣が展開され、彼の姿が消えた。

　別の建物の屋根へとルニマンは移動していた。俺の放った魔法によって燃え上がる宮殿上部へと、ウルゾットルが着地する。

「おお、おお、恐ろしい、恐ろしい……。突然第二十階位魔法を放ってくるとは、想定よりもちと厄介ですな。上位存在の管理がここまでいい加減だったのは、わたくしめの計算違いにございます」

　赤ローブの奥で、大きく裂けた口端が吊り上がったのが見えた。

「やっぱりお前、ナイアロトプの刺客だな」

「半分正解で、半分間違いといったところでしょうかな」

「半分……？」

　俺が問いかけると、ルニマンは大杖へと抱き着き、長い舌でその柄を舐め取った。

「わたくしめが、そう仕向けたのです！　このロークロアの幕を、我が師の御み霊たまを用いて下ろすために！　上位存在ではなく、このわたくしめが！」

「何を言っているんだ……？」

「そもそもこの《聖人の杖》は、わたくしめが造ったものなのです！　上位存在に罪人として縛られれば、その罰として魂は朽ちずに保管され……結果的に、いずれロークロアに真の危機が訪れたときに再臨することができると、わたくしめはそう確信していたのです！　そうすれば幾千年後……信仰によって神に等しき力を得た我が師の力を用いて、この滑稽な人形劇の全てを終わらせることができる！」

　ルニマンは目を見開き、早口でそう捲まくし立てる。目を充血させ、唾を飛ばす。

「そのとき初めて、我が師は上位存在の人形などではなく、真なる救世主であったことになるのです！　予言は、我らの信仰は、真実となる！　子をあやす飴あめでしかなかった偽りの救いが、本物になるのです！　ああ、見ていてくだされ、我が師よ！　わたくしめは、ついに成し遂げるのです！」

「……よくわかりませんが、追い詰められた上位存在が自分を蘇そ生せいするのを利用して、ヨーナスの力で世界を滅ぼすと？　それが何故救いに？」

　俺の言葉に、ルニマンは興奮したように息を荒らげ、身体を背後へと大きく反らした。

「わたくしめが、そう信じているからです！　それ以外に何が必要だと？　我が師との長き旅路は、修行は、わたくしめの内側にある怒りを鎮めることはできなかった！　わたくしめは救われぬ魂であったのか？　否、否！　わたくしめの破壊衝動は、ヨーナス様を上位存在の手の届かぬ、真なる神へと押し上げるためのものであったのです！　上位存在という我らの信仰を否定する壁を前に、わたくしめは悟りを得た！　全てはこのためにあったのだと！　だからこそわたくしめは、我が師を殺あやめねばならなかったのです！」

「真っ当じゃない……」

　これまでロークロアを旅してきた中で理解の及ばない人間も数多く見てきたものだが、ここまで振り切れている話の通じない相手は初めて見た。そもそもヨーナス、ヨーナスと口にしているが、話を聞いている限り、彼の行動はヨーナスの意思でもなんでもない。ただヨーナスを使って世界を乱したいと、ルニマンがそう考えているだけである。

「わたくしめがおかしいと？　自身の在り方とその行く末について思考を巡らせぬ者は、知恵なき獣か、それに相当するほど程度の低い者くらいでしょう。全ての迷い子は、自身の性質と生涯に意味を見つけようと哲学するもの……そうあるべきなのです！　あなたは、違うのですかな？　自身とその生涯に対して、何ら価値を見み出いだそうとはしないのですか？　そうした無価値な生き様こそ、わたくしめの目には酷く憐れに映る！」

　ルニマンが目を細めて、俺を睨み付ける。

「もっと然しかるべき舞台と星せい辰しんにて師との再会を果たしたかったのですが……どうやらそれを選んでいる猶予はなさそうですな」

　ルニマンの周囲に魔法陣が展開される。

「死霊魔法第十七階位《造神骸現インカネーシヨン》！」

　杖から漏れ出した紫の光が、ルニマンの周囲を覆い始めた。すぐにその光は形を作り、髪の長い骸骨の上体へと変化した。ルニマンの背後霊のように、彼の後ろに浮遊している。

　紫の光を纏う骸骨からは、凄すさまじい圧を感じる。アレが恐らくは、《聖人の杖》に宿っていたヨーナスそのものなのだろう。

「おお、師よ！　我が師よ！　二千年間……わたくしめは、ただあなたに会いたいと、そればかり考えておりました！　こうして再会できた奇跡に、言葉もありませぬ！」

　ルニマンは大口を開けてそう叫ぶ。彼の瞳より感涙が溢れ出していた。かと思えば、すぐにルニマンの表情が、元の虚うつろな無表情へと変わった。

「さて……あなたなどどうでもよいのですが、上位存在の意向も無視はできませんからねぇ。すぐに葬って差し上げましょうとも」
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「……これは少し、面倒そうな相手ですね」

　俺はルニマンの背後に浮かぶ骸むくろを睨み、そう呟いた。




ヨーナス

種族：骸神

Ｌｖ　：５５００

ＭＰ　：３１８７７／３２０００





　純粋に俺よりもレベルが高い。

《地獄の穴コキユートス》を出て以来、初めてレベルで負けた。ＨＰがなくＭＰしかない状態も初めて目にした。霊体であるためだろうか？

「死霊魔法第十五階位《唾棄されし亡者ゲヘナ》！」

　ルニマンが杖を掲げて叫ぶ。

　ヨーナスの霊体より、数十にも及ぶ紫の光の髑どく髏ろが放たれた。その全てが俺へと向かって飛来してくる。

　ウルゾットルが建物の屋根を蹴って、髑髏の光より逃げる。だが、髑髏はウルゾットルよりも速かった。俺は背に追い付いてきた髑髏を、剣で叩き斬って打ち払う。

　背後で壁に当たった髑髏が爆はぜる。一瞬の内にして周囲の壁は紫色へと変わり、崩れ落ちていく。どうやらあらゆる物質を一瞬で腐らせる魔弾のようだ。大量に放てて、追尾効果まであるとは、厄介この上ない。

　ルニマンがレベルの高いヨーナスの力を借りて撃ち出している以上、当たれば俺でも無事では済まないだろう。武器もルナエールからもらった《英雄剣ギルガメッシュ》でなければ、斬った時点で髑髏の呪いに負けていたかもしれない。

「おやおや、今のでけりがつかないとは。わかりましたぞ、わかりましたとも、我が師よ！　この男が、我が信仰に対する最後の障害だというわけですな！　だとすればわたくしめは、これまで通り、全力を以もつて排除するのみ！」

　ルニマンが再び杖を掲げる。ヨーナスの霊体より、また夥しい数の髑髏が放たれる。

「キリがない……ウル、突撃してください！　勝負を仕掛けます！」

「アオオオン！」

　ウルゾットルは円を描くように動いて追尾してくる髑髏を振り切った後、一直線にルニマンへと突進し始めた。

「何と愚かなる迷い子よ！　神と化したヨーナス様に正面から挑もうとは！」

　ルニマンが杖を掲げる。

　ヨーナスの霊体の光が外に漏れ出し、またそれが髑髏へと変わっていく。正面から死霊魔法の髑髏で迎え撃つつもりらしい。

「逃げるべきだったな、ルニマン！　《超重力爆弾グラビバーン》！」

　ルニマンの周囲に黒い光が漂う。拡散しかけていた死霊魔法の髑髏が、一斉にその動きを止めた。

「む……これは……！　まさか、馬鹿な！」

　ルニマンの表情に焦りが見えた。

　黒い光が圧縮していく。ヨーナスの霊体も、死霊魔法の髑髏も、黒い光の圧縮に引っ張られる中心部へと押し潰されていく。

　爆音と共に土煙が舞った。

「よし、やった……」

　土煙が晴れたとき、ヨーナスがルニマンに抱き着くようにして彼の身体を守っていた。骸は時空魔法に押し潰されて身体が折れ曲がり、骨のあちこちが破損していた。しかし、ヨーナスがルニマンから離れて再び彼の背後に立つ頃には、既にその負傷は全て再生していた。

「異郷のガキめ……！　まさか、ヨーナス様相手にダメージを通すとは」

　ルニマンは顔に青筋を浮かべ、右の瞼まぶたを怒りで痙攣させる。

「なんて頑丈な！」

　レベル五千五百というだけはある。《超重力爆弾グラビバーン》の破壊力でもどうにもならないとは思わなかった。

「アオオオッ！」

　ウルゾットルはそのままルニマンへと突進していく。

　確かにダメージは通っていたのだ。今の内に畳み掛けるべきだという判断らしい。俺は剣を構えた。

「くらえ！」

　俺はルニマンへと《英雄剣ギルガメッシュ》の一撃をお見舞いした。

　だが、ヨーナスの腕が刃を受け止める。競り合いになるが、駄目だ。明らかに俺の方が力負けしている。

　押し切られると思ったとき、ウルゾットルが素早く身を引いた。地面を蹴って左右に飛び、追尾してくる死霊魔法の髑髏を搔い潜くぐる。

「ありがとうございます、ウル。危ないところでした」

　本当に厄介な相手だ。魔法でも倒し切れない上に、物理攻撃でも隙がない。そして、地力では相手が勝っている。

　術者から離れられないのか、ヨーナス自体が能動的に動き回ってこないのが幸いか。

「オオオオオオオオオオッ！」

　そのとき、ルニマンの背後に、全長二十メートルほどの大きなドラゴンが現れた。口から大きな炎球を吐き出し、ルニマンを狙う。

　ヨーナスの骸の腕が、炎球を手で防いだ。猛炎をものともしていない。

　すぐに死霊魔法の髑髏がドラゴンの身体を滅多打ちにした。ドラゴンの巨軀が紫に変色し、慌てて上空へと逃げていく。上空に逃げたドラゴンだが、その身体の腐食が進んでいき、あっという間に右腕が腐り落ちていった。

「《始祖竜ドリグヴェシャ》……？　何故かようなところへ？」

　ルニマンが目を細め、空へ逃げていくドラゴンを睨む。しかし、ドラゴンが虹色の光に覆われたと思えば、すぐに変色して腐り落ちた肉体が、元通りに再生していた。どうやらフィリアが《夢の砂》の力でドラゴンに化けた姿であったようだ。

「なんだと……？」

　ルニマンが不快そうに声を漏らした。

「精霊魔法第八階位《雷霊犬の突進ライラプスフアング》！」

　ドラゴンの頭上より、魔法攻撃が放たれる。雷の犬が空を駆け抜け、ルニマン目掛けて突進した。雷が爆ぜるが、これもヨーナスによって呆気なく防がれる。

「カナタさん！　ポメラ達も戦います！」

　ドラゴンの頭上でポメラが叫んでいるのが見えた。苦戦しているのを見て、手を貸しに来てくれたようだ。

「羽虫が、二匹増えたようですな」

　ルニマンの眼球がギョロリと動き、ポメラを睨み付ける。
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　フィリアの化けたドラゴンが、ルーペルムの上空を飛び回る。

「ポメラ達も、可能な限りその男の気を引いてみせます！」

　ドラゴンの頭に乗るポメラがそう叫んだ。

「ポメラさん、フィリアちゃん……ありがとうございます」

　確かにポメラのレベルも、フィリアのレベルも、《歪わい界かいの呪鏡》での修行のお陰でそれなりにはなっている。

　彼女達の攻撃は、ヨーナスの霊体にとっても決して無視できるダメージではないはずだ。

　それに、フィリアはレベル以上にタフなのだ。かつてゾロフィリアと戦った俺だからこそわかる。死霊魔法の腐食から一瞬で立ち直ってみせたように、《夢の砂》のお陰で身体を作り変え、ダメージを帳消しにすることができる。相応にＭＰは消耗するが、ＭＰが尽きるまではフィリアが命を落とすことはない。

　レベル五千台を相手にポメラ達を巻き込みたくはなかったが、そんな格好を付けたことを言っていられる余裕が今はない。俺が負ければ、ルナエールも、このロークロアも、どうなるかわかったものではない。上位存在と戦うと決めた以上、俺に敗北は絶対に許されない。

「羽虫が図に乗らないことですな……死霊魔法第十六階位《貪王の槍マモン・スピア》！」

　ルニマンが杖を構えて叫ぶ。

　上空のドラゴン目掛けて、黄金の巨大な槍やりが一直線に飛来していった。ドラゴンは身体を捩よじって躱そうとしたが、肩を抉えぐられていた。

　ドラゴンの傷口に虹色の光が走ったが、肩の怪け我がは回復しなかった。翼の根元を抉られる形になったドラゴンは、飛行能力が不安定になり、大きくその高度を落としていた。

「フィリアちゃんの《夢の砂》が作用しない……!?」

「形ではなく魂を穿うがち、対象を呪う悪魔の槍……。容易く治癒できるとは思わないことですな」

　俺は息を吞む。

　翼がもうまともに機能しないのであれば、上空を飛び回って戦うことは諦めた方がいいだろう。

　ルニマンは純粋に魔法の技量が高く、対応力がある。フィリアがタフとはいえ、長々と戦いながら隙を探る、というのは危険過ぎる。

　それに持久戦勝負になれば、この場で一番レベルの高いヨーナスを味方に付けているルニマンに軍配が上がる。どうにかルニマンの手から《聖人の杖》を奪う方法を考えなければならない。

　ただ、ルニマンをどう攻撃してもヨーナスにガードされる。おまけに素早く強力な攻撃手段を複数所持しているため、決定的な隙を見せない。

「《超重力爆弾グラビバーン》！」

　俺はルニマンへと剣を構える。

　ルニマンの周囲へと黒い光が広がった。無む暗やみに撃ってもＭＰの無駄なのだが、俺の放った魔法の中で一番効果があったのはこの魔法であった。少なくとも当たれば数秒は動きを止められる。フィリアが態勢を整えるくらいの時間は充分稼げるはずだ。

「《短距離転移シヨートゲート》！」

　ルニマンとヨーナスの姿が消え、別の座標へと姿を現した。《超重力爆弾グラビバーン》は不発に終わった。

「本命の爆発の遅さを、重力による拘束で補っている……。わたくしめは、その魔法をもうくらいませんとも」

　ルニマンが歯茎を剝き出しにして笑みを作る。

「ちっ……！」

　無駄撃ちさせられた。

　ルニマンは狂気に駆られているようで、目的のための過程の行動自体は慎重だ。己にレベルの優位性があることはルニマンも気づいているはずだ。しかし、彼はそこに甘えず、一手一手、こちらの弱点を突くように対応してきて、決して無理はしない。

　大おお袈げ裟さに笑ったり嘆いたりしていても、その癖ルニマンはどこか淡々として冷静であった。こんな相手から、どうやって隙を引き出せばいいのか。

　建物の屋根の上にドラゴンが墜落したのが見えた。その瞬間、ドラゴンの姿が消え、肩から血を流すフィリアへと変わった。その傍にはポメラも立っている。

　やはりルニマンの《貪王の槍マモン・スピア》を受けた肩の傷が再生できないのだ。

「フィ、フィリアちゃん！　すぐにポメラが白魔法で治癒を……！」

「大丈夫、ポメラ。フィリア、まだ戦える」

　フィリアは呼吸を整えると、その身体が虹色の光へと包まれる。

　次の瞬間、彼女の身体が、長髪の背の高い男の姿へと変わった。手には《聖人の杖》に似た、大きな杖を持っている。

「なんだ、あの姿……？」

　いったい誰を模しているのか。しかし、誰かは思い出せないが、なんとなくどこかで見たような気がした。

　ふと、ルーペルムで見た彫像の中に、似たような顔の人物がいたことを思い出した。

「もしかしてヨーナスなのか……？」

　フィリアは自身よりもレベルの高い相手の姿に化ければ、その恩恵を受けて自身のレベルを幾つか変動させることができるのだ。翼が使えなくなった以上、ドラゴンよりもヨーナスの姿を借りた方がいいと考えたのだろう。

「死霊魔法第十五階位《唾棄されし亡者ゲヘナ》！」

　ヨーナスの姿を借りたフィリアが、杖を掲げて叫ぶ。無数の髑髏がルニマンへと飛来していき、ヨーナスの骸の腕がそれを払い除けていく。

　対象の劣化になるとはいえ、ヨーナスの魔力をコピーできた上に、追尾機能のある《唾棄されし亡者ゲヘナ》を使えるようになったのは大きい。これでルニマンの動きを少しは制限できるはずだ。

「ふざけやがってあのガキ……なんだあの姿は？　全く我が師に、似てもいないではないか！　ヘタクソが、ごっこ遊びで、ヨーナス様のお姿を穢すなァ！　死ね！」

　ルニマンが顔を真っ赤にして吠えた。

　明らかに平静を失っている。意識がフィリアの方へと固定されていた。

　ルニマンに隙ができた！

「ウル！」

「アオッ！」

　俺の呼び掛けにウルゾットルは即座に応じ、ルニマンの死角へ入り込むように接近する。

　同時に俺は、剣を構えて魔法陣を紡ぐ。この魔法は射程が短く、発動に時間も掛かるが、主であるルニマンの気が削そがれている、今のヨーナスにならば当てられるはずだ。

「……何か企たくらんでおいでのようですな。この程度の小細工で、わたくしめの動揺を誘えるとでも？」

　ルニマンの首が、ぐるりと百八十度回転して俺の方を向いた。

　ヨーナスの骸の腕が俺へと伸びる。駄目だ、一瞬間に合わなかった。

　そのときヨーナスの背に、雷の獣が体当たりした。これはポメラの精霊魔法、《雷霊犬の突進ライラプスフアング》である。衝撃でヨーナスの腕の照準がズレて、俺の頭を掠かすめた。

「ぬぐっ……!?」

　ルニマンが表情を顰しかめる。

　フィリアの死霊魔法への対応に、彼女がヨーナスの姿を取ったことへの動揺、そして背後より接近する俺で、さすがにルニマンの認識が追い付き切らなくなり、ポメラの精霊魔法が完全に意識の外になっていたようだ。

「時空魔法第二十階位《因果破断カルマブレイカー》！」

　俺の展開した魔法陣が強い白の輝きを帯びる。その光はヨーナスの全身を包み込んだ。

　時空魔法《因果破断カルマブレイカー》は、因果の流れに干渉して対象の強化魔法や呪いを切り離すと同時に、聖なる光での攻撃を行う魔法だ。

「よりによって《因果破断カルマブレイカー》とは、厄介な魔法を……！　杖よりヨーナス様の魂を解放しようと目論んでおるのだな！　だが、お前程度の魔力で、神となったヨーナス様を浄化できると……！」

　ヨーナスの霊体に亀裂が走ったかと思えば、その頭蓋が粉々になり、骸の両手が弾け飛んだ。《聖人の杖》に細かい罅ひびが入ったかと思えば、砂になって崩れていく。

「ば、馬鹿な……こんな！　どうして、何故……！」

　ルニマンが手から零こぼれ落ちる砂を必死に手繰り寄せようとしたが、それが叶かなうわけもなく、風に流されて消えていった。

「ヨーナスが心から抵抗していれば、耐えきれたかもしれないな。だが、お前の師はそれを望んでいない」

「有り得ぬ……ヨーナス様の精神は、わたくしめが呪いで破壊したのだ！　それも、二千年も前に！　今残っているのは、信仰の受け皿となる傀かい儡らいに過ぎぬはずだ！　ヨーナス様が、自身の意志で魔法を受け入れるなど……！」

　そのとき一陣の風が吹いた。散っていったヨーナスの霊体の光が集い、骸ではない、ヨーナスの肉体を形作った。

「わ、我が師……？」

　ルニマンがヨーナスへとよろめきながら歩み寄る。

『お前に、人並みの幸せを与えてやりたかった。だが、それはついに叶わなかったようだ。せめて安らかに眠るがいい』

　ヨーナスのものらしき声が響く。

　ヨーナスの精神は、ルニマンの呪いを受けようとも、二千年の月日が経たとうとも、完全には失われてはいなかったようだ。

「我が師よ……！　何故、何故わたくしめの信仰を邪魔するかァッ！」

　ルニマンがヨーナスへ摑つかみ掛かる。ヨーナスの身体はすり抜け、ルニマンはその場で派手にひっくり返った。

　思いの外手間取ったが、ついに目的であった《聖人の杖》を破壊することができた。
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「はぁ……はぁ、はぁ、はぁっ！　わたくしめの、わたくしめの二千年が無駄になったというのか！　有り得ぬ……こんな……！」

　ルニマンが懸命に《聖人の杖》の断片を搔き集めようとする。俺は彼の傍らへと立ち、頭に刃を突きつけた。

「勝負は終わったな。上位存在について話すつもりは……」

「貴様、貴様貴様貴様！　ヨーナス様を消し去りおって……その魂、永えい劫ごうに呪われるがよい！」

　ルニマンが血の涙を流しながら、鬼の如き表情で俺に摑み掛かってきた。

　俺は背後に引いてそれを躱し、剣を振るった。

　ルニマンの腹部に斬撃が走り、彼の上半身と下半身が離れ、地面へと頽れた。

《聖人の杖》さえ消えてしまえば、ルニマン自身はただのレベル二千である。

「あ、ああ、あああ……わたくしめが二千年も苦難に耐えてきたのは、何のために……？　あと一歩で……ああ、世界が災禍に沈むところが見られたというのに……！」

　ルニマンが痙攣する腕を天へと伸ばす。

「まだ生きているのか」

　俺が声を掛けると、ルニマンが俺の方を向いた。

「散々大層なことを口にして……結局お前は信仰を全うしたかったわけじゃなくて、殺さつ戮りくを楽しみたかっただけか」

「フ、フフフ……迷い子は皆、自身が生きるために必要なものに、理由を求めるというもの……。わたくしめにとっては殺しと滅びこそが全てであり、それを肯定するための理由がヨーナス様であった、ただ、それだけのこと……」

　ルニマンが目を見開き、裂けた口の端を大きく吊り上げる。

「異郷の者よ、聞こえますかな、鼠共の這い寄る音が」

　俺は周囲に耳を傾ける。微かすかに小動物の動き回る音が聞こえる。建物の崩落した瓦が礫れきの山へと目を向ければ、鼠達がその間を怯おびえ、惑うように駆け回っていた。

「わたくしめの呪いで、人の姿を奪ってやった者共ですよ。この呪いを受けて人の姿を失くした者は、知性を忘れ、ただ漠然と自身が他の何者かであったはずだという想おもいを抱きながら、無意味な生を送り続けるのです」

　ルニマンが最初に使っていた死霊魔法《鼠と死の街ハーメルン》のことらしい。

「わたくしめは、この呪いが好きで好きで堪たまらない。世界をこの呪いで満たしたかったものだが……ああ、せめて死の際に奴らの這う甘美な音が聞けたのは、わたくしめにとって細やかな幸福というべきか。ロークロアに、呪いあれ！　願わくは、他の御二方が世界を滅ぼしてくださるよう、祈っておりますよ……！」

　ルニマンが悪鬼のような顔で微笑ほほえみ、痙攣する両腕を、真まっ直すぐに天へと伸ばす。

　……最後の最後まで、徹底して不愉快な男だった。

「白魔法第二十階位《蛇神の救光ゴルゴンテアー》」

　そのとき、ルーペルムの都市全体を光が覆った。

　眩まばゆさに目を手で覆いながらも、光の許へと目を向ける。高い塔の上に、ルナエールが立っていた。

「ルナエールさん？　何故こちらへ……？」

　彼女は他の複数の布石の回収で、俺達よりも遥かに忙しかったはずなのだが……。そもそも、先の魔法は何だったのだろうか？

　俺が疑問に思っていると、周囲から一斉に歓声が上がった。

　とっくに周囲の人達は避難していたはずなのに、いつの間にか人だかりができていた。

「な、何があったんだ……？　俺は殺されたんじゃ……」

「さっきまで、鼠にされていたような気がする……。で、でも、戻れた……戻れたんだ！」

　ルニマンに鼠にされていた人達が元の姿に戻ったようだ。どうやらルナエールが先程使ったものは、死霊魔法の解呪の魔法であったらしい。

「馬鹿な……何故、何故だ！　何が起きている！　わ、わたくしめの魔法が、こんなあっさりと解呪されるわけがない！　何かの間違いだ、こんなことは……！」

　ルニマンが悲鳴のような声を上げる。

「何一つ上手くいかなかったらしいな、ルニマン」

　俺は剣を持つ手を振り上げる。

「認めぬ……認めぬぞ、こんなことは！」

　ルニマンが叫ぶ。

　俺は剣を振り下ろし、ルニマンの頭部を砕いた。刃を振るって血を払い、剣を鞘へと戻した。

「カナタさんっ！」

　ポメラとフィリアが俺の許へと駆けてきた。フィリアはぐるぐると、右の肩を振り回している。

「ね、ね、カナタ！　さっきの光のお陰で治った！」

《貪王の槍マモン・スピア》で受けた、再生できない傷が元通りになっている。先のルナエールの解呪の魔法で、不可逆の呪いとやらも無事に解けたらしい。




　俺達は騒ぎに乗じてその場から離れ、人気のない通りでルナエールと合流を果たした。

「来てくださったんですね。ありがとうございます、ルナエールさん」

「ええ、カナタの様子を《ティアマトの瞳》で確認していて、状況がよくないと思い……」

　ルナエールは得意げにそこまで話した後、さっと顔色を青くして自身の口許を手で覆った。

「……いえ、なんとなく嫌な予感がしたので、手も空いたのでこちらへ駆けつけました。ただ、襲撃者の討伐は無事に終わっていたようですね。一足遅れました」

「手が空いたって……ルナエールさん、色々とヴェランタから押し付けられていましたよね？　そっちの布石は……」

「終わりました」

「えっ」

　ルナエールはやや得意げな様子で腕を組む。

「《飢餓の巨人》も《世界獣》の討伐も、《竜の宝珠》も《破滅の書》の破壊も終わりました。カナタに何かあってはいけないと思って、すぐに向かえるように大急ぎで行動していましたから」

「な、なるほど……」

　スピード解決過ぎる。ヴェランタの見込みでは、四つ共《聖人の杖》よりも遥かに厄介な案件であったはずなのに。こうなるともう、俺達が上位存在対策でできることは、全て終えてしまったのではなかろうか。

　ひとまずルニマンのこともあるので、一度ヴェランタの許へと報告しに行った方がいいだろう。

「本当に……ルナエールさんには、敵う気がしません……」

　ポメラがそう口にして、深く溜め息を吐く。

「ポメラ、頭下げて。なでなでしてあげる！」

「ありがとうございます……フィリアちゃん」
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　ロークロアの空を飛ぶ、一人の悪魔がいた。

　七メートルはある巨大な身体からだをしており、灰色の体表を有していた。背からは大きな翼を伸ばしている。

「上位存在あのクソ共の遣いなのは気に食わねぇが……一万年振りのロークロアだ。派手に荒らしてやるよ」

　大地を見下ろして、邪悪な笑みを浮かべる。

　彼はルシファー。ルニマン同様に、ロークロアの大罪人として異次元に隔離されていた《久遠の咎とが人にん》の一人である。

　元はロークロア創世の際に、世界の管理者として産み落とされた古いにしえの悪魔の一柱であった。だが、その身勝手かつ残酷な管理を問題視され、『このままではロークロアを滅ぼす』として、ロークロアより隔離されていたのだ。

　ルシファーが向かう先は、ロークロアの世界に降り立ったときより決まっていた。

「やっぱしまずはあそこに行かなきゃならねぇよなァ。後悔するなよナイアロトプ、何してもいいって言ったのはテメェだぜ？　まさか俺様が、この期に及んで言われたことだけやるいい子ちゃんだとも、お前も思っちゃいなかったよな。愚図だった後輩ちゃんの成長も見届けてやらねぇとならねぇからなァ」

　ルシファーは高度を引き上げ、遠くへと目を向ける。

　広大な森の奥地に、老朽した神殿跡が見えた。その遺跡を見つけると、ルシファーは口端を吊つり上げ、牙を覗のぞかせた。

「来た来た来たァ！　この魔力の感じ……《地獄の穴コキユートス》で間違いねェ。この世界ぶっ壊すなら、ここしかねェよなァ！　地上に深しん淵えんの魔物共を放って、全てを台無しにしてやるよォ！」

　ルシファーが目指していたのは《地獄の穴コキユートス》であった。《地獄の穴コキユートス》の地下深くには、地上に出すわけにはいかない、規格外の高レベルの魔物達たちが封印されている。

　仮にこの地の封印を解けば、ロークロア全土は高レベルの魔物達で溢あふれ返ることになる。地上の全てが最低でも千以上のレベルがない者は生き残ることさえもできない、魔境の地と成り果てるだろう。

「あん……？」

　ルシファーが上空より《地獄の穴コキユートス》の入り口を眺めていると、遺跡の物陰より、黒い輝きを帯びたゴーレムが姿を現した。

　顔には円形の仮面が付けられている。ゴーレムは一体ではなく、遺跡のあちこちから姿を現す。この様子では、内部にも相当数潜伏しているようであった。ゴーレム達は上空のルシファーを感知しているらしく、彼の方へと顔を向けていた。

「……《地獄の穴コキユートス》をゴーレムが管理？　あの視線……まさか、この俺様を、挑発してやがるのか？」

　黒いゴーレム軍団はヴェランタの配置したものであった。

　上位存在が《地獄の穴コキユートス》に干渉してくることはヴェランタの想定内であった。そのため彼の《神の祝福ギフトスキル》である《万能錬金》を用いて、警備のためにゴーレム軍団を用意したのだ。

　更に周囲の地面が盛り上がったかと思えば、蜘く蛛もを模した形をした、大型のゴーレムが姿を現した。こちらも単体ではなく複数である。どれも円形の仮面を付けており、顎の下には大きな魔力結晶が埋め込まれている。

　蜘蛛のゴーレムの顎下についた魔力結晶が光を帯び、上空のルシファー目掛けて魔力の塊を放つ。ルシファーはそれを手で払い除のけるが、立て続けに他の蜘蛛型ゴーレムが光を放ってくる。ルシファーは高度を上げてゴーレムの攻撃を躱かわす。

「チィ……一体一体が、レベル千近くありやがるな、鬱陶しい……」

　ルシファーは舌打ちをし、左腕を掲げた。

　手の先に黒い炎が浮かび上がったかと思えば、それは無尽蔵に膨れ上がっていく。あっという間に、全長百メートルにも及ぶ黒い炎の球体へと変化した。

「ブチ死ね！　炎魔法第二十五階位《没する大妖星ステラバズーカ》！」

　ルシファーが腕を振り下ろす。

　黒い巨大な炎球が大地へと落ちていく。《地獄の穴コキユートス》の入り口である遺跡に触れた瞬間、大爆発を引き起こした。周囲数百メートルに亘って地表が深く抉えぐれる。範囲内の木々は跡形もなく消し飛んでいた。

《地獄の穴コキユートス》の表に出ていた遺跡も完全に消失しており、跡には巨大な窪くぼんだ地面と、その中央に広がる大穴だけが残されていた。当然、ヴェランタのゴーレム軍団など、ただの一体も残っているはずがなかった。

「カハハハハ！　そんな玩具で、俺様を止められると思っていやがったのかよ！　めでたい奴やつらだなァ！」

　ルシファーは高笑いを上げると、翼を畳んで一気に急降下を始め、大穴の中へと飛び込んでいった。

《地獄の穴コキユートス》の内部へと侵入したルシファーは、そのまま翼を広げて低空飛行し、高速で最奥部へと目掛けて突き進んでいく。

　道中の多種多様な《地獄の穴コキユートス》の魔物達も、ルシファーの敵ではなかった。遮る魔物達に対し、彼は足さえ止めることなく、翼で弾はじき飛ばし、鉤かぎ爪づめで抉り殺した。

「こんなに広かったか。身体慣らしがてらだと思ってたが、さすがに面倒だな」

　ルシファーを中心に魔法陣が展開される。

「時空魔法第二十階位《暗黒門アビスゲート》」

　ルシファーの身体が黒い影へと変わり、高速で真下へと落ちていった。影となったルシファーはそのまま《地獄の穴コキユートス》の地面を透過して、次々に下の階層へ、下の階層へと飛び込んでいく。

　そうして半刻と経たたぬ内に、《地獄の穴コキユートス》の最奥部である、地下百階層へと辿たどり着いてしまった。

　地下百階層では、無限に虚空が広がっている中、クリスタル状の大きな通路が先へと真まっ直すぐに続いている。

　時空魔法で黒い影へと姿を変えていたルシファーは、その姿のままクリスタル状の床の上へと着地した。

　クリスタル状の通路の先は、王座へと続いている。そこには《地獄の穴コキユートス》の主である大悪魔、サタンが鎮座していた。

　サタンは目前に巨大な影が落ちたのを見ると、その四つの大きな眼めを細め、王座より立ち上がった。

「何者だ？　《地獄の穴コキユートス》には、特殊な上位存在の結界が施されておる。転移や透過など、この地を司つかさどる我以外にできるはずが……」

「おいおい、俺様を忘れたのか？　舐なめたことを口にしてくれるじゃねぇの。元々ここは俺様の管轄地だぜ？　随分と偉くなったもんだなァ、サタン」

　影が元の形を取り戻していき、ルシファーへと変わった。サタンはその姿を目にして、目を見開いた。

「ル、ルシファー!?　馬鹿な、上位存在が貴様を解放するわけがない！」

「飽きたんだってよ、ナイアロトプちゃん。このロークロアはもう、俺様が好きに遊んじまっていいってよ」

「馬鹿な……上位存在が、このロークロアを見捨てたというのか！　そのようなこと、起こるはずがない！」

「おいおい、俺様がここにいる時点でわかるだろうがよ。俺様だって、上位存在様の命令には刃向かえねぇんだからよォ。ま、テメェの《地獄の穴コキユートス》管理の役割もこれまでってわけだ」

　ルシファーが戯おどけたように肩を竦すくめる。

「テメェはセコセコと上位存在連中の言うこと聞いて取り入ってたんだから、どうせロークロアがぶっ壊れた後も別の世界で雇ってもらえんだろ。知性のある悪魔が新規世界の調整に入るのはよくあることなんだからよ。オラ、とっとと《地獄の穴コキユートス》の管理権を寄よ越こせよ。アレが欲しいんだよ」

「…………」

　サタンは足あし許もとの虚空へと視線を落としたまま、沈黙した。

　サタンもルシファーが権限の濫用でロークロアを狂わせ、別次元へと幽閉されていたことを知っている。

　彼が別次元より戻ってきたのは、上位存在の意向以外に有り得ない。そして上位存在がルシファーをロークロアに改めて遣わしたということは、このロークロアを見限ったということである。上位存在に見限られた世界は滅びるしかないのだ。

「どうした、さっさとしろ。あんまりイライラさせてくれんなよ。テメェをぶち殺して回収してやってもいいんだぜ？」

　ルシファーがサタンを睨にらみ付ける。

　サタンは沈黙したまま腕を振るった。彼の手に、髑どく髏ろの装飾の付いた大おお杖つえが握られる。

　この《黙示録の黒こく杖じよう》こそ、《地獄の穴コキユートス》の王である証あかしである。上位存在が展開した《地獄の穴コキユートス》を制御する結界を、細かく調整する力がある。

《黙示録の黒杖》さえあれば、《地獄の穴コキユートス》の魔物達を地上へ解放することも容易たやすい。そうすればロークロア全土が文字通り地獄と化すだろう。

「はぁ……一万年前から変わらずノロマだな。こっちは別にぶっ殺して奪っちまってもいいわけだが？　勿もつ体たい振ぶってないで早くそいつを……」

　サタンが《黙示録の黒杖》をルシファーへと構えた。

「我の使命は……この《地獄の穴コキユートス》を統率し、ロークロアの地を守護することである！」

　大きな魔法陣が展開され、その中央より、巨大な炎の竜が現れた。真っ赤な炎の竜は、一直線にルシファーへと向かっていく。

「馬鹿が、その使命を出したのが上位存在だろうがよ」

　ルシファーが呆あきれたように口にする。

　地面を蹴って翼を広げて飛行し、あっさりとサタンの放った赤い竜を躱す。そのままサタンの横を通過し、彼の背後に立った。

　サタンの六本の多腕の内、三本が宙を舞った。擦れ違い様にルシファーが爪そう撃げきをお見舞いし、切断したのである。《黙示録の黒杖》も、既にルシファーの手に渡っていた。

「ぐ……ぐぉおおおおおお！」

　サタンが悲鳴を漏らし、腕の切断面を押さえてその場に屈かがむ。

「テメェ如ごときがこの俺様に敵かなうわけねぇだろ、あァ？　舐めてんの？」

　ルシファーが《黙示録の黒杖》を、サタンの頭へと突き付ける。

「こ、殺すがいい！」

「はぁ……ま、俺様に突っかかった時点で自殺みたいなもんだわな。死を覚悟した奴を殺すのって、なんかスッゲー詰まらねぇじゃねぇかよ」

　ルシファーが魔法陣を展開させる。

「死霊魔法第十四階位《蛙呪変鏡ラナカース》」

「なっ！　あ、あが……！」

　サタンが怪しげな紫の光に包まれていく。サタンの十メートルほどあった身体は見る見る内に小さくなり、黒いぶよぶよとした、四つ目の肉塊に変わった。短い手足で、何かに脅おびえるようにどたどたと動く。

「オエッ……オ、オエッ」

　ぽかんと開いた口が間抜けな声を漏らす。それは嘆きか、嗚お咽えつのようでもあった。

　ルシファーは杖の尾で地面を突く。

「ハハハハハハ！　蛙になっても死ぬほど不細工だなァ、テメェはよ！　この俺様に刃向かった奴が、楽に死ねるわけねぇだろうが！　そんなにこのロークロアが好きなら、特等席で見せてやるよ！　この世界が地獄へと変わる様をな！」

　ルシファーは笑い声を上げると、王座へと豪快に座った。

「ひ弱な地上の奴らが、《地獄の穴コキユートス》の魔物で溢れた世界でどうするのか楽しみだぜ！　テメェもそう思うだろう、サタンよ？」
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　無事にルニマンを討伐し、目的であった《聖人の杖》を破壊することに成功した。ルナエールもノルマであった布石の回収を全て終えてしまったようだ。

　ルニマンはどうやら上位存在から直接送り込まれてきたようであった。いよいよナイアロトプも形なり振ふり構わずに仕掛けてきたといったところか。

　ひとまずルニマンのことも含めて、一度ヴェランタの許へと報告しに行った方がいいだろう。

「ただ、ヴェランタに報告しに行くのも一苦労ですね。あの人も今、布石の対応に追われているんですよね？　《神の腕》で待っていた方がいいんでしょうか？」

「その心配はありませんよ」

　ルナエールはそう言うと、懐より金色の輝きを帯びた水晶を取り出した。

「それは……？」

「《ティアマトの瞳》です。魔力は少しばかり嵩かさみますが、好きなときに、好きな場所の様子を確認することができるアイテムです。ソピアがくれたのです」

「あのハイエルフの商人が……？　こんなもの《地獄の穴コキユートス》にもなかったはずです。気軽に渡せるようなものだとは思えないのですが……降伏の証として、みたいなものでしょうか？」

「わかりません。ソピアがこれを渡してくださったときは、私は彼女が《神の見えざる手》の一員であることをまだ知りませんでした。ただ偶然の邂かい逅こうであったのです。おまけに私と彼らが明確に対立していた時期でもありました。結果的に私は、このアイテムのお陰で《神の見えざる手》の所在を暴くことができたんです。ソピアはソピアで《神の見えざる手》ではなく、何か自分の意図があって動いているのかもしれませんね」

　……ソピアは《神の見えざる手》の一員でありながら、自身らと対立していたルナエールに《ティアマトの瞳》を渡した？

　少しきな臭い話であった。

《神の見えざる手》は不老の化け物揃ぞろいだ。ゼロについては何も聞いていないためわからないが、ヴェランタは錬金術で自身の身体を造り替えており、ラムエルは竜穴の影響で老いを忘れており、ノブナガは不老の魔物である鬼の血が流れているのだという。

　そしてソピアは長命のハイエルフの中でも始祖に近い存在であり、半永久的に寿命が訪れないそうだ。《神の見えざる手》の中でもソピアがぶっちりぎりで長命であり、一万歳前後であると聞いている。

　そうした意味では、ヴェランタよりもこのロークロアの世界の秘密を知っていてもおかしくはないのだ。

「《神の見えざる手》が俺達に敗北することを望んでいた……？」

「ええ、私もその可能性を考えています。恐らくソピアには、私達よりもずっと先の盤面が見えている」

　味方ならばいいのだが、一応警戒しておいた方がいいだろう。心中を隠したまま状況を操っているのならば、腹に一物あってもおかしくはない。

「……主ニビビッテ、形振リ構ワズ逃ゲタダケジャネ？」

　ノーブルミミックが口を挟む。

「ソピアは万の歳月を生きた世界の記録者ですよ。侮らない方がいいと思います」

　ノーブルミミックはどうにも楽観的に考えすぎるところがある。

「充分有リ得ルト思ウガ……」

　ノーブルミミックが不服そうにブツブツと呟つぶやく。

「ただ、ソピアについてはひとまず置いておきましょう。彼女に頼らざるを得ない状況ですしね。ルナエールさん、丁度いいタイミングで駆けつけて来てくれたと思ったら、その《ティアマトの瞳》でこちらの様子を見守っていてくれていたんですね」

「ひゃうっ!?　い、いえ、別に私はそんな、ずっとカナタの様子を監視していたわけではありませんよ！　ほ、本当です！　久々に少し苦しい連戦だったので、魔力もさすがに、そこまで余裕がありませんでしたから！　消耗が激しくて、私でもあまり長々と使えるものではないので！　ノーブルに確認してもらっても構いませんから！」

　ルナエールがあたふたと弁解する。

「いえ、そんなことは言っていませんが……。えっと、とにかくそのアイテムで、ヴェランタ達の様子を少し確認してみてください」

「え、ええ、任せてください」

　ルナエールがそう言って、《ティアマトの瞳》に魔力を込める。水晶に映し出されている景色が目まぐるしく変わっていく。

「《神の腕》には誰もいませんね。とすればヴェランタは、《地獄の穴コキユートス》の守護の方に当たっているはずで……なんでしょうか、これは？」

　ルナエールが表情を曇らせる。

　俺も水晶を覗き込むと、そこには大きな城壁が映っていた。たくさんのゴーレムがおり、冒険者や王国兵らしき者達の姿も見える。

　彼らは、大きな岩塊の魔物と戦っていた。岩塊の魔物は全長五メートル近くあり、体表に不気味な無数の眼球が浮かんでいた。

「ど、どこですか、これは？　この魔物はいったい……」

「……座標は間違いなく《地獄の穴コキユートス》です。この魔物もあそこで目にしたことがあります。見てください、城壁に囲われたこの大穴……恐らく、ここが《地獄の穴コキユートス》に繫つながっているのでしょう」

　言われてみても、まるでピンと来なかった。俺の知っている《地獄の穴コキユートス》の入り口とは、全く別の場所になってしまっている。

　見慣れない城壁が聳そびえ立っていることもそうだが、《地獄の穴コキユートス》の入り口周辺の木々が根こそぎなくなってしまっている。

　また、《地獄の穴コキユートス》の入り口も古い神殿で隠されていたのだが、その神殿も跡形もなくなってしまっていた。

「《地獄の穴コキユートス》から魔物が溢れ出るようになって、周辺都市の冒険者がなんとか食い止めようとしている……？」

　いや、それだけではさすがに対抗できないだろう。

《地獄の穴コキユートス》の魔物はレベル千超えの個体がザラに存在する。現地の冒険者は大半がレベル百足らずであるはずだ。

　恐らくこの城壁やゴーレムはヴェランタの能力で生み出したものである。ヴェランタのゴーレムが主戦力となって食い止めて、冒険者達がその補佐を行っている形だろう。

　ただ、今はどうにかなってはいるようだが、いずれ限界が来る。俺達もすぐにでも向かうべきだろう。

「俺達も《地獄の穴コキユートス》へ向かいましょう」

「それがよさそうですね」

　俺の言葉にルナエールが頷うなずく。

　しかし、《地獄の穴コキユートス》はサタンが中の魔物達を管理していたはずだ。いったい何な故ぜこのようなことになってしまったのか。

「ウル……俺の契約精霊に乗って移動しましょう」

　飛行速度はルナエールの方が速いだろうが、俺とポメラ、フィリアが彼女の身体にしがみついて移動するわけにもいかない。全員でウルゾットルの背に乗った方がいい。

「召喚魔法第十八階位《霊獣死召狗ウルゾツトル》」

　魔法陣が広がる。その中央に、全長三メートルの、青い美しい毛を持つ巨大な獣が現れた。

「アオオオンッ！」

　ウルゾットルの金色の瞳がルナエールを捉え、二叉の尾がゆらゆらと揺れる。

「っと、すみませんルナエールさん！　ウルは初対面の相手がいると、興奮して飛び掛かる癖が……！」

　ウルゾットルはルナエールへと突進していき……彼女の目前で急停止して、ガバッと地面に伏せた。尻尾が地面にだらりと垂れており、身体が小さく震えている。

「ク……クゥン……」

「……ウルさんが怯おびえているところ、初めて見ました」

　ポメラが伏せているウルゾットルを見て、そう口にした。フィリアも大きな目を瞬かせて、驚いた顔でウルゾットルを見つめている。

　……どうやらウルは本能的に、ルナエールが格上の相手であることを感じ取ったようだ。いや、《冥府の穢けがれ》のこともあるのだろうが。
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「……私は並行して飛んだ方がよさそうですね」

　ルナエールが寂しげにそう言った。
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　俺達が《地獄の穴コキユートス》に辿り着いたとき……神聖都市ルーペルムより《ティアマトの瞳》を用いて確認したときよりも、既に魔物の数が増えていた。城壁は崩され、あちらこちらにゴーレムの残骸が見える。

「ヴェランタはどこに……？」

　俺はウルゾットルの背より、彼の姿を捜す。

「いました、カナタさん！　あそこです！」

　ポメラが指で示した先に、ヴェランタの姿が見えた。

　ヴェランタは城壁の残骸の上を跳び回り、巨大な鳥の魔物と戦っていた。

　鳥は炎の鎧よろいを纏まとっており、炎球を飛ばしてヴェランタを攻撃している。ヴェランタも負けじと隙を見て《万能錬金》で造り出した武器を射出しているようだが、相当タフな相手らしく、あまりダメージになっているようには見えなかった。

「あの鳥……フェニックスですね。レベルもそれなりに高く、ＨＰが０になっても何事もなかったように回復する厄介な魔物です。楽に倒すには物理的に叩たたいて相手の隙を作った後に、死霊魔法で直接生命を絶つのが一番です。彼では少々荷が重いでしょう」

　ウルゾットルと並行して空を飛んでいたルナエールが、速度を速めてヴェランタの許へと向かっていく。

「グゥオオオオッ！」

　フェニックスは大きく嘴くちばしを開いて鳴き声を上げ、突如向かって来たルナエールへと威嚇する。ルナエールは全く気け圧おされる様子もなくそのまま接近し、魔法陣を展開する。

「《超重力爆弾グラビバーン》」

　黒い光がフェニックスを巻き込んで暴縮する。

　フェニックスの身体が球状に押し潰され、周囲へ炎が舞った。

　フェニックスの肉体は潰されていたが、しかし、すぐさま元の形を取り戻そうと再生を始めていた。

　ルナエールは素早く潰れたフェニックスへと手を伸ばす。

「《死の体現デス》」

　フェニックスを中心に、紫の光が広がった。

「ギィッ！」と断末魔の叫びが響いたかと思えば、フェニックスの身体が灰へと変わってバラバラに砕け散っていく。

　ヴェランタは肩を落として、深く息を吐いた。それからウルゾットルに跨またがる、俺の方へと目を向ける。

「ふぅ、カナタ達か……助かった。悪いが見ての通り、我は《地獄の穴コキユートス》の守護に失敗した。恐ろしく強い悪魔が襲撃してきて、周囲の地表ごと我の守りを吹き飛ばしたのだ。とてもではないが、戦いにもなりそうになかった。巻き込まれぬように、隠れて撤退するのが限界であった」

　ヴェランタが申し訳なさそうに口にする。

「悪魔が襲撃……」

　レベル四千前後の相手であれば、ヴェランタであれば『戦いにもなりそうになかった』とは口にしないだろう。低く見積もってもレベル五千以上の相手だと考えるべきだ。

　そしてそんな悪魔の存在を、これまで《神の見えざる手》が全く感知できずに見逃していたとは思えない。

　考えられることは一つである。ルニマンと同じく、上位存在の送り込んできた刺客だということだ。

『ロークロアに、呪いあれ！　願わくは、他の御お二ふた方かたが世界を滅ぼしてくださるよう、祈っておりますよ……！』

　敗北を悟った際のルニマンの言葉である。恐らく上位存在の送り込んできた刺客は合計で三人いるのだろう。その二人目というわけだ。

「現在は《地獄の穴コキユートス》から溢れ出てくる魔物の相手をしているというわけだ。とにかく戦力が必要であったため、ソピア商会に傘下の傭よう兵へいを動かさせて、並行して近隣都市のＡ級以上の冒険者を集めさせて援護を依頼している」

「なるほど……事情はわかりました。ただ、《地獄の穴コキユートス》は広大で、中には夥おびただしい数の魔物達がいます。既に消耗しつつある今の戦力では、これから援軍が増えていったとしてもじり貧に……」

「そなたら二人……カナタとルナエールに頼みたいことがある。恐らく、先に向かった悪魔が《地獄の穴コキユートス》の封印を解除したのだ。そなたら二人で件くだんの悪魔を追い掛け、討伐してもらいたい」

「俺とルナエールさんで、ですか？」

「ああ、相手の悪魔は相当な高レベルである。生半可なレベルでは掠かすり傷きずさえ与えられない。この場の戦線の維持も怪しいため、できればポメラとゾロフィリアにはここに残ってもらいたい。ポメラの白魔法と、ゾロフィリアの範囲攻撃があれば、しばらく地上は安泰のはずである」

　確かに話を聞く限り、《地獄の穴コキユートス》へ飛び込んだ悪魔はヨーナス以上にレベルが高いことを覚悟しておくべきだろう。

　ポメラの魔法では外傷にさえならないかもしれない。ならば、無理に連れて行くより、地上の防衛に残ってもらった方がいい。

　俺はちらりとルナエールを見た。

「やりましょう、カナタ。この世界の厄介な布石自体はほとんど処理し終えているはずです。大分レベルの高い相手のようですが、上位存在にとっても切り札であるはず。この局面でこのような戦力を投じてきたということは、いよいよあちらも弾切れだということです」

「わかりました。《地獄の穴コキユートス》の悪魔は、俺とルナエールさんで倒しましょう。ポメラさん達は、地上で魔物の相手をお願いします」

「は、はいっ！　ポメラ達もせいいっぱい頑張りますから、カナタさんとルナエールさんも、お気を付けてください」

「ココニ来テ、《地獄の穴コキユートス》ニ戻ル事ニナルトハナ。カナタ、イッチョヤッテヤロウゼ！」

　ノーブルミミックが舌を伸ばして息巻く。

「ノーブルは地上に残った方がいいのでは？」

　ルナエールが顎を押さえながらそう口にした。

「ナッ！　マタ、カナタト二人ニナリタイカラッテ……！」

「いえ、今回の相手はノーブルよりも遥はるかにレベルが高そうですし、ノーブルはあまり使い勝手のいい遠距離魔法も持っていませんから。純粋に危険だと思います。地上で魔物を倒してもらった方が、戦力面としてはありがたいでしょう」

　ルナエールが淡々と首を振ってノーブルの言葉を否定する。

　一切の照れが見えない。これはただの、純粋な戦力外通告であった。ノーブルもそれを察したらしく、がっくりと舌を垂らして項うな垂だれた。

「ち、地上はお願いします、ノーブル。俺達が例の悪魔に追い付くまで、少々時間が掛かるかもしれません。レベル三千台のノーブルが地上にいてもらえると、俺も安心できます」

「……フォローガ心苦シイゼ」
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　俺とルナエールは《地獄の穴コキユートス》の内部を移動していた。俺はウルゾットルに乗って床を駆け、ルナエールはその横に並んで飛行している。

　さすが長らく《地獄の穴コキユートス》で生活していただけはあり、ルナエールの道筋選択は的確であった。最短経路であっという間に下の階層、下の階層へと突き進んでいく。道を塞ぐ魔物達も、ほぼノータイムで突破していった。

　ただ、それでも、先に《地獄の穴コキユートス》に降りたらしい悪魔には一向に追い付けなかった。俺とルナエールが地下九十九階層に辿り着いたときには、既に突入から三日が経過していた。

「結局最奥地まで来てしまいました。地上は大丈夫でしょうか」

「時間が経てば、布石回収に向かっていた他の《神の見えざる手》の者も援護に回ってくれるはずです。ポメラさんにフィリアさん……それから、ノーブルもいますから、地上はきっと問題ありませんよ」

　ルナエールはそこまで言って、前方へと目を向ける。

「……それより、今は私達の相手に専念しましょう」

　俺達の視線の先には、地下百階層へと続く、大きな階段があった。

　これまでの《地獄の穴コキユートス》とは一変して、透き通ったクリスタルの階段である。そして透明なクリスタルの下には、延々と虚空が広がっているのが窺うかがえる。この先に俺達の追っている悪魔が控えているはずなのだ。

　階段を下りて、真っ直ぐにクリスタルの通路を移動していく。

　以前ここに来たときに見た、大きな王座が目に付いた。だが、そこに座り、大きな髑髏の杖を掲げているのは、《地獄の穴コキユートス》の番人サタンではなかった。

　全長七メートル程度の大男であった。皮膚は灰色であり、頭には大きな巻き角が、そして背からは大きな翼が広がっていた。

　身体のあちこちから鎖が垂れており、両の手首には大きな枷かせが付いていた。もっとも鎖は所々途切れており、身体の拘束はまともに機能していない様子であった。

　サタンに似ているが、奴に比べると人型に近く、全体的にスマート過ぎる。

　男は俺達を見つけると、ニヤリと笑みを浮かべた。

「ようやく来たかよ。テメェらが異世界転移者のカナタに、不死者のルナエールだな。あまりに遅いから、このまま何事もなくロークロアがぶっ壊れちまったらどうしようって、俺様ちょっとは気にしてたんだぜ」

「お前は……」

「俺様はルシファー様だ。ここにいた間抜けの前任者だっていえばわかるか？　好き勝手やり過ぎて異次元に幽閉されてたんだけどよ、上位存在共の気き紛まぐれでこうして復活したってわけだ。ハハハ、テメェ、相当やらかしたみたいだな！」

　悪魔の男……ルシファーはそう言って愉快げに笑う。やはりルニマンに続く、二人目の上位存在の刺客で間違いないようであった。

「俺達を狙っているのなら、俺達へ襲撃に来ればよかったはずだ。お前にとっては《地獄の穴コキユートス》も大した戦力にはならないだろう。いったい何のために、わざわざこの《地獄の穴コキユートス》を……」

「お偉い上位存在の方々は、このロークロアをもう終わらせるおつもりだ。カナタ・カンバラ、テメェらのせいでな。俺様は最後に、この世界をちっとでも盛り上げろって言われてんだよ。酷ひどい話だろ、なぁ、カナタよ」

　ルシファーはそう口にすると、わざとらしく大きく肩を竦めてみせた。

「ま、俺様が憎い上位存在共とのその契約を吞のんでやったのは、派手にロークロアをぶっ壊してみたかったからなんだけどよ。なんでだろうなァ、人がコツコツ積み上げたもんほど、台無しにしてやりたくなっちまうんだよなァ」

　ルシファーの表情には悪意が滲にじんでいた。彼の様子から、話しても無駄な相手なのだと痛感させられた。

「カハハハハ！　どう転んだって、テメェらロークロア人は俺様達管理者側のごっこ遊びのお人形に過ぎねぇってわけよ！」

「……よっぽど上位存在は人手不足らしい。ルニマンに続いて、お前みたいな奴を寄越してくるなんて」

「なんだ、あの気色の悪い男にはもう会った後かよ。オマケに、既にぶっ倒してやがる……と。ハッ！　散々偉そうに講釈垂れて、呆あつ気けなく野垂れ死にやがって。所詮はただのニンゲンってことだわな」

　ルシファーはゆらりと立ち上がると、大杖の石突で床を突いた。それから牙を覗かせて、残忍な笑みを浮かべる。

「そんじゃ、早速始めようじゃねぇかよ！　テメェらなんざ、この大悪魔ルシファー様からしたら、ただの塵じん芥かいに過ぎねぇって教えてやるよ！」

　ルシファーは翼を広げて空へと飛び上がった。




『ルシファー』

種族：悪魔
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　俺は剣を握り締める手を強めた。

　不遜な態度を取るだけのことはある。単純にレベルが高すぎる。

「気を付けてくださいルナエールさん。奴のレベルは八千超えです」

　ルシファーから凄すさまじい圧を感じる。

「驚きました。自分より高いレベルを相手取るのは本当に久し振りです。私のレベルでも七千少しですからね。だからといって、あのような品のない男に後れを取るつもりはありませんが」

　俺のレベルが五千足らず……ルナエールのレベルが七千ちょっとだ。ルシファーの八千レベルと比べればやや頼りないが、それでも充分に勝機はあるはずだ。

「ハハハハハ！　テメェらは俺様の玩具だ！　簡単に潰れてくれるなよ！　観衆の上位存在共も冷めちまうからよォ！」

　ルシファーはそう言うと、黒い杖を高くに構える。

「ブチ抜いてやるよ！　炎魔法第二十五階位《没する大妖星ステラバズーカ》！」

　ルシファーの構える杖先に黒い炎が浮かび上がったかと思えば、それは無尽蔵に膨れ上がり始めた。

「噓うそだろ……？」

　天井を見上げていて、自然とその言葉が口から漏れた。杖先の黒い炎は、あっという間に全長百メートルにも及ぶ巨大な炎球へと変化していた。

「オラ、避けねぇと死ぬぞォ！　ハハハハハ！」

　ルシファーが俺達目掛けて杖を振り下ろす。黒い巨大な炎球がこちらへと落ちてきた。

「ウルッ！」

「アオオオッ！」

　俺が声を掛けるより一瞬早く、ウルゾットルは足場を蹴って宙へと飛んでいた。

　ルナエールも炎球を避けるために俺とは反対側へと飛んだ。

　クリスタルの足場へと、ルシファーの放った巨大な炎球、《没する大妖星ステラバズーカ》が衝突した。凄まじい爆風と共に、クリスタルが崩落していく。

「なんて馬鹿げた威力だ……！」

　空中へ飛んだウルゾットルの姿勢が、爆風に煽あおられて大きく揺れる。

「グゥゥ……」

　俺の目前へとルシファーが飛来してきた。覚悟していたが恐ろしく速い。

「ハハハハハハ！　俺様は空中戦が得意なんだよ！　ぶっ死にやがれ！」

　ルシファーが俺とウルゾットル目掛けて鉤爪の一撃を放つ。

「ぐっ！」

　俺は剣で辛うじて弾く。ウルゾットルが大きく揺れ、姿勢が乱れる。

　俺は剣を持つのとは逆の手で、ウルゾットルの背中の毛に懸命にしがみついた。今振り落とされたら、《地獄の穴コキユートス》の闇へと落ちることになる。

　ウルゾットルはルシファーから一度距離を取ろうと動くが、ルシファーは執しつ拗ように俺とウルゾットルを追い込むように距離を詰めてくる。

「どうしたどうした？　これはどうだ？　これはどうだァ！」

　左からルシファーの爪撃が放たれる。俺は慌てて剣を構えて弾くが、その直後に右からの爪撃が飛来する。

　懸命に弾いている間に、ついに俺は姿勢を完全に維持できなくなった。防いだつもりだった爪撃が、俺の胸部を深く裂く。同時にウルゾットルから叩き落とされることになった。

「がはっ！」

　意識が眩くらむ……。

　今の連撃、殺そうと思えば俺を仕留めきれたはずだ。完全に遊ばれている。

「カナタッ！」

　ルナエールが悲痛な声を上げる。俺はその声のお陰で、意識を手繰り寄せることができた。

「アオオオン！」

　声の方へと手を伸ばす。ウルゾットルの背中へ触れることができた。どうやらウルゾットルが、俺のすぐ傍そばへと回り込んでくれたらしい。

　俺は強引に自身をウルゾットルの背へと引っ張り上げる。

「ハッ、まあまあやるじゃねぇの。なかなかいねぇぜ、テメェらくらいの強さの奴はよ。だがな、この俺様こそが最強なんだよ！　テメェらは所詮、どこまでいってもただの舞台人形だと教えてやらァ！」

　ルシファーが俺目掛けて追撃に出てくる。まだ充分に体勢も立て直せていないまま、ルシファーの力任せに放つ鉤爪を剣で受けることになった。

　反撃に出る糸口が摑つかめない……！　重く、速く、そして陰湿な連撃だった。こちらの体勢を崩し、弄ぶことを目的としている。

　おまけに俺をルナエールから遠ざけるように弾き飛ばしているため、彼女が援護に入り切れないでいた。二対一の図になることを上う手まく避けている。

「ハハハハハ！　恋仲の奴らを相手取れるなんて、俺様は付いてるぜ！　よぅく聞けよ、ルナエールゥ！　この男を嬲なぶり殺ごろしにしてから、復ふく讐しゆう心しんに滾たぎるテメェをたぁっぷり弄んでやる」

　ルシファーが赤紫の舌を伸ばし、下卑た笑い声を上げる。

　その瞬間、ルナエールのこめかみに青筋が立った。オッドアイの双そう眸ぼうがルシファーを睨み付ける。これまで追い付けないでいたルナエールの速度が跳ね上がった。彼女の蹴りが、まともにルシファーの腹部に突き刺さった。

「うぶっ！」

　ルシファーが後方へと飛ぶ。

「ハハハハ！　なんだよ、本気出せばまあまあ速いじゃねぇかよ！　わかりやすい女だ、挑発に乗ってぶちぎれやがっ……」

「《超重力爆弾グラビバーン》」

　ルシファーが体勢を立て直す前に、ルナエールが追撃の魔法を放った。

　黒い光が拡散したかと思えば、ルシファーを巻き込んで一気に暴縮していく。咄とつ嗟さにルシファーはその場から離れようとするが、引力に巻き込まれて逃げ切れない。

「チッ、面倒臭い魔法を！　この……野郎がァ！」

　ルシファーが力業で黒い光から脱出する。だが、完全には避けきれていなかった。彼の左腕が大きく拉ひしやげて、引き千切れた。

「がああああっ！」

　ルシファーが悲鳴を上げる。

「……カナタ、胸の傷、大丈夫でしたか？」

　ルナエールが俺の許へと飛んでくる。

　魔法陣が展開され、俺の傷口があっという間に塞がっていく。

　これはルナエールの魔法《治癒的逆行レトグレーデ》である。時の流れを逆行させ、完全に怪け我がや欠損を再生する。

　何となく懐かしくて、俺はくすりと笑った。

「カナタ……？」

「いえ、すみません。共闘するのは、《地獄の穴コキユートス》以来だと思って。こんな状況ですけれど、なんだか懐かしくて……嬉うれしかったんです」

　ルナエールの《治癒的逆行レトグレーデ》も久々に受けたものだ。

「足を引っ張ってばかりはいられませんね。何せ以前と違い、既に卒業を認められた身ですから。頼りないスタートにはなってしまいましたが、肩を並べさせてください。格上の相手は久々ですが、初めてではありませんからね」

　ルナエールは俺の言葉にきょとんとした表情を浮かべたが、すぐにくすりと笑った。

「ええ、お願いします。私一人では少し手に余る相手のようですから。それにカナタは、私の認めた弟子ですからね。頼りにしていますよ」

「いい気になるなよ……この程度の負傷、俺様に取っちゃなんてことはねェ」

　ルシファーは左の肘を、右腕で強く握り締める。

　左腕が大きく痙けい攣れんしたかと思えば、引き千切れたばかりの肘から先が伸びて、あっという間に再生を果たした。

「アンデッドになろうが、所詮はニンゲン擬もどき……！　俺様は、テメェらなんざよりも遥かに頑丈なんだよ！　腕の一本や二本、なんてことはねェ！　ちょっとばかし油断したが、お遊びは止やめだ。ここからは本気で潰してやる！」

　ルシファーが向かって来る。俺はルナエールと一瞬目配せした後、左右に飛んでルシファーを挟み撃ちにした。

「小こ賢ざかしい……！」

　俺は左側より、ルシファーの振るう鉤爪目掛けて刃を放った。

　片手とはいえど、俺のレベルでは捌さばくだけでも精一杯だ。だが、俺が片手だけでも押さえておけば、ルナエールならばきっと奴に決定打を与えてくれる。

　ルナエールはルシファー相手に肉弾戦を仕掛けていた。自身より遥かに大きな巨体を誇るルシファーを相手に常に死角へ潜り込むように動き、奴の腰や背へと、鋭い足技を放っていく。俺に気を取られているルシファーは、ルナエールの動きに対応しきれずにいた。

「チィッ！　テメェら、即席の連携なんざがいつまでも上手くいくと思うなよ！」

　ルシファーがそう叫び、両手の鉤爪を激しく振るった。そのとき、俺は左から右へ抜けるように鉤爪を躱し、ルナエールは俺の動きとは反対に、右から左へ抜けるように鉤爪を躱した。大きく空振りしたルシファーの両腕が無防備に広げられる。

「あァ……？」

　刹那、ルシファーは俺とルナエールを見失っていた。その一瞬を狙い、俺はルシファーの腹部を斬りつけ、ルナエールは同時に奴の頭部へ蹴りを叩き込んでいた。

「うぶっ……!?　やってくれたな、クソ共が……！　何故……レベルで勝っているはずの俺様が、こんな塵芥共相手に……！」

　今のは深かったようだ。さすがに堪こたえたらしく、ルシファーは頭を押さえながら、逃げるように大きく退く。

　悪いが、即席の連携ではない。俺がルシファーに気圧されて本領を発揮できなくなっていたが、よく考えれば、ルナエールと一緒に格上の悪魔へ挑んだことなんて、一度や二度ではなかった。何度も《歪わい界かいの呪鏡》でやってきたことだ。

　戦いのペースは完全にこちらが握っていた。

　俺は魔法陣を紡ぎ、ルシファー目掛けて放った。

「炎魔法第二十階位《赤き竜アポカリプス》！」

　赤き竜が宙を駆けて、ルシファーを喰くらおうとする。ルナエールは時空魔法を用いて転移し、さっと俺の横へと退いて回避した。

「……杖に頼るのは癪しやくだが仕方ねぇ。ちょっとばかり面倒な雑魚だったらしい」

　ルシファーが杖を掲げる。彼の目前に魔法陣が展開されたかと思えば、《赤き竜アポカリプス》の炎の竜が一瞬にして消え失うせた。

「夢を見るのはこれまでだ。小細工だの、連携だのは、この先一切通用しねェ。圧倒的な地力の差で磨すり潰してやるよ」

　……これは、サタンも用いていた杖の力だ。




【黙示録の黒杖】《価値：神話級》

魔法力：＋３３３３

《地獄の穴コキユートス》の王である証であり、この地獄を統べるために必要な力を持った杖。地獄に幽閉された魔物達も、その威容を前に服従する。

　二十階位を超える《神位・炎魔法》の発動を補佐すると同時に、本人の魔力を消耗して発動する対魔法障壁を展開することができる。また、持つ者に合わせてその大きさを変える。





　対魔法障壁の展開……ルシファーがサタンより強奪したらしい、《地獄の穴コキユートス》の支配者の証、《黙示録の黒杖》の力である。

　サタンがこの障壁を用いていたときには、サタン自身の魔力が足りずに俺の魔法を打ち消しきれていなかったためいまいち頼りない印象のある能力だったのだが、今回は本体の地力があまりに違い過ぎる。

　レベルでいえば、俺やルナエールよりもルシファーの方が上なのだ。魔力量やその出力でぶつかれば、必ずこちらが力負けするだろう。問答無用で魔法を打ち消す障壁の展開は、今の状況では非常に厄介であった。

「この俺様が、たかだかニンゲン相手に黒杖の力を使わさせられるとはな。本当にむかっ腹が立って仕方ねぇぜ」

　このレベルで格下の魔法の完全無効化なんて、理不尽にも程がある。人数差を活いかして手数で圧倒するしかないが、今後は魔法を使えない上に、ルシファーからは一方的に凶悪な魔法を撃ち込んでくるはずだ。

　そこまで考えて、俺は自然と笑みが漏れてきた。

「カナタ……？」

　ルナエールが不思議そうに俺を見る。

「何がおかしい、転移者のガキ！」

　ルシファーが俺を睨み付けて叫ぶ。

「いや……よく考えたら、ルナエールさんと潜った《歪界の呪鏡》の悪魔に、対魔法能力持ちくらいならいたなって思っただけだ」

　もっとも、さすがに《歪界の呪鏡》の悪魔よりレベルは高いし、知性もあるようだが、それでもルナエールが傍にいる今、今更こんな奴に負ける気はしなかった。

「俺様は上位存在の魔力によって、ロークロアを管理するべく直接生み出された最古の大悪魔……テメェら下等生物とは一線を画す存在なんだよ！　上位存在の不手際で時空の狭はざ間まからたまたま生まれた、薄汚いバグ共と一緒にするんじゃねェ！」

　ルシファーが俺目掛けて飛び掛かってきた。ウルゾットルが右へと逃げる。俺とウルゾットルを追うルシファーに対して、ルナエールは俺との間にルシファーを挟み込むように動いた。

「あの黒杖の対魔法障壁……さほど反応が速いとは思えませんでした。カナタ、手数で崩しましょう」

　ルナエールの言葉に俺は小さく頷いた。ウルゾットルは逃げるのを止め、空中で方向転換してルシファーへと向き直る。

　俺は息を整え、魔法陣を二つ紡ぐ。思考を二つに分けて、同時に紡げる魔法陣の数を増やす。ルナエールの教えてくれた《双心法》である。

「炎魔法第十四階位《球状灼熱地獄インフエルノボール》」

　俺はそう叫び、剣を掲げる。直径十メートルを超える、巨大な赤黒い炎の球が、二つ並んで宙に浮かんだ。

「雷魔法第十七階位《雷霆神の矢インドラダヌーシユ》」

　ルナエールもルシファーを挟んだ向こう側で、目を閉じて三つの魔法陣を並行展開していた。どうやら彼女は、《双心法》どころか《三心法》までできたらしい。

　ルナエールの展開した魔法陣より複数の雷光が走り、周囲が白い輝きに包まれた。俺も同時に二つの炎球を放ち、それが終わればすぐに次の魔法陣を用意する。

　ルシファーを中心に、炎球と雷撃が幾度となく衝突する。爆炎の中から逃げるように、ルシファーが姿を現した。

「出で鱈たら目めな数の魔法を撃ち込んで来やがって！」

　ルシファーの身体は、所々皮膚が焦げて、焼け落ちていた。ルナエールの読み通り、明らかに《黙示録の黒杖》の対魔法障壁が追い付いていない。

「あなた、ロークロアの管理者だのと宣のたまっていましたけれど、大したことはありませんね。大方その優位性を利用して格下の相手を蹴散らす程度で、同格の相手と戦ったことがこれまでなかったのでしょう。だから一方的にステータスを押し付けて圧倒するのは得意でも……少し防戦を強いられたら、すぐに崩れることになる」

「クソアマが……後悔させてやる！」

　ルナエールの言葉に、ルシファーは歯を喰いしばる。

「時空法第二十五階位《捻じれ時空の虫食い穴ミラーワームホール》！」

　ルシファーを中心に大きな魔法陣が展開された。かと思えば、周囲の景色が歪ゆがみ、あちらこちらの空間が捻ねじれて、黒い穴のようなものが生じた。

「なんだこれ……」

　俺は息を吞んだ。周囲は異様な光景だった。魔法の規模が、あまりに大きすぎる。

「周囲の空間を歪ませて、自分だけが通れる穴を展開する魔法です！　気を付けてください、カナタ！　空間が歪められている間……奴は、範囲内の好きな場所へと一瞬で自在に移動できるということです！」

　ルナエールが叫ぶ。

「ほう、よく知ってたなァ」「だが知ってるだけじゃ対応できねぇのが」「この魔法の恐ろしいところよ！」

　一瞬ごとに、ルシファーの位置が変わっていく。ただの空間転移魔法と違うのは、発動してからしばらくの間、ノータイムでいくらでも空間を行き来できるということらしい。

　とてもじゃないが、こんな魔法対応できるわけがない。

「カナタ、手数を撃つのを止めないでください！　どこに出てくるかわからなくても、魔法を撃ち続けていれば牽けん制せいにはなるはずです！」

　ルナエールも雷魔法の魔法陣を複数展開するのを維持して、必死にルシファーを睨み付けていた。

「は、はい！」

　俺が《双心法》で二つの魔法陣を浮かべたとき、背後にルシファーの気配がした。

「よぅく見てたぜ、テメェ……《双心法》を使ったとき、意識が魔法陣に向いて、他のことがおざなりになってるってなァ！」

　振り返ったとき、既に目前にルシファーの鉤爪が迫ってきていた。

　いくらなんでも空間転移が速すぎる。俺が呆気に取られていると、俺とルシファーの間に魔法陣が展開され、ルナエールが現れた。

「なァッ！」

「どうせカナタの方に現れるとわかっていましたよ。あなた……息巻いてみせたところで、二対一のまま私と戦う根性はないのでしょう。どれだけ大掛かりな魔法を使ったところで、カナタを狙うつもりだったのは明らかです」

　どうやらルナエールは、三つ浮かべていた魔法陣の中に、密ひそかに転移魔法の術式を隠していたらしい。どうせルシファーは俺の背後を取ってくるはずだと見当を付けていたらしく、一点張りしていたようだ。

「あなたにはこれ以上、カナタには指一本触れさせませんよ」

「この……！」

　ルシファーは一瞬遅れてから、ルナエール目掛けて鉤爪を振るう。ルナエールはそれを大きく横に避け、準備していた雷魔法をルシファーへと叩きつけた。同時に、俺も炎魔法の二連打をルシファーへと叩き込んだ。

　ルシファーが杖を前面に掲げ、魔法陣を展開する。俺とルナエールの魔法の連打は、またも《黙示録の黒杖》の対魔法障壁に阻まれることになった。

「無駄だっつってんだろうがよ！　いい加減諦めやがれ……」

「その能力……この至近距離で使うべきではありませんでしたね」

　ルナエールが空中で縦に回転する。ルシファーが無防備に前に突き出していた《黙示録の黒杖》を持つ手を、彼女の足が勢いよく蹴り上げた。

《黙示録の黒杖》が、高く宙へと跳ね上げられる。

「ぐっ……！」

　ルシファーの顔が歪む。

　ルナエールは蹴った反動で背後へと跳び、俺と並んだ。

「カナタ……」

　ルナエールは目線で、自分に合わせてほしいと合図を送ってきた。直感的に、俺は使うべき魔法がわかった。俺とルナエールは、同時に魔法陣を紡ぐ。

「《超重力爆弾グラビバーン》！」

「《超重力爆弾グラビバーン》！」

　完全に同時だった。ルシファーの右側、左側を、黒い光が覆っていく。

「しまった……重力魔法！」

　ルシファーの顔がさっと蒼あお褪ざめる。

「重力は余剰次元軸まで干渉する……《捻じれ時空の虫食い穴ミラーワームホール》で歪めた時空の先へ逃げ込んでも意味はありませんよ。単発であれば力業で突破できたようですが、双方から挟み込まれればさすがに身動きは取れないでしょう」

「ふざけるな……俺様は、ロークロア最強の存在だぞ！　認めねェ、認めねェぞ！　こんな奴らに、負けるわけがァ……！」

　二発の《超重力爆弾グラビバーン》が、ルシファーを巻き込んで暴縮を始める。左右にルシファーの身体が引き千切られ、超重力によって別々に圧縮され、爆発を引き起こした。
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「がぁあああああああっ！」

　ルシファーの身体が、バラバラに虚空に飛び散った。捩ねじ切られた手足や肉塊、ルシファーの頭部が、《地獄の穴コキユートス》の虚空へと落ちていく。

「よし、こうなったら、さすがの奴も……」

　そのとき、俺の目前へと、ルシファーの大きな腕が迫ってきた。《超重力爆弾グラビバーン》に挟まれて四肢がバラバラになっていたというのに、明らかに自我を持っているかのように俺を狙ってきている。

「しまっ……！」

　俺とルシファーの腕の間に、ルナエールが転移魔法で割り込んできた。ルシファーの腕の一撃を両手で受け止めると、炎魔法で消し炭にして、足許に広がる虚空へとばら撒まいた。

「ありがとうございます……ルナエールさん」

　俺は安あん堵どの息を吐き、それから虚空に散らばっていったルシファーの肉片へと目を向けた。闇の中へと落ちていくルシファーの頭部が、怨恨を込めた相貌で俺達を睨んでいた。

「ふざけるなよ！　俺様は偉大なる大悪魔だぞ！　テメェら舞台人形とは違うんだ！　こんなことが、あっていいわけがねェ……！」

　ルシファーの頭部は最後に、恨みの言葉を叫びをながら、闇の中へと消えていった。

「アオオゥ！」

　ウルゾットルがばっと高度を上げたと思えば、頭上から落ちてきた《黙示録の黒杖》を口でキャッチした。先程ルナエールの蹴り上げたものである。

「ルシファーは死んだんでしょうか……？」

　俺は落ちていったルシファーの頭部を眺めてそう呟いた。

「どうでしょうか。あそこまでレベルの高い相手と会ったのは、私も初めてなので。悪魔は元々頑丈ですから、案外まだ生きているのかもしれません。まさか私も、あの悪魔が生首になっても喋しやべることができるとは思っていませんでした。見失う前に回収して、確実にトドメを刺しておくべきでしたね」

　ルナエールが足許に広がる虚空へと目線を落とす。

「なっ……！」

「とはいえ、頭だけの姿になっては、さすがの奴も何もできないでしょう。この何もない空間を、ただただ落ち続けることになるでしょうね」

「そうですか……」

　ほっとしたような気がするが、しかし同時に、あんな奴でもそれはさすがに可哀かわい想そうだったようにも思う。

「しかし、『テメェら舞台人形とは違う』……ですか。上位存在からしてみれば、人間もドラゴンも古代の悪魔も、大した違いはないでしょうに」

　俺は溜ため息いきを吐ついた。

　プライドの塊のような悪魔であったルシファーは、所詮は自身らが上位存在の駒に過ぎないという事実が受け入れられなかったのかもしれない。だからロークロアで最も強い存在となって、この世界の幕を自身で下ろすことで、自分は他のロークロアの住人とは違う、舞台人形ではなかったと証明したかったのかもしれない。

　ルニマンも元々暴力性こそ有していたものの、ヨーナスとの修行の旅の中では、信仰心によってそれを抑え込めていたのだという話であった。彼を狂気へと駆り立てたのは、信じていた全てが上位存在の筋書きでしかなかったという残酷な真実である。

　ルニマンは自身の暴力性を肯定できる哲学が欲しかっただけだと本人も認めていたが、しかしそうであったとしても、ロークロアの真実さえ知らなければ、師匠であるヨーナスを殺あやめるような真ま似ねはしなかったはずだ。

　そうした意味では、ルシファーもルニマンも、上位存在達の被害者であるといえるのかもしれない。

　どちらも大量殺人を目もく論ろんでいた奴らであり、実際過去にも似たような事件を起こして隔離されるに至ったような奴らだ。奴らを許す気持ちなんて欠片かけらもないが、しかしそれでも、同情しない気持ちが欠片もないわけではなかった。

　それに俺も、奴らと全く無関係な立場であるわけではないのだ。上位存在に支配されている世界でアイデンティティを得ようと暴走した奴らと、自分とルナエールの身を守るためにロークロア全土を巻き込んで上位存在との戦いを選んだ俺。ただ平穏に暮らしたいロークロアの民からしてみれば、そう大きな差はないのかもしれない。

「ア……ア……」

　ふとそのとき、何かの鳴き声が聞こえてきた。

「ん……？」

　鳴き声へと目を向ければ、足場だったクリスタルの断片が宙に浮いており、そこに何か不細工な肉塊が乗っかっていた。

　本当に不細工な肉塊としか言いようがない。四つの目玉があり、そこから短い前脚と後ろ脚が伸びている。

　ともかくその奇妙な四つ目の肉塊は、俺達へと何かを訴えかけるように、懸命な表情で見つめてきた。

「ヘンな蛙かえるですね。何故こんなところに……？」

　ルナエールが首を傾かしげる。

　ふと俺は、蛙の顔に見覚えがあることに気が付いた。

「……まさかサタンなのか？」

　神聖都市ルーペルムで、ルニマンが人間を鼠ねずみにしたのを見たところであった。人間を鼠にできるのであれば、悪魔を蛙にできてもおかしくはない。ルシファーは、そういうことをしそうな奴だった。

　ルナエールがさっと飛んでいき、四つ目の蛙を手で掬すくった。

「どうやら、何かしらの呪いを受けているようです。ただ、ルシファーのお陰で足場が消し飛びましたからね。ひとまず地下九十九階層に戻ってから、解呪を試みましょう」
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　俺達は地下九十九階層へと戻った。そこでルナエールが白魔法を用いて奇妙な肉塊に対して解呪を試みると、蛙はあっという間に全長十メートルほどある、大悪魔へと変化した。元のサタンの姿へと戻ったのだ。

「ありがとうございます……。このサタン、もはやこれまでと覚悟しておりました。ルナエール様とカナタ様には、感謝の言葉もありませぬ……！」

　六つ腕の大悪魔が俺とルナエールへとペコペコと頭を下げる。

　以前も思ったことだが、こんな身なりで腰が低くならないでほしい。脳が混乱する。

「カナタ……お知り合いですか？」

　不思議そうにルナエールが俺へと問う。

「え……わ、我は《地獄の穴コキユートス》の番人ですよ！　お、覚えていないんですか？　ルナエール様！」

「私は会ったことがないかもしれません」

　ルナエールが気まずげにそう口にした。

「ありますよ!?　お、覚えていらっしゃいませんか！　二度も会ったのに！　二度も！」

　サタンが必死でアピールする。

　……そういえばルナエールは、俺が弟子を卒業したときも、百階層を守護するサタンの存在については教えてくれなかった。ルナエールはあのときには既にサタンについてすっかり忘れていたのかもしれない。

「我、最近ルナエール様が《地獄の穴コキユートス》から出ていったときにもお会いましたからね！」

「……そういえば、地下百階で魔物に道を塞がれたので、遠目から《超重力爆弾グラビバーン》を放ったような気がします。でも、さすがにアレではないでしょうし……」

「それ、我ですよ！　めっちゃ頑張って避けたせいで、あの虚空に飛び込むことになって、危うく戻ってこられなくなるところだったんですからね!?」

　か、可哀想に……。

　サタンがゴホンと咳せき払ばらいを挟んだ。

「……と、とにかく、あのルシファーの奴を倒して、杖を取り返していただいて本当にありがとうございます。あのままでは危うく《地獄の穴コキユートス》の魔物達で地上が氾濫してしまうところでした」

「あのルシファーって何者なんですか？」

「ロークロア創世の際に、世界の調整役として創造された悪魔ですよ。我の前任者ですね。ただ、与えられた権限を悪用してロークロアを破滅させようとしたため、大罪人として別次元へと幽閉されていたはずです。あんな奴を引っ張り出してくるなんて……上位存在は、果たして何を考えているのやら……。まさか本気で、ロークロアを見捨てようとしているのか……？」

　サタンが落胆した様子でそう口にした。本当に形振り構わず、といった形だ。

「《地獄の穴コキユートス》の管理はサタンさんに任せて大丈夫なんですよね？」

　俺が問うと、サタンは勢いよく頷いた。

「ええ、ええ、《黙示録の黒杖》を取り戻してくれてありがとうございます。これで再び結界を強め、中の魔物が外に溢れ出ないように管理することができます。ただ、既に外に漏れ出た魔物については、我ではどうしようもないのですが……」

「その分は恐らく、外で待機している組がどうにかしてくれていると思います」

　フィリアにノーブルミミック、ポメラにヴェランタがいるのだ。それに、俺とルナエールもすぐそこへ加勢に入ることができる。大本の《地獄の穴コキユートス》からの魔物の供給さえ止まれば、すぐに片が付くだろう。

「しかし……ルシファーが百階層の床を壊してくれたお陰で、またゆっくりと登らなければならなくなってしまいましたね。本当は奥の祭壇から直接外まで転移できるはずでしたのに」

　恐らく最短で突っ切っても、来たときと同様に三日は掛かるはずだ。

　ナイアロトプ達が何を仕掛けてくるのかわからない状態で、また三日掛けて《地獄の穴コキユートス》を這はい上がるのは、できれば避けたいところであった。

「でしたら問題ありませんとも」

　サタンが大杖の石突で床を突く。魔法陣が広がり、下階層から大きな音が聞こえてきた。

「今、何が……」

「《黙示録の黒杖》は、この《地獄の穴コキユートス》を管理するためのものでしてね。これで地下百階層の床が元に戻りましたよ。奥の祭壇へ行けば、《地獄の穴コキユートス》の外へ出ることができます」

　サタンが得意げに口にする。

「やっぱり便利なんですね、その杖」

　俺が言うと、サタンは不安げにさっと《黙示録の黒杖》を背中側へと回して隠した。……別に、奪い取ろうという気持ちはないのだが。

　俺とルナエールはサタンに見送られ、地下百階層の通路を歩く。

「これでついに上位存在とも決着が付いたかもしれませんね、カナタ。創世期の悪魔よりも強い手駒が相手の手札の中にあるとは思えません。きっと《神の見えざる手》の他の方達も、布石を回収し終えているはずです。これで今度こそ、上位存在は打つ手なしになったはずです。後は、向こうがどう出てくるのか……」

　俺は首を振った。

「……恐らく、最後の一人が控えています」

　ルニマンが最期にこう言ったのだ。

『ロークロアに、呪いあれ！　願わくは、他の御二方が世界を滅ぼしてくださるよう、祈っておりますよ……！』

　他の御二方と、そうはっきりと口にしていた。恐らく、ルニマン、ルシファーに並ぶ、最後の奥の手をナイアロトプは持っているはずだ。前の二人が恐ろしい人格破綻者であったため、最後の一人もきっとロクな人物ではないはずだ。

　ルニマンもルシファーも、ロークロアを破壊しようとした大罪で、永い年月に亘って異次元に幽閉されていたようだった。三人目もきっと同様の大罪人なのだろう。

　そしてその者との戦いが、俺とナイアロトプとの最後の戦いになるはずだ。もっとも……よしんば俺が勝ったとして、それが本当にこのロークロアが上位存在の魔の手から逃れることに繫がるのか、それは全くわからない。

　俺はゆっくりと深呼吸をして、それから目を見開いた。

「ルナエールさん……絶対に、ナイアロトプから逃げ切ってやりましょう。俺……この世界の各地を見て回ったら、ルナエールさんの傍に置いてもらうって約束、忘れていませんから！　あいつを出し抜いたら、否いやが応おうでも守ってもらいます！」

「カ、カナタ!?　た、確かに、交換条件のような形にはなっていましたけれど、それは言葉の綾あやのようなもので……え、えっと……！　だ、第一、私なんかが一緒にいたら、カナタも冥府の穢れのせいで、まともな生活が送れなくなってしまいます。ですから……」

　ルナエールが顔を真っ赤にして、あたふたと狼狽うろたえる。

「俺はそんなことより、ルナエールさんと一緒にいたいんです！」

　俺はがっちりとルナエールの手を摑み、彼女の前に立った。

　今の内に、いや、今だからこそ言っておくべきだと思ったのだ。何せこの先、何が起きるのかはわからない。一寸先は闇なのだ。

　俺達がどれだけ奮闘しようが、上位存在の方が圧倒的に有利な戦いなのだ。何をしたって、どう足あ搔がいたって、本当は全て無駄で、もしかしたら俺達はただ、ロークロアという世界を破滅に追いやろうとしているだけなのかもしれない。

　明日にでもこの世界はなくなっているかもしれない。だからこそ、言いたいことは、今すぐにでも言うべきだと思ったのだ。

「え、えっと、あの、その、で、でも……私……わ、私も、カナタと一緒にいたいですけれど、でも……」

　ルナエールが慎重に言葉を選ぼうとする。俺はそんなルナエールの目の前で、彼女の唇が次の言葉を紡ぐのを、ただじっと待っていた。

「私は……！」

「もしかして我、お邪魔でしたか？」

　背後より、見送りについて来ていたサタンが声を掛けてきた。ビクリとルナエールが肩を震わせ、背筋を真っ直ぐに伸ばす。

「カ、カナタ、とにかく今は、皆への報告を急ぎましょう！　外がどうなっているのかもわかりませんから！」

　ルナエールが俺の手をすっとすり抜け、大慌てで逃げるように先へと向かっていく。祭壇を登っていくルナエールの背中を見つめながら、俺は溜め息を吐いた。

「……サタンさん、あと一分黙ってることってできませんでした？」

「す、すみません、カナタ様、我、つい甘ったるい空気に耐えられなくて……」

　サタンが申し訳なさそうに頭を搔かいた。
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　ルナエールと共に《地獄の穴コキユートス》の百階層の転移魔法陣によって地上へと出たとき……突入したときよりも分厚い城壁で囲まれていた。

　既に魔物の討伐も終わった様子であった。

　集められた冒険者達が歓声を上げ、互いの功績を称たたえ合っている。俺とルナエールが突入してから既に三日が経過しているわけで、集まっている冒険者の数は当時の何倍にも膨れ上がっていた。

　人集めにソピア商会の力を使ったとは聞いているが、よくも数日でここまで集めたものである。

「どうやら無事に悪魔の討伐を終えてくれたらしいな」

　俺達の許へとヴェランタが向かって来た。

「表の魔物の追い返しが終わっていたようで何よりですよ」

「少しばかり慌ただしいことにはなったがな。結局、この世界の重要な拠点を守るために各地へ配置していた戦力も、大半をこの地へと呼び戻すことになってしまった。この隙をまた上位存在共に狙われなければよいのだが……何はともあれ、目前の大事件を解決できたことをまずは素直に喜ぶべきだろう。《地獄の穴コキユートス》を封じていた古い神殿だが、我がまた強化したものを再建しておく」

　ヴェランタは能力のお陰で万能な上に、純粋に指揮能力が高いのが心強い。味方に付いてくれて本当に助かっている。

　彼がいなければ、ルシファーの被害はきっと何十倍にも膨れ上がっていただろう。

「今回集めた人達って、レベル70前後のＡ級冒険者が大半ですよね？　それ以上の人達は、そこまで数がいないはずですし。《地獄の穴コキユートス》にはレベル１０００以上も珍しくはないのに、よく戦線が持ちましたね」

「我が装備をばら撒いたのでな。それに、この世界でもレベル２００以上の人間はそれなりの数が存在するのだ。普段は国一つ滅び掛けても表舞台には立たないような連中でも、ソピア商会ならば彼らを動かすことができる」

　ヴェランタが得意げにそう説明した。

　確かにワーデル枢すう機き卿きようの《神伐騎士》もレベル３００台であった。ワーデル枢機卿は、彼らを上位存在との戦い以外には使わないつもりのようであった。

　ああした表舞台には立たない戦力がこの世界の各地にはいる、という話は納得ができた。

　ふと、離れたところから、一段と大きな歓声が聞こえてきた。

「見ろ、竜神ポメラ様だ！」

「此こ度たびの魔物災害に打ち勝てたのは、竜神ポメラ様のお陰だ！」

「ありがとうございます、竜神ポメラ様……！」

「あなたによって世界は救われました！」

　……なんだか聞き慣れた名前に、聞き慣れない称号が付いている。

「す、すみません、退どいて……退いてください！　あの、カナタさんが戻ってきてるんで、会いに行かないと……！」

　ポメラが人混みに押され、あたふたとしている様子が見えた。

「竜神ポメラ……？」

　俺が口にすると、ヴェランタが頷いた。

「……ゾロフィリアが始祖竜の姿を借りてポメラと共に大活躍していたのだが、それが色々と誤解された形で伝わったようでな」

「……ああ、はい、なるほど。似たようなことがこれまで何度かあったため、何となく理解しましたよ」

　これまでもポメラは聖女だの聖拳だの酒聖だのと持ち上げられていたが、ついには神になってしまったらしい。

「カナタが戻ってきたということは、例の悪魔退治とやらは片付いたようであるな」

　俺とヴェランタが話していると、背後よりロズモンドが現れた。

「ロズモンドさんも参加してくれていたんですね」

「言ったであろう？　あそこまで関わった以上、最後まで見届けさせてもらうとな。我とてＡ級冒険者の一人よ」

　そのとき、サッとラムエルが飛んできて、ロズモンドの横に並んだ。

「へぇ、また生き残ったのかい。これだけ君を仕損じるなんて、どうやら上位存在も存外大したことはないみたいじゃないかい、キヒヒヒ」

　ラムエルが笑い声を上げた後、目を細めて遠くのポメラを睨み、深く溜め息を吐いた。

「……しかし、あんなチンチクリン女が竜の神として祀まつり上げられるなんて、ボクとしては思うところがあるよ」

　ラムエルもこちらに来ていたらしい。しかし、俺の顔を見かけたからといって、わざわざ声を掛けに来るとは思わなかった。

「もしかして、ロズモンドさんがいたからこっちに……？」

「あん？」

　ラムエルが不快そうに俺を睨み付ける。

「い、いえ、なんでも……」

　……この竜人、どれだけロズモンドのことが好きなんだ。

「カナタに、ロズモンドも来ていたの」

　こちらへ一人の少女が向かって来た。軽装のローブに、両手には手の甲を守る簡素な籠こ手てが付けられている。同じ高さで切り揃えられた前髪と、少し冷たい目つきが特徴的であった。

「コトネさん……」

　俺と同じ異世界転移者、《軍神の手アレスハンド》のコトネ・タカナシであった。彼女と会ったのは、魔法都市マナラークが最後であった。

「そうか、他の異世界転移者も呼んでいたのか……」

　よく異世界転移者に与えられる《神の祝福ギフトスキル》は、この世界にとってバランスブレイカーとなり得ると聞いたことがあった。

　コトネ自体のレベルがさほど高くなくとも、彼女は《軍神の手アレスハンド》によってあらゆる武器を完璧に使いこなすことができる。ヴェランタが武器を与えれば、《地獄の穴コキユートス》の魔物達にも対応できる大きな戦力となったことだろう。

「そっちの仮面の男から聞いたけれど……随分ときな臭いことになっているみたいね。あなたがそんなとんでもないことに巻き込まれていたなんて知らなかったわ」

　コトネがそう口にした。

「……はい。どうやら俺の我わが儘ままで、あの魔物の群れが湧き出てくることになってしまっていたようです」

「いえ、あの神様崩れ達が好き勝手にやっていた以上、いずれ起きていたことでしょう。あまり自分を責めない方がいいわ」

「ありがとうございます……」

　どうやらヴェランタは異世界転移者には事情を明かしているらしい。

　元々、異世界転移者達は上位存在と皆直接接触している。おまけに一人一人が大きなポテンシャルを秘めたスキルを有しているのだ。

　下手に隠すよりも、全て話して協力してもらおうということだろうか。

「さすがに集まった全員に上位存在のことを明かしたら、この世界が大混乱になってしまうからな……」

　俺は一人納得してそう零こぼした。

「いや……我は公表するつもりだ」

　俺の独り言に、ヴェランタがそう返してきた。

「えっ……？」

　咄嗟に何のことかわからなかった。

「だから、公表するつもりであると言ったのだ。このロークロアの全人類に、この世界が上位存在のくだらぬエンターテイメントであったことを暴露する」

　とんでもない爆弾発言であった。俺は言葉を失った。

　そんなことをすれば、完全にこの世界は上位存在達のエンターテイメントとしての役割を失うことになるだろう。どんな理不尽な災いが起きたとしても、それが全部連中の仕業であると誰もが知っているのだから。

「まずは手始めに、ここに集めた冒険者達からだ。そして使えそうな人材を集めて鍛え上げ、高レベルの戦力を揃える。これから先、上位存在共がどう足搔いてもこの世界へ干渉できんようにな」

「そ、それは少し、危険なのでは……？　そこまで盤石にしてしまったら、奴らが何をするか……」

「何を日ひ和よっているのだ。我はそなたらにつくと決めた時点で、こうするしかないと考えていた。既に賽さいは投げられたのだ。徹底してこの世界から、上位存在の干渉を根絶するしかない。世界の布石の大半は取り除き、残った分も管理下に置いている。それでも連中が戦力を送り込んでくるというのだから、こちらは何を送り込んできても即座に撥ね除けられるように、無敵の軍隊を作り上げるまでだ」

「な……！」

「カナタ、この期に及んでこれが、自分の個人的な戦いだと勘違いしてはいまいな？　このロークロアを、上位存在共から解放する。これはロークロア全人類による、上位存在共への反逆の戦いだ」

　随分と話が大きくなってきた……。

　いや、これは元々、そうした話だったのかもしれない。

　上位存在の意図しない俺の存在は、連中にとってロークロアの価値を貶おとしめ続けるものなのだ。最終的にはこの世界を懸けて戦う他になかったのだ。

「我は見たいのだ。上位存在共の悪意によって支配されない……箱庭ではなくなった、本物のロークロアを。夢を見せたのはそなたらである、カナタ、ルナエール。ここまで来て、覚悟ができていないなどと宣ってはくれるなよ？」

「ええ、勿もち論ろんです。ここまで来たんです。上位存在が何を仕掛けてくるのかなんて想像も付きませんが、世界の布石も回収して、ルニマンもルシファーも撥ね除けて見せたんです。やれるところまでやってやりますよ」

　俺の返答に、ヴェランタが仮面の奥で笑った気がした。
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　真っ白い空間の中……多くの次元の裂け目が浮かび上がり、ロークロアの至る場所を映し出していた。

　そしてその中央で、ナイアロトプが足を組んで座った姿勢で浮かび上がり、その一つ一つを眺めて確認していた。

　ナイアロトプが無表情のまま、左手を宙へと翳かざす。彼の周囲に《ゴディッター》の画面が大量に浮かび上がった。

『マジで完全に運営との戦いになったじゃん』

『ルシファーさんレベルだけの雑魚じゃないっすかｗｗｗ』

『ルナエール一人で総崩れじゃん』

『逆に滅め茶ちや苦く茶ちや楽しみになってきた』

『ノリノリで連れてきた三人の内、二人が瞬殺されたわけだけど、ナイアちゃん今頃憤死してるでしょこれ』

　次から次へと神々の書き込みが流れていく。相変わらずの好き勝手な内容に、ナイアロトプは溜め息を吐いた。

　ナイアロトプがロークロアの異端分子を排除するべく《久遠の咎人》の三人を動かしたことは、神々の間でも既に大きな話題になっていた。

　ただの異世界エンターテイメントでここまで露骨に運営側と世界の戦いになることは、神界でもこれまでなかったことであった。神々の間でも大きな話題になっており、矢面に立つ形になったナイアロトプは相変わらず嘲笑の的になっている。

『ここまでやったらもうロークロア畳むしかなくね？』

『え、終わるの？　寂しいんだけど』

『つーか、これもうカナタ排除しても駄目でしょ。無意味に傷口広げてるだけじゃん。完全にただの炎上商法』

《ゴディッター》には、運営が既にロークロア運営を諦めているという声も多くあった。そしてそれはもっともな指摘であった。

　本来、《久遠の咎人》を引っ張ってきてまで、カナタの排除に躍起になる必要はなかったのだ。異世界ロークロアごと消してしまえばそれでお終しまいだからである。どうせここまでやらかした以上、どう足搔いても長続きするコンテンツには軌道修正ができない。必死になって恥を晒さらし続けるよりは、とっとと畳んでしまった方が無難であった。

　ナイアロトプの主がそれをできなかったのは、最上位神であるあの御方が、ロークロアというコンテンツの中途半端な決着を嫌ったからに他ならない。もしこの介入がなければ、ロークロアはとうに消去されていたはずであった。

　カナタの問題に決着を付け、派手にロークロアというコンテンツを終わらせる。そのために呼び出されたのが《久遠の咎人》であったのだ。

「我が眷けん属ぞくよ」

　どこからともなく、主である上位神の声が響く。

「はい、主様」

「《久遠の咎人》の内……《逆さ男ルニマン》と、《堕天使ルシファー》が敗れたようだな。《神の見えざる手》も完全に敵に回ったわけだ。ロークロアの布石は全て回収され、八方塞がりというわけだな。《ゴディッター》の神々もカナタの勝利を確信している」

　上位神の言葉が続く。

「よくぞやった、我が眷属。全て我々の演出通りというわけだな」

　続く上位神の言葉に、ナイアロトプは底意地の悪い笑みを浮かべた。

「ええ、はい、我が主様よ。ここまでの流れで、我々の想定外のことは、何一つ起きてはいませんからね」

「平へい坦たんに進むだけの物語など退屈だ。上げてから落とすのはエンターテイメントの基礎の基礎というものだからな。最初からあの男を動かして終わらせてしまっては、盛り上がりに欠けるというもの……我々は、あの御方の満足するラストをお届けしなければならないわけだ。だが、前座はこの程度でいいだろう」

　今更あの二人程度であれば攻略してくるだろうということは、ナイアロトプにもわかっていた話であった。

「そろそろ《久遠の咎人》の三人目……ロークロア最悪最強の男、《破滅のゾラス》を動かすとしましょう。これでロークロアはお終い……ようやく我々も、あんな低次元人共の動向に右往左往しなくても済むというわけですね」

「これであの御方もそれなりには満足なさることだろう。全てを終わらせるとしようではないか」

「ええ、全て仰せの通りに」

　上位神の言葉にナイアロトプは慇いん懃ぎんに応える。

　ナイアロトプはそれから次元の歪ひずみの一つへと目を向けた。そこではカナタ達が、ルシファーの襲撃を退けたことを祝い合っている様子が映し出されている。ナイアロトプはそれを目にして、表情を崩して笑い声を上げた。

「せいぜい偽りの勝利に酔いしれて、待っていろ……カナタ！　お前の最期もすぐそこだ。ロークロアの世界に、最悪のバッドエンドを齎もたらして幕引きとしてやる」
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　――十年前、無法都市デルモンド。無法者達たちの楽園。王国から見放された巨大なスラム街である。

　後ろ暗い過去のある者や貧しく居住地を選べなかった者、或あるいは彼らを食い物にすることで利益を上げようとしている者が集まってくる呪われた地である。窃盗は疎おろか殺人が日常と化しており、この地では人の死体に足を止める者さえ珍しかった。

　無法都市デルモンドの中でも中央区は三つの武装組織が熾し烈れつな縄張り争いを繰り広げており、一般の住民達は決して近寄ることがない。

　組織の一つ、《キマイラの毒》の拠点は高い塔であった。三つの組織の中では一番小さな勢力ではあるものの、他組織が手出しをするメリットよりデメリットの方が常に上回るように立ち回り、上う手まく自身らの地位を盤石なものにしていた。

　その《キマイラの毒》の拠点である塔の最上階にて、頭目の大男バルゴは、一人の黒髪の少年と対たい峙じしていた。辺りには死体と血が乱雑に散らばっていた。塔に乗り込んできた、たった一人の少年が齎もたらした惨劇であった。

　少年は手にした鎌をゆっくりと下ろすと、バルゴへと淡々と距離を詰める。

「その歳としで、その力……その鎌……わ、わかったぞ！　お、お前……王都を騒がせていた人斬り、死神のロヴィスだな！　なんでお前みたいな大物が、わざわざ《キマイラの毒》なんかを狙うんだ！」

　バルゴが叫ぶ。少年――ロヴィスは、彼の言葉を鼻で笑った。

　無法都市デルモンドは生き方を選べなかった者達の集まる地。組織の傭よう兵へいや幹部の実力は、高くてもＢ級冒険者程度といったところであった。

　このとき、ロヴィス十六歳。彼の実力は既に、大都市の中でも片手で数える程しかいないＡ級冒険者の域に達していた。本来、わざわざ彼が出向いて潰しにくるようなところではないのだ。

「実はこの無法都市……俺の故郷でな。つまらん悪巧みを練って戦力を集めて力関係を崩し、この薄汚れた地で必死に明日を生きようとする者達を今より苛烈に虐げようとしている者がいると聞いて、様子を見に来たというわけだ」

「こ、この地が、死神の故郷だと……？　弱者が虐げられるのは当然のことだ！　私とてこの地で生き残るためもがいているに過ぎぬ！　それを、くだらん正義感で……！」

　バルゴの言葉にロヴィスが肩を竦すくめる。

「おいおい、早とちりするな。俺はただ、故郷で戦力を集めている奴やつがいると聞いて、興味本位で来ただけだ。少しは戦える奴がいるのではないかとな。結果はこのザマだったわけだが」

「なっ……!?　お、お前、まさか遊び半分で我々を壊滅させたとでも……！」

「弱者が虐げられるのは当然のこと、なんだろう？　お前の理屈だ」

　ロヴィスが笑みを浮かべ、鎌を構え直す。バルゴの背に冷たいものが走った。ロヴィスの凶行はこれだけでは収まらず、自身の命を奪うつもりであることは明白であった。

「オイタが過ぎたわね、坊や」

　――そのとき、闇の中より声がした。いつの間にやら、バルゴのための豪ごう奢しやな椅子の上に、耳の長い女が足を組んで座っていた。

「……エルフ、いや、ハイエルフらしいな。バルゴの雇った傭兵か？　俺に気取られずに動くとは、なかなかやるじゃないか」

「ここでバルゴに死なれると困るのよ。あのさ、私達の用意した駒を、転移者でもなんでもないモブに潰して回られるのって、結構腹が立つのよね。貴方あなたは舞台の脇役に過ぎないのよ」

　ハイエルフの女が退屈そうに告げる。

「気取った女だが、気に入った。バルゴの前に始末してやろう」

「召喚魔法第十二階位《黄金宝竜ゴルドバーン》」

　ハイエルフの女が魔法陣を展開する。

　呼び声に応じて、黄金のドラゴンが現れる。全身に金の輝きを帯びており、その目は大粒の宝石であった。まるで純金の像のようでもあったが、そのドラゴンは確かに動き、生命を感じさせない瞳でロヴィスを睨にらんだ。

「まさかこれは、人の欲を司つかさどる大精霊……！」

　余裕だったロヴィスの表情が一気に引き締まる。素早く鎌を構え、腰を低く落とす。自身から下手に攻めれば、その瞬間に殺される。ロヴィスはまずは守りを固めることを選んだ。

　欲を司る大精霊、ゴルドバーン。おとぎ話にしか出てこないような化け物である。どうやらバルゴの傭兵共のように、楽に勝てる相手ではないらしいと判断した。

「誰が一体だって言ったの？」

　続いて次々に魔法陣が展開される。ゴルドバーンが二体、三体、四体と、次々に増えていく。

「ば、馬鹿な、こんなことが……！」

　突然現れたハイエルフの女は、ロヴィスの知っていたこれまでの常識を、何重にも上回っていた。

　戦いは一瞬であった。いや、戦いでさえなかった。ロヴィスは弄ばれて、数分の内に血ち塗まみれでその場に倒れていた。彼の手にしていた鎌も、ゴルドバーンの爪でバラバラに砕かれていた。

「はぁ、はぁ、はぁ……馬鹿な、こんなことは有り得ない……！　黒竜鋼ドラゴメタルの鎌が、こうも容易たやすく……！」

「当たり前じゃない。ロークロアを操る私と、その舞台の脇役に過ぎない貴方が戦いになるとでも？」

　ハイエルフの女は鎌の破片を拾い上げると、指で軽々と磨すり潰してみせた。ロヴィスはその光景を、ただ茫ぼう然ぜんと眺めていることしかできなかった。

「有り得ない……そんなこと……」

「レベル５００もあればできる芸当よ？」

　このとき、少年ロヴィスは理解させられた。この世界には次元の違う者達が存在するのだと。ハイエルフの女――《世界の記録者ソピア》の気き紛まぐれでたまたま命だけは見逃されることになったロヴィスであるが、以来、このときに感じた恐怖が癒えることは決してなかった。
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　――上位存在の嗾けしかけたルシファーによって、凶悪な魔物達を封じ込めるための巨大迷宮、《地獄の穴コキユートス》の入り口が解き放たれた。地上へと次々に規格外のレベルを誇る魔物達が這はい出てくることを危惧した《神の見えざる手》の頭目ヴェランタは、手段を選ばず世界各地より強者達を招集した。ロヴィスもまたその一人であった。

「他の奴らはここを地獄のようだと言うが……これほど甘美な地獄があるものか」

　ロヴィスは巨大な鬼の魔物の背に、大鎌の刃を突き立てる。

「治癒の霊薬や装備の配布に、ゴーレムによる戦闘補佐……そして尽きることのない魔物の群れ！　まるでここは楽園のようではないか！　わかるぞ……奴らを倒す度に、俺の身にどんどんと力が溜たまっていくのが！」

　魔物の屍しかばねの上で、ロヴィスは高笑いを上げる。

「ロヴィス様……いつにも増して生き生きとしていらっしゃる」

　ロヴィスの部下であるダミアがそう口にした。

「……この間のように失望させられなければよいのですがね」

　ヨザクラが怪け訝げんな表情でロヴィスを見上げながらそう返す。

「お、俺は仕方ないと思うが……ヨザクラはロヴィス様に厳しすぎる」

「あの御お方かたが自分自身の誇りや生き様を穢けがそうとしているように思えるからです」

「は、はあ……わからないでもないが……だが……」

　ダミアはそう言ってから、再びロヴィスへと目を向ける。

　ロヴィスは転移魔法を駆使して、魔物や自軍のゴーレムの周囲を飛び回って敵を翻弄する。振るわれた大鎌の一いつ閃せんが、巨大な魔物の頭部を落とした。

「ああ……流れ込んでくるぞ……力が！　ハハハハハ！　そうか……これが奴らの見ていた世界だったのか！　もっとだ！　もっと寄よ越こせ！」

　ロヴィスが狂ったように高笑いを上げ、戦地を駆け回る。

「俺は、この騒動でロヴィス様が別のものへ変わってしまう気がして怖い。俺の憧れたロヴィス様は……人間なんだ。でも、今のあの御方は、もっと悍おぞましい何かへと向かっているみたいで……」

「それがロヴィス様の理想であったのでしょう。私も最近感じていました。この世界でロヴィス様が矜きよう持じを通すためには、ただの人であってはならないのだと。一線を超える切っ掛けが必要だったのです。それが今このときならば、それほど喜ばしいことはない」

　ダミアはヨザクラの顔を見て息を吞のむ。ロヴィスと同様、ヨザクラの瞳にも狂気の光が宿っていた。

　ロヴィスへと大ムカデの魔物が突進していく。ロヴィスは転移魔法で大ムカデの上へと跳ぶと、大ムカデの身体からだの上を駆け回りながら、大鎌の連撃を放った。

「ギイイイイイイイイイイ！」

　大ムカデが悲鳴を上げる。大ムカデはその巨きよ軀くをうねらせ、ロヴィスへと大きな牙を向ける。彼へと目掛けて巨大な大顎が飛び掛かる。ロヴィスは真っ向から頭部へと向かい、大ムカデの頭に刃を突き立てた。突進が止まり、大ムカデはその場で力尽きた。

　ルシファーの引き起こした《地獄の穴コキユートス》騒動によって、ロヴィスは自身のレベルを大幅に引き上げることに成功していた。

　ロヴィスは大ムカデの背の上で小さな黒い金属塊を取り出した。それはかつてロヴィスの用いていた武器の欠片かけら、黒竜鋼ドラゴメタルであった。この世界には決して人の身では敵かなわない、次元の違う化け物が存在する。その戒めとして持っていたものであった。

　ロヴィスは黒竜鋼ドラゴメタルを指で挟んだ。金属塊は音を立てて砕け散り、風に流されていく。その砂の行く末を眺めながら、ロヴィスは口端を吊つり上げる。

　己もまた人間の領域の外側へと到達したことを実感したのだ。これだけのレベルがあれば、これまで自分が相対してきた人外の化け物達の首にも、自身の刃が届くはずであった。

「待ってろ……ソピア……ルナエール……カナタ、そして、この世界を支配するという理不尽な神々共よ！　俺は、俺を虚仮にした全てを破壊してやる！」
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　カナタとルナエールによって無事にルシファーが討伐され、ヴェランタの用意した戦力によって《地獄の穴コキユートス》周辺の魔物達の討伐も完了した。重傷者の治療や遠くへ逃げた魔物の狩りなどが一段落付いたところで、《地獄の穴コキユートス》周辺では戦士達の慰労として宴うたげが開かれていた。あちらこちらで酒の杯を手にした冒険者達の歓声が響いている。

「騒々しい連中ですね。私達はあの仮面の男から謝礼をいただいて、とっととはけるとしますか」

　ヨザクラが騒いでいる冒険者達へ目を向け、呆あきれたようにため息を吐く。

「いや、まだだ。どうやら噂うわさを聞くに、例の転移者……カナタが、この場に来ているとのことだ」

「ロヴィス様、まさか……！」

　ヨザクラが息を吞む。

「今の俺にはもう、何も恐れるものはない。過去の屈辱を晴らすときが来た。俺は奴に再戦を挑む。今度こそ、どちらかの命が尽きるまでな」

　ロヴィスは仄ほの暗ぐらい笑みを浮かべた。

「けったいな連中がいると様子を見てたが、どうやら物騒なことを企たくらんでるみたいじゃねぇの」

　そのとき、ロヴィス達の許もとへと何者かが向かって来た。ロヴィスは声の方へと目を向ける。

　黒に金の交じった、メッシュの髪の男だった。目付きが悪く、口許からは犬歯が覗のぞく。背には大きな剣があった。

「異世界転移者のミツルか」

「グリード邸以来だな変態野郎。存分にあのときの借りを返してやれそうでよかったぜ」

　そう言うとミツルは、背負った大剣の刃をロヴィスへと向ける。

　商業都市ポロロックでは、ミツルがロヴィスをグリードの配下と勘違いして攻撃を仕掛け、そのまま交戦になったのだ。結果的に勝利したのはロヴィスであったが、しかし、その場にカナタが現れたため有う耶や無む耶やになっていた。

「やっぱりテメェら、ロクでもねぇ奴らだったみたいだな。改めて心置きなくぶっ飛ばせるってもんだ。化け物共倒して力を手に入れたのはテメェだけじゃねぇぜ！」

　ミツルがロヴィスへと飛び掛かる。

　ヴェランタのゴーレム軍団とアイテムの支援の下、高レベルの魔物の群れを討伐する。その恩恵を最も受けやすいのは、格上相手に大ダメージを容易に与えられる《神の祝福ギフトスキル》を有する、ミツルであった。

　自身の特定のパラメーターを倍増することができる《極振りダブル》であれば、ゴーレムの陰から魔物に決定打を与えて経験値を稼ぎ、レベルを引き上げることも容易であったのだ。

　ミツルの身体を黄色い光が包み込んだ。

「《極振りダブル》……素早さモード！」

　ミツルの速度が一気に増した。高速の刃が、傍そばにいたヨザクラごとロヴィスを叩たたき斬ろうとした。

　次の刹那、ミツルの視界からロヴィス、ヨザクラ、ダミアの姿が消えた。

「……あ？」

　ミツルの首に、鎌の刃が掛けられる。

「あの特殊なスキルを使ってこの程度か。今のキミでは遊び相手にもならない」

　ミツルの耳許でロヴィスが囁ささやく。

　ロヴィスは一瞬の内にヨザクラとダミアを抱え、ミツルの背後へと跳んだのだ。

「ば、馬鹿な、有り得ねぇ……」

　力の差を認めざるを得なかった。

　この《地獄の穴コキユートス》騒動、レベルを上げやすいのは圧倒的にミツルのはずであった。だが、ロヴィスは戦闘の才覚と戦いへの欲求だけで、ミツルの倍以上にレベルを上げることに成功していた。《極振りダブル》に頼った安全な魔物狩りしか行わなかったところが、ミツル天才とロヴィス化け物の最大の差だったのかもしれない。

「グリード邸での戦いのときならいざ知らず、こんな形でキミを殺すのは興覚めだな。ミツル・イジュウイン、キミには期待している。いずれまた俺を楽しませてくれるとな。キミを殺すのは、それまでお預けとしよう」

　ロヴィスは大鎌の柄でミツルの腹部を突いた。ミツルは腹を押さえてその場にくずおれた。

「う、うぐ……！」

「クク……俺はついに、完成した。あのとき届かなかった、この世界の支配者の高みへとな！　世界の黒幕だの神だの知らんが、全て俺が殺して、成り代わってくれる！　キミが止めに来るのを、楽しみにしているぞミツル」

　ロヴィスはそう言うと、ミツルへ背を向けた。

「待ちやがれ、テメェ……！」

「今のキミには何もできない。理性を、恐怖を捨てろ。原始的な衝動に全てを委ねろ！　そうすればキミならば、いずれ俺のようになれるだろう」

　ロヴィスはミツルへと背を向けて歩み出した。ヨザクラとダミアはすぐに彼の背を追い掛けた。

「ロヴィス様……！」

　嬉うれしそうに声を掛けるヨザクラのすぐ目前に、大鎌の刃が振るわれた。地面に斬撃が走り、二人を拒絶するかのように断裂が生じた。

「ロ、ロヴィス様……？」

「もう俺には必要ない。露払いも、組織も、友も。どうせお前達は今以上に強くなりはしない。俺は俺の力だけで己の望む全てを手にすることができる。足あし手で纏まといとの馴なれ合いはこれまでだ」

　呆ぼう然ぜんとするヨザクラ達へ、ロヴィスは冷酷にそう言い放った。

「そ、そんな……！　私はただ、ロヴィス様の傍で、その行く末を見届けさせていただければ、それ以上は何も……！」

　その場で狼狽うろたえ、涙の滲にじむ瞳で必死に訴えるヨザクラ。

　ダミアは悲しげな顔をしていたが、しかしこうなることがわかっていたのか、ただロヴィスへと頭を下げた。

「……今まで、お世話になりました、ロヴィス様。どこへ行って、何をされるとしても……俺は、あなたの行く末が、あなたの満足いくものであることを祈っています」

　彼らの思い思いの最後の言葉に、ロヴィスは振り返ることさえしなかった。

「お兄さん……何してるの？　喧けん嘩か？」

　そんなロヴィスの前へと、一人の童女が現れた。彼女は螺ら旋せん状じように不規則に巻いた、特徴的な髪をしていた。髪の色は、色素の薄いピンクと黄緑に左右で分かれている。

　ロヴィスはくすりと笑い、屈かがんで彼女へと目線を合わせる。

「お嬢ちゃん、黒髪の黄金の剣を持った男を知っているかな？」

「カナタのこと……？　フィリア、知ってる！　カナタ、フィリアの友達だもん！　向こうにいるの！　案内する！」

「それは話が早い。いや、場所さえ聞ければ充分だ」

「ね、ね、お兄さん、カナタに何か用なの？」

「なに……大した用事じゃないんだが」

　ロヴィスは目を細め、口端を吊り上げる。

「少し、彼を殺しに行こうと思ってね」




　次の瞬間、地面から生えた巨大な真っ白い拳が、ロヴィスの身体を貫いた。
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　ロヴィスは《地獄の穴コキユートス》に備えられた即席の治療所にて、陰鬱な表情でベッドに座っていた。

　謎の童女フィリアに殴り飛ばされたのはもう三日前なのだが、以来ロヴィスは夜も眠れず、食事も喉を通らない日々を送っていた。治療所内には白魔法使いの団体がおり、ロヴィスも散々治療してもらったのだが、ロヴィスの体調不良は治らなかった。

　精神的なダメージであることには間違いなかった。無理もない。あれ程世界の黒幕達相手に戦える力を手にしたと喜んでいたのに、なんかその辺を歩いていた童女に手も足も出ずに吹き飛ばされたのだから。そのときのロヴィスのショックはとても受け止め難いものであった。

　このロークロアの不条理さは、ロヴィスが認識していたよりも遥はるかに根の深いものであった。ロヴィスの成長など、小さな水溜まりで暮らしていた蛙かえるが、井戸の中へと引っ越した程度のものであったのだ。この世界には、比較にならない程に広く、深い、大海原が存在する。ロヴィスはそこへ足を付ける資格さえなかった。

「ロヴィス様、しっかりしてください！　き、きっと、たまたま相手が悪かっただけです！　たまたま！」

　ダミアが必死に説得するが、ロヴィスはまるで聞く耳を持たない。彼は虚うつろな表情でぼうっと天井を眺めているだけであった。

「こ、この世界はなんだか、今は乱れているようです！　きっとこの先もレベルを大幅に上げる機会が訪れるはず！　それを乗り越えていけば……！」

「疲れた……もう、戦いたくない……」

　ロヴィスが無感情な声を発する。

「お気を確かに！　こんなロヴィス様、俺、見たくない！　見たくないです！」

　ダミアが頭を抱えてその場に屈み込んだ。

「ロヴィス様……果物をお持ちしました。小さく切り分けていますから、これならきっと食べられるかもしれません。口許までお運びしますね」

　ダミアとは対照的に、ヨザクラは慈愛に満ちた笑みを湛たたえていた。反応のないロヴィスの背へと優しく手を置き、反対の手でそっと果物を口へと運ぶ。

「ヨザクラ……ロヴィス様がこんなことになったのに、悲しくはないのか？」

　ダミアが問う。

「……気付いたことがあります。私は不平を口にしていながらも、三人で王国中を旅していたときがとても楽しかった」

　ヨザクラはくすりと温和な笑みを浮かべた後、冷たい目をロヴィスへと向けた。

「ですのでロヴィス様が私達を見捨てて一人で旅に出るくらいならば、こうして介護をしている方が私はずっと幸せです」

「俺は嫌です！　ロヴィス様！　元に戻ってください、ロヴィス様！」

　ダミアがロヴィスの肩を押さえて、彼を勢いよく揺さぶった。







あとがき




　作者の猫子です。『不死者の弟子』第六巻、お買い上げいただきありがとうございます！

　今回は久々に表紙メインにルナエールさんです！

　ルナエールさんがメインとして表紙に入ってくるのは一巻以来ですね。二巻にも一応ちらっとはルナエールさんが映ってはいるのですが、メインとはとても言い難にくいですからね。（わからない人に向けて書くと二巻の左側の隅っこから、こそっと覗のぞいています……！　知らなかった人は再確認してみてください。）




　今まではルナエールさんを別視点やＳＳで書く程度で、メインでがっつりと書くことができませんでした。……正直な話をすると、メインで絡ませると話が一気に進んでしまいますからね。そして今回、実際とんでもない勢いで話が突き進んでしまいましたので。久々に彼女を本編でカナタとがっつり絡ませることができてとても楽しかったです。

　せっかくなので今回の書き下ろし小説もルナエールがメインのものにしようと考えていたのですが、今回はひとまずロヴィス様にその枠をお譲りすることにしました。

　彼の出番も、もしかしたら今回が最後かもしれないので……。最後にロヴィスの格かつ好こいい雄姿を皆様にお届けできてよかったです。格好いい……？




　この第六巻ではついに最愛の師匠ルナエールとの合流を果たし、カナタと、そしてロークロアにとっての怨敵であるナイアロトプが本格的な動きを始めましたので、一気に最終章へと向けて物語が転がり始めました。

　恐らくは第七巻が『不死者の弟子』の最終巻になるかなと考えております。異世界の命運を懸けたカナタとナイアロトプの戦いは、果たしてどこへ着地するのか？　『不死者の弟子』は三年以上書いてきた小説ですので、完結が近づいてきたと思うととても感慨深いものがあります……。




　ではでは『不死者の弟子』最終巻、ぜひぜひお楽しみに！　最後までカナタとルナエールの物語にお付き合いいただければ幸いです。
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